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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2018 年度） 

問１ 次の文の  ①  ～  ⑧  に当てはまる語句を書きなさい。 

(1) 種子植物のうち，アブラナやエンドウのように，子房の中に胚珠がある植物を  ①  植物という。 

(2) 火山の地下にある  ②  は，岩石がとけた高温の物質である。 ②  が地下深くでゆっくり冷えて固ま

ると深成岩となる。 

(3) タンポポのような双子葉類の根は，太い根である主根とそこから伸びる細い根である側根からなる。一方，

スズメノカタビラなどの単子葉類の根は，太い根がなく根もとから伸びる多数の細い根からなる。単子葉類

のこのような根を  ③  という。 

(4) 地震が発生した場所を震源といい，震源の真上にあたる地点を  ④  という。 

(5) 位置エネルギーと運動エネルギーの和を  ⑤  という。 

(6) 地震計に記録された地震のゆれのうち，はじめの小さなゆれを初期微動，それにつづく大きなゆれ

を  ⑥  という。 

(7) 液体が沸騰して気体に変化するときの温度を沸点といい，固体がとけて液体に変化するときの温度

を  ⑦  という。 

(8) 有性生殖において，精子が卵の中に入り，精子の核と卵の核が合体する過程を  ⑧  という。 

問２ 次の文の     に共通して当てはまる語句を漢字２字で書きなさい。 

 熱の伝わり方には，伝導，放射のほかに     がある。    は，液体や気体をあたためるときに見ら

れる，温度の異なる液体や気体が循環して熱が運ばれる現象である。 

問３ 有機物以外の物質である無機物を，ア～オから２つ選びなさい。 

ア 食塩 イ 砂糖 ウ プラスチック  エ ロウ オ 鉄 

問４ 生態系における生産者に分類される生物を，ア～カからすべて選びなさい。 

ア アサガオ イ アオカビ ウ メダカ 

エ ゼニゴケ オ シイタケ カ ミミズ 
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問５ 図は，ある日の 20 時の北極星と恒星Ａの位置を示した模式図である。  印は，北極星を中心とし恒星Ａ

を通る円の周を 12等分する位置を示している。ある日の 20時から４時間後の恒星Ａの位置を，解答欄の図

に×印で書き加えなさい。 

図  

問６ 硝酸カリウム１ｇに水を加え，すべてとかして質量パーセント濃度が 10％の硝酸カリウム水溶液をつく

った。このとき，加えた水の質量は何ｇか，書きなさい。 

問７ 質量 10kg の物体を，床から 0.8ｍの高さまで一定の速さで持ち上げるのに２秒かかったときの仕事率は

何Ｗか，書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 
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問１ 

(1) ①  

(2) ②  

(3) ③

４ 

 

(4) ④  

(5) ⑤  

(6) ⑥  

(7) ⑦  

(8) ⑧  

問２  

問３   

問４  

問５ 

 

問６   ｇ 

問７   Ｗ 
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問１ 

(1) ① 被子 

(2) ② マグマ 

(3) ③

４ 

ひげ根 

(4) ④ 震央 

(5) ⑤ 力学的エネルギー 

(6) ⑥ 主要動 

(7) ⑦ 融点 

(8) ⑧ 受精 

問２ 対流 

問３ ア オ 

問４ ア，エ 

問５ 

 

問６ ９ ｇ 

問７ 40 Ｗ 

 

問１ (1) 子房の中に胚珠がある植物を被子植物，子房がなく胚珠がむき出しになっている植物を裸子植物という。 

(2) マグマが冷えて固まってできた岩石を火成岩という。火成岩は大きく分けて，地下深くでゆっくり冷えて

固まった深成岩，地表や地表付近で急に冷えて固まった火山岩の２種類に分けられる。 

(3) 双子葉類と単子葉類の特徴の違いとしては，根のつくりのほかに，子葉の数，葉の葉脈のようす，茎の維

管束の並び方などがある。 

(4) 震源と震央の間の距離が震源の深さとなる。 

(5) 位置エネルギーと運動エネルギーの和を力学的エネルギーといい，運動の過程で常に一定に保たれている。 

(6) 初期微動は速く伝わるＰ波，主要動は遅く伝わるＳ波によるゆれである。 

(7) 純粋な物質の沸点や融点は，物質の種類によって決まっている。 

(8) 精子の核と卵の核が受精して，受精卵ができる。 

問２ 対流は，物質が移動して熱が伝わる現象。伝導は，温度の異なる物質が接しているときに熱が伝わる現象。

放射は，太陽の光のような高温の物体が出した赤外線などによって，熱が伝わる現象。 

問３ 炭素を含む物質を有機物，有機物以外の物質を無機物という。イの砂糖，ウのプラスチック，エのロウな

どのような有機物は燃やすと二酸化炭素と水が発生する。一方，アの食塩やオの鉄のような無機物は炭素を

含まないので燃やしても二酸化炭素が発生しない。 

問４ 生態系における生産者とは，光合成で栄養分をつくり出す生物のこと。ふつう葉緑体をもつ植物を指す。 

問５ 恒星Ａは北極星を中心に１日１回転して見える。したがって，１時間では 360÷24＝15〔°〕回転する。４

時間後では 15×４＝60〔°〕反時計回りに動いた位置に見える。 

問６ 質量パーセント濃度〔％〕＝溶質の質量〔ｇ〕÷（溶媒の質量〔ｇ〕＋溶質の質量〔ｇ〕）×100より，溶
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媒の質量を x〔ｇ〕とすると，１÷（x＋１）×100＝10  x＝９〔ｇ〕 

 なお，「質量パーセント濃度が 10％」ということから，「水溶液 100ｇ中に溶質 10ｇがとけている（水溶

液 100〔ｇ〕＝溶媒 90〔ｇ〕＋溶質 10〔ｇ〕）」ということがわかる。このことから，求める溶媒の質量を x

とすると，90：10＝x：１  x＝９〔ｇ〕と求めることもできる。 

問７ 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさが１Ｎなので，10㎏（10000ｇ）の物体にはたらく重力の大きさ

は，10000÷100＝100〔Ｎ〕。仕事〔Ｊ〕＝力の大きさ〔Ｎ〕×力の向きに動かした距離〔ｍ〕より，100〔Ｎ〕

×0.8〔ｍ〕＝80〔Ｊ〕。仕事率〔Ｗ〕＝仕事〔Ｊ〕÷仕事に要した時間〔ｓ〕より， 

80〔Ｊ〕÷２〔ｓ〕＝40〔Ｗ〕 
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【過去問 2】 

植物のつくりと生殖について調べるため，次のような観察と実験を行いました。これについて，あとの問１～

問４に答えなさい。 

（岩手県 2018 年度） 

観察１ 

 図Ⅰは，ホウセンカの葉を観察したスケッチである。 

図Ⅰ 

 

観察２ 

 図Ⅱのように，砂糖水（ショ糖水溶液）をスポイトでスライドガ

ラスに１滴たらして，筆の先につけたホウセンカの花粉を砂糖水

の上に落としてから，カバーガラスをかぶせ，プレパラートをつく

った。 

図Ⅱ 

 

 図Ⅲのようにに，  のプレパラートを，花粉が乾燥しないよう

に，水でしめらせたろ紙をしいたペトリ皿に入れ，ふたをした。 

図Ⅲ 

 

 図Ⅳは，  のプレパラートの花粉のようすを，５分ごとに顕微鏡で観察したスケッチである。 

 図Ⅳ  

 図Ⅴは，  で花粉管が伸びているプレパラートに酢酸オルセインをたらして，顕微鏡で観察したスケ

ッチである。 

 図Ⅴ  

実 験 

 異なる個体のホウセンカＡ，ホウセンカＢを用意し，ホウセンカＡの花粉をホウセンカＢに受粉させ

たところ，ホウセンカＣが得られた。 
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問１  で，次のア～エのうち，ホウセンカの茎の横断面と根の特徴を表した模式図の組み合わせとして正し

いものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 ア イ ウ エ 

 

 

 

 

 

問２ 次の文は，観察２で，顕微鏡を用いて観察をするときのピントの合わせ方を説明したものです。文中の

（ ① ），（ ② ）には，操作手順ａ～ｄの２つずつを組み合わせて並べたものが入ります。ア～エのう

ち，ａ～ｄを正しい順に並べたものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

プレパラートをステージの中央にのせる （ ① ） （ ② ） ピントを合わせる 

ａ 顕微鏡を横から見ながら調節ねじを回し 

ｂ 接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し 

ｃ プレパラートと対物レンズを近づける 

ｄ プレパラートと対物レンズの間を徐々に広げる 

 ① ② 

ア ａ→ｃ ｂ→ｄ 

イ ａ→ｄ ｂ→ｃ 

ウ ｂ→ｃ ａ→ｄ 

エ ｂ→ｄ ａ→ｃ 

問３  で花粉管が伸びるように，実際にホウセンカの花粉は受粉した後，花粉管を伸ばします。花粉が受粉

後に花粉管を伸ばす理由について，図ⅤのＸの名称を明らかにして簡単に書きなさい。 

問４  で，右の図は，ホウセンカＡ，Ｂのからだの細胞

の核の中にある染色体の一部を模式的に表したもので

す。このとき，ホウセンカＣのからだの細胞の核の中に

ある染色体は，どのように表されますか。ホウセンカ

Ａ，Ｂの染色体を参考にして，図の○の中に染色体をか

き入れなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４ 

 

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ 

例１ 

精細胞を胚珠に運ぶため。 

例２ 

精細胞と卵細胞が受精するため。 

問４ 

例 

 

 

問１ 図Ⅰの葉脈は網目状なので，ホウセンカは双子葉類と考えられる。双子葉類では，維管束は茎の横断面で輪

の形に並んでいる。また，根は太い主根が１本あり，そこから細い側根が何本ものびている。 

問２ 顕微鏡のピントを合わせるときは，まず横から見ながら調節ねじを回し，プレパラートと対物レンズを近づ

けておく。次に，接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回して，プレパラートと対物レンズの間を徐々に広

げてピントを合わせるようにする。プレパラートと対物レンズの間をせばめながらピントを合わせると，プ

レパラートと対物レンズがぶつかって，プレパラートをこわしたり，対物レンズに傷がついたりすることが

あるので，このような操作はしてはいけない。 

問３ 図ⅤのＸは精細胞である。受粉によって花粉が柱頭につくと，花粉管が伸びて胚珠に達し，精細胞が花粉管

の中を移動して先端まで運ばれる。運ばれてきた精細胞は胚珠の中の卵細胞と受精して，受精卵ができる。

花粉が受粉後に花粉管を伸ばすのは，このようにして精細胞を運び，受精を行わせるためである。 

問４ ホウセンカＡの精細胞やホウセンカＢの卵細胞などの生殖細

胞ができるとき，減数分裂という特別な細胞分裂が行われ，右

の図１のようにそれぞれ染色体の数が半分になる。これらは受

精すると１つに合わさるので，ホウセンカＣのからだの細胞の核

の中にある染色体は，図２のようになる。 

図１ 図２ 
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【過去問 3】 

恵さんは，植物の根がどのように成長するのか疑問に思い，タマネギを用いて観察を行ったり，資料を調べた

りした。次の問１～問４に答えなさい。 

（秋田県 2018 年度） 

【観察】図１のように，等間隔に印をつけたタマネギ

の根を水につけておいたところ，図２のように根

の
せん

先
たん

端に近い部分がよくのびていた。 

そこで，図２のＰの部分を切りとり，図３のよう

に，うすい塩酸に入れて１分間あたためた後，水の

中で静かにすすいだ。そして，Ｐを染色してプレパ

ラートをつくり，それをろ紙ではさんでおしつぶ

し，顕微鏡を用いて 600倍に拡大して観察した。 

図１ 

 

図２ 図３ 

  

問１ 次のうち，下線部のために用いるものはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 石灰水 イ エタノール ウ アンモニア水 エ 酢酸カーミン溶液 

問２ 図３のようにうすい塩酸で処理した理由を説明した次の文が正しくなるように，Ｘに当てはまる内容を

書きなさい。 

ひとつひとつの細胞が   Ｘ   ，おしつぶした後に観察しやすくなるから。 

問３ 図４は，恵さんがＰを観察した結果をまと

めたノートの一部である。 

① Ｑを何というか，名称を書きなさい。 

② ア～オを，アから始めて細胞分裂の順に並べ

かえて記号を書きなさい。 

 

図４ 
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問４ 恵さんは観察と資料をもとに次のようにまとめた。まとめが正しくなるように，Ｙには次のア～エのうち

当てはまる記号を，Ｚには当てはまる語句を書きなさい。 

【まとめ】観察の結果から，Ｐの部分が成長する過程を，細胞の変化の模式図で表すと（ Ｙ ）の

ようになると考えた。また，資料から，分裂でできた細胞は集まって組織をつくり，いくつかの種

類の組織が集まって，特定のはたらきをする部分である（ Ｚ ）になることがわかった。根も

（ Ｚ ）の１つだといえる。 

 ア  イ  ウ  エ 

    
 

問１  

問２  

問３ 
①   

② ア →     →     →     → 

問４ 
Ｙ：  

Ｚ：  

 

問１ エ 

問２ 
例 

はなれやすくなり 

問３ 
① 核 

② ア → オ → イ → ウ → エ 

問４ 
Ｙ：  ウ 

Ｚ：  器官 

 

問１ 酢酸カーミン溶液を用いるのは，細胞の状態を固定し，核や染色体を染めることで観察しやすくするためで

ある。酢酸カーミン溶液のかわりに，酢酸オルセイン溶液や酢酸ダーリア溶液を用いることもある。 

問２ うすい塩酸に入れてあたためるのは，細胞壁どうしを結びつけている物質をとかして，細胞をばらばらにし，

観察しやすくするためである。 

問３ ① 核は１つの細胞に１個ある。ふつうは見えにくいが，染色することによって観察しやすくなる。 

② 体細胞分裂では，まず，染色体が複製され，２本ずつの組になる。→染色体が太く短くなり，よく見える

ようになる（オ）。→染色体が細胞の中央付近に集まる（イ）。→ 組になっていた染色体が分かれ，細胞の

両端へと移動する（ウ）。→細胞の両端それぞれで核ができはじめる（エ）。→細胞質が２つに分かれて，２

個の細胞になる。 

問４ Ｙ…タマネギの根は，先端付近で細胞分裂が行われ，根元側ではひとつひとつの細胞が大きくなることで根

がのびる。Ｚ…細胞が集まり組織となり，組織が集まり器官となる。根だけでなく，葉・茎・花なども器官で

ある。 
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【過去問 4】 

美香さんは，花のつくりとはたらきに興味をもち，いくつかの花について調べた。次の問いに答えなさい。 

（山形県 2018 年度） 

問１ 美香さんは，花のつくりについて調べるために，タンポポを観察し，スケッチし

た。図１は，タンポポをスケッチしたものである。観察した結果，タンポポは，た

くさんの小さい花が集まってできていることがわかった。次の問いに答えなさい。 

図１ 

 

(1) 次は，図１のタンポポをとり，手に持って観察するときのルーペの使い方について述べたものである。 

 ａ  ， ｂ  にあてはまる言葉の組み合わせとして最も適切なものを，あとのア～エから一つ選び，記

号で答えなさい。 

はじめに，ルーペを  ａ  持つ。次に， ｂ  を動かして，よく見える位置をさがす。 

ア ａ 目に近づけて ｂ ルーペ イ ａ 目に近づけて ｂ タンポポ 

ウ ａ 目から遠ざけて ｂ ルーペ エ ａ 目から遠ざけて ｂ タンポポ 

(2) 図２は，タンポポの小さい花の一つをスケッチしたものである。美香さんは，Ａ

の部分が変化して綿毛になると考えた。Ａの部分は，花のつくりにおいて何とよば

れるか，書きなさい。 

図２ 

 

問２ 表は，美香さんが，観察した花のスケッチを花弁のつき方によって分類し，まとめたものである。花弁の

つき方について，ツツジとリンドウがタンポポと同じ花に分類されるのはなぜか，書きなさい。 

表 

花弁のつき方がタンポポと同じ花 花弁のつき方がタンポポと異なる花 

  

問３ 次は，美香さんが，山形県の特産品である「さくらんぼ」について調べ，考えたことをまとめたものであ

る。 ｃ  にあてはまる語を書きなさい。また， ｄ  にあてはまる言葉を書きなさい。 

花には子孫をふやすはたらきがある。図書館で調べたところ，さくらんぼを実らせるためには，異なる

品種の花粉を用いて受粉させる必要があることがわかった。さくらんぼは，受粉が起こると，子房が成長

して果実になり，また，胚珠が成長して  ｃ  になる  ｃ  植物である。 

 異なる品種の花粉と受粉しても，一本の木にできるたくさんの果実の形質がどれも同じになるのは，子

房の     ｄ     だからである。 
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問１ 
(1)  

(2)  

問２  

問３ 

ｃ  

ｄ  

 

問１ 
(1) イ 

(2) がく 

問２ 
例  花弁がくっついているから。 

※「合弁花だから。」でもよい 

問３ 

ｃ 種子 

ｄ 例  遺伝子の組み合わせがどれも同じ 

 

問１ (1) ルーペは目に近づけて持ち，観察するものを前後に動かして，よく見える位

置をさがす。なお，観察するものが動かせない場合は，顔を前後に動かす。 

(2) タンポポの小さい花のつくりは右の図のようになっており，図２のＡの部分

はがくである。 

 

問２ タンポポ，ツツジ，リンドウなどの花は，花弁が一つにくっついており，双子葉類の中の合弁花類というな

かまである。それに対し，アブラナ，サクラなどは花弁が一枚ずつ離れており，双子葉類の中の離弁花類と

いうなかまである。 

問３ ｃ…「さくらんぼ」は，サクラのなかまであるミザクラという植物の果実である。サクラのなかまなどの種

子植物では，受粉が起こると，子房が成長して果実になり，胚珠が成長して種子になる。 

ｄ…形質は遺伝子によって決まるので，果実の形質がどれも同じになるということは，受粉後に果実になる

子房の遺伝子の組み合わせが，どれも同じだからである。 
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【過去問 5】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（福島県 2018 年度） 

問１ 受精卵が胚になり，個体としてのからだのつくりが完成していく過程を何というか。書きなさい。 

問２ 室温で，単体では分子をつくらない原子を，次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア マグネシウム イ 塩素 ウ 酸素 エ 窒素 

問３ 太郎さんは理科の授業で川に野外観察に出かけ，全体が茶色で表面がなめらかな岩石を拾い，ルーペで観

察したが粒のようなものはみられなかった。この岩石を学校に運び，硬さを調べるために鉄のくぎで引っか

いたが傷はつかず，岩石用ハンマーでたたいたところ，火花が出てはね返された。また，うすい塩酸をかけ

ても変化がみられなかった。これらの特徴から考えられる岩石とは何か。次のア～エの中から最も適当なも

のを１つ選びなさい。 

ア 安山岩 イ チャート ウ 石灰岩 エ 花こう岩 

問４ 水平な床の上に置いた物体を摩擦力に逆らって，図のように手で水平

に 20Ｎの力で押し続け，その力の向きに 50cm移動させた。このとき，

手が物体にした仕事の大きさは何Ｊか。求めなさい。 

図 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４   Ｊ 

 

問１ 発生 

問２ ア 

問３ イ 

問４ 10 Ｊ 

 

問１ 精細胞と卵細胞が結びつくと受精卵ができる。この受精卵が胚となり，細胞分裂をくり返しながら個体とし

てのからだのつくりができていく過程を発生という。 

問２ 室温では，ふつう塩素，酸素，窒素は原子が２個むすびついてできた気体の分子となる。 

問３ 安山岩は斑状組織をもつ火山岩，花こう岩は等粒状組織をもつ深成岩，石灰岩とチャートは生物の遺がいな

どが堆積してできた堆積岩である。チャートはかたい岩石で，うすい塩酸をかけても反応しない。石灰岩はや

わらかい岩石で，うすい塩酸をかけると反応して二酸化炭素が発生する。 

問４ 20Ｎの力で 50cm（0.5ｍ）移動させたことになるので，20〔Ｎ〕×0.5〔ｍ〕＝10〔Ｊ〕である。 
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【過去問 6】 

次の問１から問８に答えなさい。 

（栃木県 2018 年度） 

問１ 次のうち，
ごう

合
べん

弁
か

花
るい

類はどれか。 

ア サクラ イ アブラナ ウ アサガオ エ チューリップ 

問２ 次のうち，レモン汁の pHの値に最も近いものはどれか。 

ア ２ イ ７ ウ 10 エ 13 

問３ 右の図のように，導線に電流を流したとき，導線のまわりに置いた方

位磁針のようすを上から見た図として，最も適切なものは次のうちどれ

か。ただし，方位磁針の針は黒い方をＮ極とする。 

 

 
ア イ ウ エ 

    

問４ 次のうち，フズリナや
さん

三
よう

葉
ちゅう

虫の化石を含む地層が
たい

堆
せき

積した年代はどれか。 

ア 新生代 イ 中生代 ウ 古生代 エ 古生代より前の年代 

問５ すべての有機物に含まれる原子は何か。原子の名前を書きなさい。 

問６ 床に置いた物体を 25Ｎの力で押しながら，力の向きに５ｍ移動させるときの仕事は何Ｊか。 

問７ 生物の器官を構成する，形やはたらきが同じ細胞の集まりを何というか。 

問８ 気温が下がっていくとき，空気中の水蒸気が水滴に変わり始める温度を何というか。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６   Ｊ 

問７  

問８  
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問１ ウ 

問２ ア 

問３ イ 

問４ ウ 

問５ 炭素 

問６ 125 Ｊ 

問７ 組織 

問８ 露点 

 

問１ サクラ，アブラナ，アサガオは双子葉類で，そのうちの離弁花類にはサクラとアブラナ，合弁花類にはアサ

ガオが分類される。なお，チューリップは単子葉類である。 

問２ レモン汁は酸性なので，pHは７よりも小さいと考えられる。 

問３ 図のように電流を流すと，上から見て同心円状の磁界ができる。右ねじの進む向きと電流の向きを合わせた

とき，右ねじの回る向きが磁界の向きになるので，磁界の向きは反時計回りになる。 

問４ フズリナや三葉虫は古生代に広い地域に生息していたので，その化石を含む地層は古生代の地層だと考えら

れる。このように，地層の年代を知るてがかりとなる化石を示準化石という。 

問５ すべての有機物には炭素が含まれており，有機物を燃やすと二酸化炭素が発生する。 

問６ 仕事〔Ｊ〕＝力の大きさ〔Ｎ〕×力の向きに動いた距離〔ｍ〕で求められる。したがって， 

25〔Ｎ〕×５〔ｍ〕＝125〔Ｊ〕となる。 

問７ 形やはたらきが同じ細胞が集まって生物の組織ができ，その組織によって器官が構成される。 

問８ 気温が下がっていくと，空気中の水蒸気量が飽和水蒸気量と等しくなり，湿度が 100％となって，空気中の水

蒸気は水滴に変わり始める。このときの温度を露点という。 
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【過去問 7】 

被子植物の生殖について調べるために，次の(1)，(2)，(3)，(4)の調査や実験を順に行った。 

(1) 被子植物のめしべを調べたところ，花粉がつく柱頭と胚珠の間には距離があった。 

(2) ホウセンカの花粉を，砂糖水を１滴落としたスライドガラスに散布した。 

図１ 

 

(3) すぐに，顕微鏡で花粉を観察した。初めは低倍率で，次に高倍率で観察し

たところ，花粉は図１のようであった。 

(4) 10分後，花粉を酢酸オルセイン溶液で染色した。再び，顕微鏡で観察した

ところ，花粉は図２のようになっていた。 

図２ 

 

このことについて，次の問１，問２，問３に答えなさい。 

（栃木県 2018 年度） 

問１ 次のうち，顕微鏡観察で下線部のように観察する理由として，最も適切なものはどれか。 

ア 低倍率の方が，視野が暗く，目が疲れずに観察できるから。 

イ 低倍率の方が，視野が広く，注目したい部分を見つけやすいから。 

ウ 低倍率の方が，観察物の輪かくがはっきり見え，しぼりの調節をしやすいから。 

エ 低倍率の方が，対物レンズの先端とスライドガラスが近く，ピントを調節しやすいから。 

問２ 次の      内の文章は，受粉後の花粉のようすについて述べたものである。図１，図２を参考にして，

①と②に当てはまる語をそれぞれ書きなさい。 

花粉がめしべの柱頭につくと（ ① ）が伸びる。その中を（ ② ）が移動していき，胚珠の中にあ

る卵細胞に達すると，たがいの核が合体して受精卵ができる。 

問３ 被子植物であるイチゴは，受精によって種子をつくるが，イチゴ農家では一般に親の体の一部を分けて育

てている。そうする利点を「形質」という語を用いて簡潔に書きなさい。 

 

問１  

問２ ①  ②  

問３  

 

問１ イ 

問２ ① 花粉管 ② 精細胞 

問３ 
例 

親と同じ形質をもつイチゴを育てることができる。 
 

問１ 顕微鏡では，低倍率の方が視野は広くなる。よって，はじめは低倍率で観察して，注目したい部分を見つけ

てから倍率を高くする。 
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問２ 花粉がめしべの柱頭につくことを受粉という。受粉すると花粉から花粉管が伸びて，その中を精細胞が移動

していく。この精細胞が胚珠の中にある卵細胞と合体することを受精という。 

問３ 受精によって種子をつくる有性生殖では，子の形質は，ふつう，親とまったく同じにはならない。一方，親

の体の一部を分けて無性生殖させると，親と同じ形質をもつ子をふやすことができる。 
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【過去問 8】 

Ｉさんは，ホウセンカの花粉の観察を行いました。また，植物の形質の伝わり方と，植物のふえ方について調

べました。問１～問５に答えなさい。 

（埼玉県 2018 年度） 

観察 

１ スライドガラスに 10％の砂糖水をスポイトでたらし，

その上にホウセンカの花粉を落とした。 

２ 図１のように，花粉が乾燥しないように，水でしめら

せたろ紙をしいたペトリ皿にスライドガラスを入れ，ふ

たをした。 

図１ 

 

３ 10分後，スライドガラスをペトリ皿から出し，顕微鏡

で観察したところ，花粉からＸがのびていくのを確認し

た。図２は，そのようすをスケッチしたものである。 

図２ 

 

調べてわかったこと 

１ ホウセンカについて調べたところ，ホウセンカは被子植物であり，有性生殖をすることがわかった。

また，被子植物の有性生殖について調べたところ，精細胞の核と卵細胞の核が合体し，受精卵ができる

ことがわかった。 

２ 親の形質がどのように子に伝わるかを調べたところ，形質のもとになるものを遺伝子といい，遺伝子

は染色体の中にあることがわかった。 

３ 親の形質が子や孫にどのように受けつがれていくかを調べるために，メンデルの行った実験について

まとめた。 

エンドウの種子の形には，丸としわの２つの形質がある。メンデルは，このような形質の違いがどのよ

うに遺伝していくかを調べるため，次の(1)，(2)の実験を行った。 

(1) 図３のように，丸い種子をつくる純系

のエンドウのめしべにしわのある種子

をつくる純系のエンドウの花粉を受粉

させたところ，子はすべて丸い種子にな

った。 

図３ 
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(2) 図４のように，(1)でできた丸い種子をまいて育

て，自家受粉をさせたところ，①できた孫は，丸い種

子としわのある種子になった。このとき，丸い種子

としわのある種子の数の比は，およそ３：１であっ

た。 

４ 生殖について調べたところ，有性生殖と無性生殖が

あることがわかった。 

図４ 

 

問１ 観察の３の図２のＸを何といいますか。その名称を書きなさい。 

問２ 調べてわかったことの１と２について，精細胞１個の染色体の数をＰ，卵細胞１個の染色体の数をＱ，受

精卵の細胞１個の染色体の数をＲとしたとき，染色体の数の関係を表した式として最も適切なものを，次の

ア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア Ｐ＋Ｑ＝Ｒ イ Ｐ＋Ｑ＝２Ｒ ウ Ｐ＝Ｑ＝Ｒ エ Ｐ＝Ｑ＝２Ｒ 

問３ 調べてわかったことの２について，染色体の中にある遺伝子の本体の物質を何といいますか。その名称を

書きなさい。 

問４ 調べてわかったことの３の下線部①について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 丸い種子をつくる遺伝子の記号をＡ，しわのある種子をつくる遺伝子の記号をａとします。このとき，で

きた孫のうち，丸い種子の遺伝子の組み合わせについて述べたものとして最も適切なものを，次のア～エの

中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 遺伝子の組み合わせは，ＡＡのみである。 

イ 遺伝子の組み合わせは，Ａａのみである。 

ウ 遺伝子の組み合わせは，ＡＡとＡａがあり，ＡＡの方が多い。 

エ 遺伝子の組み合わせは，ＡＡとＡａがあり，Ａａの方が多い。 

(2) できた孫の種子をすべてまいてエンドウを育てました。これらのエンドウがつくる生殖細胞のうち，丸い

種子をつくる遺伝子をもつ生殖細胞は何％ありますか。最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，

その記号を書きなさい。 

ア 約 25％ イ 約 50％ ウ 約 67％ エ 約 75％ 

問５ 調べてわかったことの４について，ジャガイモはおもに無性生殖を利用して生産されます。その理由を，

遺伝子，形質という語句を使って書きなさい。 
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問１  

問２   

問３   

問４ 
(1)   

(2)   

問５  

 

問１ 花粉管 

問２ ア 

問３ ＤＮＡ 

問４ 
(1) エ 

(2) イ 

問５ 
例 

親の遺伝子がそのまま子に伝えられ，親と同じ形質をもつジャガイモができるから。 

 

問１ 花粉はめしべの柱頭につくと，胚珠に向かって花粉管をのばす。この観察では，めしべの柱頭と同じような

状態が再現されているため，花粉が花粉管をのばすようすがみられる。 

問２ 生殖細胞ができるときには，染色体の数はもとの細胞の
１

 ２ 
になる（減数分裂）。 

 したがって，Ｐ，ＱはそれぞれＲの半分（
１

 ２ 
Ｒ）と考えることができる。 

 受精卵は両親のそれぞれの生殖細胞の染色体を受けつぐので，染色体の数は
１

 ２ 
Ｒ×２＝Ｒになる。 

問３ 遺伝子の本体であるＤＮＡは，デオキシリボ核酸（Deoxyribonucleic acid）の略称である。 

問４ (1) 親の代では，丸い種子をつくる純系のエンドウの遺伝子の組み合わせはＡＡ，しわのある種子をつくるエ

ンドウの遺伝子の組み合わせはａａである。子は両親の遺伝子を半分ずつ受けつぐので，遺伝子の組み合わせ

はＡａである。孫の代では，遺伝子の組み合わせがＡａとＡａの組み合わせなので，ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：

２：１の割合でできる。ＡＡ，Ａａは丸い種子，ａａはしわのある種子となる。 

(2) 孫の代の遺伝子の組み合わせは，(1)と同じように考えると，ＡＡ…①，Ａａ…②，Ａａ…③，ａａ…④な

ので，これらがつくる生殖細胞は，減数分裂によって，①からはＡ，Ａ，②からはＡ，ａ，③からはＡ，ａ，

④からはａ，ａとなる。このとき，Ａ：ａ＝４：４＝１：１となる。よって，丸い種子をつくる遺伝子Ａを

もつ生殖細胞は，約 50％である。 

問５ 無性生殖でできる子の遺伝子は親とまったく同じになるため，親と同じ形質をもつジャガイモができる。そ

のため，同じ品質の作物を大量生産するのにつごうがよい。イチゴなども無性生殖でふやすことが多い。 
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【過去問 9】 

動物のふえ方について調べるため，学校の近くに生息するカエルを観察しました。これに関して，あとの問１

～問４に答えなさい。 

（千葉県 2018 年度 後期） 

観察のまとめ 

図１は観察したヒキガエルです。春にこのカエルが生息する地域の池に，図２のような長いひも状の

ものがあり，中にたくさんの黒っぽい
つぶ

粒を観察することができました。この黒っぽい粒を持ち帰り，成長

のようすを観察したところ，図３のように育ったので，この粒はヒキガエルの受精
らん

卵であることがわか

りました。 

図１ 図２ 

  

図３ 

 

問１ カエルは両生類である。両生類の
とく

特
ちょう

徴として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その

符号を書きなさい。 

ア 体の表面はうろこでおおわれている。 

イ 
なん

軟
たい

体動物である。 

ウ 子はえらで呼吸する。 

エ 
こう

恒
おん

温動物である。 

問２ 動物の受精について最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア １つの精
さい

細
ぼう

胞が卵の中に入る。 

イ １つの精子が卵の中に入る。 

ウ １つの卵が精細胞の中に入る。 

エ １つの卵が精子の中に入る。 
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問３ 動物の受精と発生について述べた文として適当でないものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号

を書きなさい。 

ア 
めす

雌の
せい

生
しょく

殖細胞は卵
そう

巣でつくられる。 

イ 受精卵は
ぶん

分
れつ

裂をして
はい

胚になる。 

ウ 胚の細胞は数がふえると，形やはたらきの
ちが

違うさまざまな部分に分かれる。 

エ 胚になるとすぐに，自分で食物をとりはじめる。 

問４ 図４は，動物のふえ方における細胞の分裂と
せん

染
しょく

色
たい

体の数について模式的に表したものである。図４

の  ｘ  ， ｙ  にあてはまるものの組み合わせとして最も適当なものを，あとのア～エのうちか

ら一つ選び，その符号を書きなさい。 

図４  

ア ｘ：体細胞分裂 ｙ：体細胞分裂 

イ ｘ：体細胞分裂 ｙ：減数分裂 

ウ ｘ：減数分裂 ｙ：体細胞分裂 

エ ｘ：減数分裂 ｙ：減数分裂 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ウ 

問２ イ 

問３ エ 

問４ ウ 

 

問１ 両生類の子（幼生）はえらで呼吸し，成長すると肺と皮ふで呼吸するようになる。このように呼吸の方法が

変わるのは両生類の特徴である。 

問２ １つの小さな精子が卵の中に入ることで動物の受精は行われる。 

問３ 雌の生殖細胞は卵巣でつくられ，雄の生殖細胞は精巣でつくられる。受精してできた受精卵は分裂をして胚

になり，さらに分裂をしてさまざまな部分に分かれていき，動物の体がつくられる。 

問４ 親の細胞から生殖細胞がつくられるときには減数分裂が行われる。受精卵は体細胞分裂をして成長していく。 
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【過去問 10】 

生物の体と
さい

細
ぼう

胞のつくりを調べるため，オオカナダモとタマネギを用いて，次の観察を行いました。これに関

して，あとの問１～問４に答えなさい。 

（千葉県 2018 年度 前期） 

観察 

スライドガラスを２枚用意し，それぞれにオオカナダモの葉を１枚ずつのせ，１枚には水を１
てき

滴落と

し，もう１枚には
せん

染
しょく

色液として
さく

酢
さん

酸オルセイン
よう

溶
えき

液を１滴落とした。３分後，それぞれにカバーガラス

をかけ，
けん

顕
び

微
きょう

鏡を用いて観察した。図１は水を落としたもの，図２は染色液を落としたもののスケッチ

である。 

図１ 図２ 
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スライドガラスを２枚用意し，それぞれにタマネギのりん
けい

茎（タマネギの内側）から表皮を切り取った

ものを１枚ずつのせ，１枚には水を１滴落とし，もう１枚には染色液として酢酸オルセイン溶液を１滴

落とした。３分後，それぞれにカバーガラスをかけ，顕微鏡を用いて観察した。図３は水を落としたも

の，図４は染色液を落としたもののスケッチである。 

図３ 図４ 
  

気がついたこと 

オオカナダモの葉の細胞とタマネギの表皮の細胞の共通点として，どちらもａ同じような形の細胞がす

き間なく並び，それぞれの細胞にｂ染色液でよく染まった部分があった点があげられる。また，オオカナ

ダモの葉の細胞とタマネギの表皮の細胞の
そう

相
い

違点として，ｃオオカナダモの葉の細胞にはたくさんの緑色

の粒が見られたが，タマネギの表皮の細胞にはそれらが見られなかった点があげられる。 

問１ オオカナダモやタマネギと同じように，多くの細胞から体ができている生物を，次のア～オのうちからす

べて選び，その符号を書きなさい。 

ア ゾウリムシ イ アメーバ ウ ホウセンカ エ ミカヅキモ オ ウ ニ 

問２ 気がついたことの下線部ａについて，オオカナダモの葉の細胞とタマネギの表皮の細胞で見られた同じ

ような形の細胞は，それぞれ同じようなはたらきをもっている。このように形やはたらきが同じ細胞が集ま

ったものを何というか。その名称を書きなさい。 

問３ 気がついたことの下線部ｂについて，この部分の名称と
とく

特
ちょう

徴の組み合わせとして最も適当なものを，次の

ア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

 名 称 特   徴 

ア 
かく

核 植物の細胞にも動物の細胞にも見られる 

イ 核 植物の細胞にのみ見られる 

ウ 
えき

液 
ほう

胞 植物の細胞にも動物の細胞にも見られる 

エ 液 胞 植物の細胞にのみ見られる 
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問４ 次の文章は，気がついたことの下線部ｃについて述べたものである。文章中の   ｘ   ～  

  ｚ   にあてはまるものの組み合わせとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，

その符号を書きなさい。 

オオカナダモの葉の細胞で見られた緑色の粒は葉緑体である。このことから，  ｘ   の細胞は光合

成を行うが，  ｙ   の細胞は光合成を行わないといえる。しかし，  ｙ   の細胞が活動するため

のエネルギーを細胞の呼吸（細胞呼吸）により得るとき，養分（栄養分）と酸素が必要である。その養分は，

おもに他の細胞でつくられたものが水に   ｚ   物質となり，この細胞に運ばれてきたものである。 

ア ｘ：オオカナダモの葉 ｙ：タマネギの表皮 ｚ：
と

溶けやすい 

イ ｘ：オオカナダモの葉 ｙ：タマネギの表皮 ｚ：溶けにくい 

ウ ｘ：タマネギの表皮 ｙ：オオカナダモの葉 ｚ：溶けやすい 

エ ｘ：タマネギの表皮 ｙ：オオカナダモの葉 ｚ：溶けにくい 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ウ，オ 

問２ 組織 

問３ ア 

問４ ア 

 

問１ ホウセンカとウニは，体が多くの細胞からできている生物（多細胞生物）である。ゾウリムシ，アメーバ，ミ

カヅキモは，いずれも体が１つの細胞でできている生物（単細胞生物）である。 

問２ 多細胞生物の体では，形やはたらきが同じ細胞が集まって組織をつくり，組織が集まって特定のはたらきを

もつ器官をつくっている。 

問３ 核は，酢酸オルセイン溶液などの染色液でよく染まる。また，細胞のつくりのうち，核と細胞膜は，植物の

細胞にも動物の細胞にも見られる。 

問４ 光合成は，細胞の中の葉緑体で行われる。したがって，葉緑体が見られたオオカナダモの葉の細胞は光合成

を行うが，葉緑体が見られないタマネギの表皮の細胞は光合成は行わない。また，植物では，光合成でつくっ

た養分（デンプン）が水に溶けやすい物質となって師管の中を移動し，体の各細胞へ運ばれる。細胞では，運

ばれてきた物質と酸素から，細胞の呼吸によって活動するためのエネルギーをとり出している。 
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【過去問 11】 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2018 年度） 

問１ ヒキガエルの体をつくる細胞の染色体の数は22本であ

る。図１は，ヒキガエルの受精卵が細胞分裂をする様子を

観察したスケッチである。細胞が４個になったときの胚

の細胞１個にある染色体の数として適切なのは，次のう

ちではどれか。 

図１ 

 

ア 11本 イ 22本 ウ 44本 エ 88本 

問２ ある地点で投影板を取り付けた天体望遠鏡を使い太陽を観察しスケッチしたところ，黒点は図２のよう

であった。同じ地点で同様に太陽を観察しスケッチしたところ，図２で観察した黒点が，３日後には図３の

ように移動し，６日後には図４のように移動していた。観察から分かる太陽の運動と，太陽のように自ら光

を放つ天体の名称を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

  観察から分かる
太陽の運動 

太陽のように自ら光
を放つ天体の名称 

図２ 図３ 図４ 

   

 ア 自転 恒星 

 イ 公転 恒星 

 ウ 自転 惑星 

 エ 公転 惑星 

問３ 図５のように，電球，焦点距離が 10cmの凸レンズ，スクリーンを，光学台に一直線上に置いた。電球と

凸レンズの間の距離が 15cm，凸レンズとスクリーンの間の距離が 30cmになるように固定したとき，スクリ

ーンにはっきりと像が映った。 

 スクリーンに映った像を電球の実物と比べたとき，像の見え方と，像の大きさを組み合わせたものとして

適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

  像の見え方 像の大きさ 図５ 

 

 ア 上下同じ向き 実物より小さい。 

 イ 上下同じ向き 実物より大きい。 

 ウ 上下逆向き 実物より小さい。 

 エ 上下逆向き 実物より大きい。 

    

 

問４ 表１は，水 100ｇにミョウバンを溶かして飽和水溶液にしたと

きの溶けたミョウバンの質量を示したものである。60℃の水 100

ｇにミョウバン 50ｇを溶かした。この水溶液を冷やしていくと，

溶けていたミョウバンが結晶として出てきた。水溶液の温度が

20℃になったとき，出てくる結晶の質量として適切なのは，次の

うちではどれか。 

表１  

水の温度 

〔℃〕 

ミョウバンの 

質量〔ｇ〕 

20 11.4 

60 57.4 

  

ア 11.4ｇ イ 38.6ｇ ウ 46.0ｇ エ 50.0ｇ 
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問５ 水平な台の上で一直線上を運動している力学台車の運動を，１秒間に 50回打点する記録タイマーを用い

て記録したところ，図６のようになった。図６の記録テープに位置Ａと位置Ｂを付け，位置Ａから位置Ｂま

での間隔を測定したところ５cm であった。記録した位置Ａから位置Ｂまでの力学台車の運動と，平均の速

さを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 力学台車の運動 
平均の速さ 

〔ｍ/ｓ〕 
図６ 

 

ア 速さが一定の割合で増える直線運動 ５ 

イ 速さが一定の直線運動 ５ 

ウ 速さが一定の割合で増える直線運動 0.5 

エ 速さが一定の直線運動 0.5 

   

問６ 炭酸水素ナトリウムを加熱する実験を安全に行うための装置の組み立て方を次のＡ，Ｂから一つ，加熱し

たときにスタンドに固定した試験管内に発生する液体が水であることを調べるために使う指示薬を次のＣ，

Ｄから一つ，それぞれ選び，組み合わせたものとして適切なのは，ア～エのうちではどれか。 

Ａ Ｂ Ｃ 塩化コバルト紙 

  

Ｄ リトマス紙 

ア Ａ，Ｃ イ Ａ，Ｄ ウ Ｂ，Ｃ エ Ｂ，Ｄ 

問７ 音の振動は，鼓膜でとらえられ，信号として神経を通って，脳に伝わる。音などの刺激を信号として脳に

伝える神経の名称と，脳や脊髄からなる神経の名称を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エ

のうちではどれか。 

 音などの刺激を信号として脳に伝える 

神経の名称 
脳や脊髄からなる神経の名称 

ア 運動神経 中枢神経 

イ 運動神経 末梢神経 

ウ 感覚神経 中枢神経 

エ 感覚神経 末梢神経 
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問１        

問２        

問３        

問４        

問５        

問６        

問７        

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ エ 

問４ イ 

問５ エ 

問６ ア 

問７ ウ 

 

問１ 多細胞生物の体をつくる細胞が細胞分裂をするとき，染色体は複製されて，同じものが２本ずつある状態に

なる。その後，それぞれが分裂後の２個の細胞に分けられるので，分裂後の細胞１個にある染色体の数は，も

との細胞の染色体の数と同じになる。 

問２ 図２～図４で黒点の位置がしだいに変化したのは，太陽が，中心を通る線を軸として自ら回転しているから

である。天体のこのような運動を自転という。また，太陽のように自ら光を放つ天体を恒星という。なお，惑

星とは，恒星の周りを回っている天体のうち，自ら光を放つことがなく，ある程度の質量と大きさをもってい

るものをいう。 

問３ 物体と凸レンズの間の距離が焦点距離の２倍のとき，凸レンズをはさんで反対側の焦点距離の２倍の位置に

スクリーンを置くと，スクリーンには物体と同じ大きさの実像が映る。物体と凸レンズの間の距離を焦点距離

の２倍よりも大きくしていくと，実像の映る位置は焦点に近づいていき，実像の大きさは物体よりも小さくな

っていく。また，物体と凸レンズの間の距離を焦点距離の２倍よりも小さくしていくと，実像の映る位置は焦

点距離の２倍の位置から遠ざかっていき，実像の大きさは物体よりも大きくなっていく。物体と凸レンズの間

の距離が焦点距離以下である場合は，スクリーンをどの位置に動かしても実像は映らない。図５では，凸レン

ズの焦点距離が 10cm なので，焦点距離の２倍は 20cm となる。電球は 15cm の位置にあり，これは焦点距離の

２倍の位置と焦点の間なので，実像は実物よりも大きい。また，実像の見え方は，どのような場合でも物体と

上下逆向きである。 

問４ 表１から，60℃の水 100ｇにミョウバン 50ｇはすべて溶ける。この水溶液の温度が 20℃になったとき，ミョ

ウバンは 11.4ｇまでしか溶けなくなるので，50.0－11.4＝38.6〔ｇ〕のミョウバンが結晶として出てくる。 

問５ 図６の位置Ａから位置Ｂまでの打点の間隔は一定であるので，台の上で一直線上を運動している力学台車の

速さは一定である。このような，速さが一定の直線運動のことを，等速直線運動という。 

 また，位置Ａから位置Ｂまでは５cm（＝0.05ｍ）で，これは５回分の打点にあたり，この記録タイ 

 マーが５回打点するには，
１

 50 
×５＝

１

 10 
＝0.1〔ｓ〕の時間がかかるので，このときの力学台車の平均 

 の速さは，0.05〔ｍ〕÷0.1〔ｓ〕＝0.5〔ｍ/ｓ〕である。 

問６ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると，炭酸ナトリウム，水，二酸化炭素の三つの物質に分解する。このとき発

生する水は試験管の口付近に水滴となってつくが，これが加熱部分に流れると試験管が割れるおそれがあるの
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で，Ａのように試験管の口を加熱部よりも下げておく。また，青色の塩化コバルト紙に水をつけると，塩化コ

バルト紙は赤色（桃色）に変化するので，これによって液体が水であることを確かめることができる。 

問７ 耳や目などの感覚器官からの刺激を信号として脳や脊髄へ伝える神経を感覚神経といい，脳や脊髄からの命

令を信号として腕などの運動器官へ伝える神経を運動神経という。また，脳や脊髄からなる神経をまとめて中

枢神経といい，中枢神経から出て枝分かれし，全身に広がっている神経を，末梢神経という。 
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【過去問 12】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2018 年度） 

問１ 右の図は，ヒトの体を正面から見たときの心臓の断面を模式的に

示したものであり，図中のア～エはそれぞれ血管を表している。次の      

の中の（ Ｘ ），（ Ｙ ），（ Ｚ ）にあてはまるものの組み合わ

せとして最も適するものをあとの１～６の中から一つ選び，その番号

を答えなさい。 

心臓から全身に送られた血液は，心臓に戻ったあと肺へ送られ

る。肺に向かう血液は心臓の（ Ｘ ）から図の（ Ｙ ）の血管

を通って出ていき，酸素を多く含んだ血液が図の（ Ｚ ）の血管

を通って心臓へ戻る。そして再び血液が心臓から全身へと送られ

る。 

 

１ Ｘ―左心室  Ｙ―イ  Ｚ―ア ２ Ｘ―左心室  Ｙ―イ  Ｚ―エ 

３ Ｘ―左心室  Ｙ―ウ  Ｚ―エ ４ Ｘ―右心室  Ｙ―イ  Ｚ―ア 

５ Ｘ―右心室  Ｙ―ウ  Ｚ―ア ６ Ｘ―右心室  Ｙ―ウ  Ｚ―エ 

問２ Ｋさんは，イカのからだのつくりを観察し，調べたこととあわせて次のようにまとめた。このことから考

えられることとして最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

 

ａ：：ヒトにも同じ名称の器官があり，ヒトでは，栄養分を

蓄えるなどさまざまなはたらきを持つ。 

ｂ：体内に酸素を取り入れる器官である。 

ｃ：
ふし

節はなく，吸盤がついていた。 

ｄ：この膜によって内臓が包まれていた。 

ｅ：：食べ物を消化するはたらきがあり，この器官と口が食

道でつながっていた。 

１ ｂと同じ名称の器官はセキツイ動物にはない。 

２ ｃに節がないことは無セキツイ動物に共通する特徴である。 

３ ｄと同じ役割の膜はアサリにはない。 

４ ｅと同じ名称の器官はヒトにもある。 
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問３ 右の図は，ある植物のからだをつくる細胞の染色体を模式的

に示したもので，Ａ，ａは遺伝子を示している。次の(あ)～(か)

のうち，親Ｘのめしべに親Ｙの花粉を受粉させてできた子のから

だをつくる細胞の染色体の模式図として考えられるものはいく

つあるか。最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，そ

の番号を答えなさい。ただし，減数分裂は分離の法則に従うもの

とする。 

 

 

１ １つ ２ ２つ ３ ３つ ４ ４つ 

 

問１ ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

問２ ①  ②  ③  ④ 

問３ ①  ②  ③  ④ 

 

問１ ６ 

問２ ４ 

問３ ３ 

 

問１ アは大静脈，イは大動脈，ウは肺動脈，エは肺静脈である。全身の細胞に酸素をわたして戻ってきた血液は

大静脈から右心房に入り，右心室に送られてから肺動脈を通って肺に送られる。肺で酸素を受けとった血液は

肺静脈から左心房に入り，左心室に送られてから大動脈を通って全身に送られる。 

問２ ａは肝臓，ｂはえら，ｃはあし，ｄは外とう膜，ｅは胃である。セキツイ動物の魚類や両生類の幼生はえら

をもつので，１は誤り。無セキツイ動物である節足動物は外骨格をもち，あしに節があるので，２は誤り。ア

サリはイカと同じ軟体動物のなかまで，外とう膜をもつので，３は誤り。ヒトは胃をもつので，４は正しい。 

問３ 対になっている染色体は減数分裂によって分かれて別々の生殖細胞に入り，この生殖細胞が結びつくことで

子ができる。よって，子は親Ｘと親Ｙの染色体を１つずつ受けつぐことになる。このときの子の染色体の組み

合わせとしては，この図の中では(い)，(う)，(か)の３つが考えられる。 
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【過去問 13】 

ある中学校の科学部では，理科の授業で興味をもった内容について，班に分かれて調べ，それぞれレポートを

作成した。次の資料は各班のレポートの一部である。これらの資料を見て，あとの問１，問２に答えなさい。 

（新潟県 2018 年度） 

Ａ班の資料 

 図１ 図２ 

  

 

月に興味をもったので，月の動きについて調べたり，月面での実験を考えたりした。 

図１は，地球の北極側から見たときの太陽，地球，月の位置関係を模式的に表したものである。月の表面

の半分には太陽の光が当たっているが，月は地球のまわりを公転しているため，地球からは，光っている部

分の見え方が変化する。 

月面において，図２のように，ひもでつり下げた棒の中央から 20cmのところに，フックをつけた質量 600

ｇのおもりを糸でつるし，そのおもりと反対側で，棒の中央から 10cmのところにフックをつけた別のおも

りをばねでつるした。ばねでつるすおもりをかえてａ棒を水平にするという実験を考えた。 

Ｂ班の資料 

 
図３ 図４ 

  
 

呼吸に興味をもったので，人間の肺のつくりなどについて調べた。 

図３は，人間の肺，ｂろっ骨とその間をつなぐ筋肉，横隔膜などを模式的に表したものである。 

鼻や口から吸いこまれた空気は，気管を通って肺に入る。気管は，枝分かれして気管支となり，その先に

は図４のように，ｃ肺胞という小さなふくろがたくさんあり，外側には毛細血管が網のように取りまいてい

る。肺胞まで送られた空気中の酸素の一部は，肺胞のまわりにある毛細血管の血液に取りこまれ，血液中の

ｄ二酸化炭素は，肺胞の中に排出される。ｅ血液に取りこまれた酸素は，全身の細胞へと運ばれ，そのｆ酸

素は細胞が養分からエネルギーを取り出すときに使われる。 
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問１ Ａ班の資料について，次の①～③の問いに答えなさい。 

① 新月のときの月の位置として，最も適当なものを，図１中のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

② 太陽，地球，月の順に並び，月が地球の影に入る現象を何というか。その用語を書きなさい。 

③ 下線部分ａについて，棒が水平になるとき，ばねでつるしたおもりの質量は何ｇと考えられるか。また，

そのとき，ばねは何 cmのびると考えられるか。それぞれ求めなさい，ただし，地球上で質量 100ｇの物体に

はたらく重力を１Ｎとし，月面上の重力の大きさは，地球上の６分の１であるものとする。また，棒，フッ

ク，糸，ばねの質量は無視できるものとし，このばねは，１Ｎの力で引くと 3.0cmのび，ばねののびは，ば

ねに加わる力の大きさに比例するものとする。 

問２ Ｂ班の資料について，次の①～⑤の問いに答えなさい。 

① 下線部分ｂについて，肺に空気が入ったり，肺から空気が出たりするときの，ろっ骨とその間をつなぐ筋

肉，横隔膜の役割を書きなさい。 

② 下線部分ｃについて，肺胞がこのようなつくりになっているのはなぜか。その理由を，「表面積」という

語句を用いて書きなさい。 

③ 下線部分ｄについて，この気体と同じ気体を発生させる方法として，最も適当なものを，次のア～オから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 二酸化マンガンにオキシドールを加える。 

イ 亜鉛にうすい硫酸を加える。 

ウ ベーキングパウダーを弱火で加熱する。 

エ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。 

オ 塩化銅水溶液を電気分解する。 

④ 下線部分ｅについて，酸素と結びついたり，酸素をはなしたりする性質があるヘモグロビンを含む血液の

成分は何か。その名称を書きなさい。 

⑤ 下線部分ｆについて，次のア～エのうち，細胞がエネルギーを取り出すとき，生成される物質はどれか。

最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 水 イ 水素 ウ ヘリウム エ 塩化ナトリウム 
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問１ 

①  

②  

③ 
おもりの質量   ｇ 

ばねののび   cm 

問２ 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

問１ 

① エ 

② 月食 

③ 
おもりの質量 1200 ｇ 

ばねののび 6.0 cm 

問２ 

① 

例 

ろっ骨とその間をつなぐ筋肉や横隔膜などに囲まれた胸の空間を，広げ

たり狭めたりすること。 

② 
例 

空気と接する表面積が大きくなるから。 

③ ウ 

④ 赤血球 

⑤ ア 

 

問１ ① 新月とは，月が図１のエのように太陽の方向にあって，地球からは太陽の光が当たっている面が見えず，

見ることができないときの月をいう。 

② 太陽，地球，月の順に一直線上に並び，月が地球の影に入って，月の一部または全部がかくされる現象を，

月食という。 

③ 図２のてこがつり合って棒が水平になるとき，地球上であっても，月面上であっても，左右のうでで，

「おもりにはたらく重力」×「ひもでつるした支点からおもりまでの距離」の値が等しくなる。月面上の重

力の大きさは地球上の６分の１なので，左側のうでにつるした 600ｇのおもりにはたらく 

 重力の大きさは，600÷100×
１

 ６ 
＝１〔Ｎ〕である。右側のうでにつるしたおもりにはたらく重力の 

 大きさを xＮとすると，１〔Ｎ〕×0.2〔ｍ〕＝x〔Ｎ〕×0.1〔ｍ〕より，x＝２〔Ｎ〕となる。２Ｎの重力

がはたらくおもりの質量は，地球上では，100〔ｇ〕×２＝200〔ｇ〕だが，月面上では重力の 

 大きさが
１

 ６ 
だから，このおもりの質量は，200ｇの６倍の，200〔ｇ〕×６＝1200〔ｇ〕と考えられる。 
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  また，１Ｎの力で引くと 3.0cmのびるばねにおもりをつるして，月面上で実際に２Ｎの力で引いているの

で，ばねののびは，3.0〔cm〕×２＝6.0〔cm〕である。 

問２ ① 肺は，ろっ骨とその間をつなぐ筋肉と横隔膜に囲まれた空間（胸こう）の中にある。肺自体は動くことが

できないので，呼吸を行うときは，これらの筋肉を縮めたりゆるませたりすることで，胸の空間を広げたり狭

めたりして肺の大きさを変化させ，肺に空気を入れたり出したりしている。 

② 肺は肺胞という非常に小さいふくろがたくさん集まってできている。このつくりがあると，空気と接する

表面積が大きくなるので，呼吸（酸素と二酸化炭素の交換）を効率よく行うことができる。 

③ ウのように，ベーキングパウダーを加熱すると，おもな成分である炭酸水素ナトリウムが熱分解して，炭

酸ナトリウム，水，二酸化炭素ができる。なお，アでは酸素，イでは水素，エではアンモニア，オでは塩素

がそれぞれ発生する。 

④ 血液の成分には，固体である赤血球，白血球，血小板と，液体である血しょうがある。このうち，ヘモグ

ロビンを含み，全身に酸素を運ぶはたらきをもつ成分は，赤血球である。 

⑤ 細胞は，細胞外から養分と酸素を取り入れ，これらを結びつけてエネルギーを取り出している。このとき

につくられる二酸化炭素と水などは，細胞外に排出される。このはたらきを細胞呼吸（細胞の呼吸，内呼吸）

という。 
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【過去問 14】 

被子植物について，あとの問１～問３に答えなさい。 

（新潟県 2018 年度） 

問１ 被子植物の受粉から種子ができるまでの過程を示した次の     の中の順序が正しくなるように，下のａ

～ｃを並べ替え，その符号を書きなさい。また， Ｘ  に当てはまる用語を書きなさい。 

花粉がめしべの

柱頭につく。 
→（    ）→（    ）→（    ）→ 

 Ｘ  全体が 

種子となる。 

ａ 卵細胞の核と精細胞の核が合体する。 

ｂ 受精卵が細胞分裂を繰り返して胚になる。 

ｃ 花粉管がのびてその中を精細胞が移動していく。 

問２ 右の図は，ある被子植物の個体Ａと個体Ｂの体細胞に含まれる核の染

色体を，それぞれ模式的に表したものである。個体Ａのおしべの花粉が

個体Ｂのめしべの柱頭につき，受精が行われるとき，次の①，②の問い

に答えなさい。  

① おしべの受精する精細胞の核の染色体を，解答用紙の  の中に模式的にかきなさい。 

② 受精卵の核の染色体を，解答用紙の  の中に模式的にかきなさい。 

問３ 被子植物は子葉の数から単子葉類と双子葉類に分類することができる。単子葉類と双子葉類について，

次の①，②の問いに答えなさい。 

① 文中の  Ｘ  ， Ｙ  に当てはまる語句の組合せとして，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，

その符号を書きなさい。 

単子葉類の葉脈は  Ｘ  に通り，根は  Ｙ  からなる。 

ア 〔Ｘ 網目状， Ｙ 主根と側根〕 イ 〔Ｘ 網目状， Ｙ たくさんのひげ根〕 

ウ 〔Ｘ 平行， Ｙ 主根と側根〕 エ 〔Ｘ 平行， Ｙ たくさんのひげ根〕 

② 双子葉類に分類される植物として，最も適当なものを，次のア～オから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア トウモロコシ イ ツユクサ ウ マツ 

エ ゼンマイ オ アブラナ 

 

問１ 

花粉がめしべの 

柱頭につく。 
→(    )→(    )→(    )→ 

 Ｘ  全体が 

種子となる。 

Ｘ  

問２ ① 

 

② 

 

問３ ①  ②  
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問１ 

花粉がめしべの 

柱頭につく。 
→ ( ｃ ) → ( ａ ) → ( ｂ ) → 

 Ｘ  全体が 

種子となる。 

Ｘ 胚珠 

問２ ① 

 

② 

 

問３ ① エ ② オ 

 

問１ 被子植物で受粉が行われると，めしべの柱頭についた花粉から花粉管がのびて，その中を精細胞が移動して

いき，やがて胚珠の中の卵細胞の核と精細胞の核が合体する（受精）。このときできた受精卵は細胞分裂を繰

り返し，やがて胚になる。また，胚を含む胚珠全体が種子となる。 

問２ ① 精細胞や卵細胞などの生殖細胞ができるとき，減数分裂という特別な細胞分裂が行われ，

染色体の数が体細胞の半分になる。よって，個体Ａのおしべの花粉の中にある精細胞の核の

染色体の数は，体細胞の半分である。減数分裂では対になっている染色体がそれぞれ半分ず

つに分かれるので，模式図は右の図Ⅰのようになる。 
 

② ①と同様に，個体Ｂのめしべの胚珠の中にある卵細胞の核の染色体は，図Ⅱ

のようになっている。受精卵では図Ⅰと図Ⅱの染色体を受け継ぎ，核の染色

体は，図Ⅲのようになる。 

問３ ① 単子葉類の葉脈は平行に通り，根はたくさんのひげ根である。なお，双子葉

類の葉脈は網目状で，根は主根と側根からできている。 

   

② 被子植物の双子葉類に分類されるのは，オのアブラナである。なお，アとイは被子植物の単子葉類，ウは

裸子植物，エはシダ植物にそれぞれ分類される。 
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【過去問 15】 

メンデルはエンドウを使って以下の実験を行い，遺伝の研究を行った。 

〈実験１〉 丸形の種子をつくる純系のエンドウの花に，しわ形の種子をつくる純系のエンドウの花粉を受粉

させたところ，できた種子（子にあたる個体）は全て丸形であった。 

〈実験２〉 実験１でできた丸形の種子（子にあたる個体）を育てて自家受粉させると，できた種子（孫にあた

る個体）は丸形としわ形の両方であった。 

図１は実験１における遺伝子の受けつがれ方を，図２は実験２における遺伝のしくみと遺伝子の組み合わせを

模式的に表したものであり，丸形の形質に対応する遺伝子をＲ，しわ形の形質に対応する遺伝子をｒ，染色体を 

 としている。あとの問いに答えなさい。なお，図２の  には，Ｒまたはｒが入る。 

（富山県 2018 年度） 

図１ 図２ 

  

問１ 図１，２において  は特別な細胞分裂を表している。このような細胞分裂を何というか，書きなさ

い。 

問２ 染色体に含まれている遺伝子の本体である物質を何というか，書きなさい。 

問３ 次の文は，実験１の結果から，エンドウの対立形質についてまとめたものである。空欄（ Ｘ ），（ Ｙ ）

に適切なことばを書きなさい。 

子の受精卵には，Ｒとｒの両方の遺伝子が含まれるが，子にあたる個体には，丸形の形質しか現れなか

ったことから，丸形が（ Ｘ ）形質で，しわ形が（ Ｙ ）形質である。 

問４  図２において，くがしわ形の形質を表すとすると，お，かの遺伝子の組み合わせはどのように表される

か，Ｒとｒを使ってかきなさい。 
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問５ 実験２でできた孫にあたる個体のうち，しわ形の種子の数は 1850個であった。このとき，孫にあたる個

体のうち，次の①，②の条件にあてはまる種子はいくつあると考えられるか，最も適切だと考えられる個数

を下のア～オから１つずつ選び，記号で答えなさい。 

① 丸形の種子 ② 丸形の種子のうち，Ｒとｒの両方の遺伝子が含まれる種子 

ア 620個 イ 1250個 ウ 1850個 エ 3700個 オ 5550個 

 

問１  

問２  

問３ Ｘ  Ｙ  

問４ お 

 

か 

 

問５ ①  ②  

 

問１ 減数分裂 

問２ ＤＮＡ 

問３ Ｘ 優（顕）性 Ｙ 劣（潜）性 

問４ お 

 

か 

 

問５ ① オ ② エ 

 

問１ 生殖細胞ができるとき，染色体がもとの細胞の半分になる細胞分裂を減数分裂という。 

問２ 遺伝子の本体である物質はＤＮＡ，あるいはデオキシリボ核酸という。 

問３ 対立形質をもつ純系どうしをかけ合わせたとき，子に現れる形質を優性形質（顕性形質），子に現れない形質

を劣性形質（潜性形質）という。 

問４，５ しわ形を表す遺伝子の組み合わせはｒｒだけなので，くはｒｒ（しわ形），いとえはｒ，あとうはＲとな

る。したがって，おはＲＲ（丸形），かはＲｒ（丸形），きはＲｒ（丸形）となる。 

 孫の遺伝子と形質の数の割合は，ＲＲ：Ｒｒ：ｒｒ＝１：２：１，丸形：しわ形＝３：１である。しわ形

の種子の数が 1850個であると，丸形の種子の数はその３倍，1850×３＝5550〔個〕…① 

 5550個のうちＲｒの種子は
２

 ３ 
，ＲＲの種子は

１

 ３ 
なので，5550×

２

 ３ 
＝3700〔個〕…② 
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【過去問 16】 

被子植物の生殖や遺伝に関する，次の実験を行った。これについて，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2018 年度） 

[実験] 図１のように，花粉の形について，異なる形質を持つスイートピーＡ，Ｂがある。Ｂのつぼみの中から

おしべを取り除いた後，Ａの花粉をＢの柱頭につけると，やがて種子ができ，この種子をま 

 いた結果，スイートピーＣが芽生えた。また，

Ａのつぼみの中からおしべを取り除いた後，

Ｂの花粉をＡの柱頭につけると，やがて種子

ができ，この種子をまいた結果，スイートピー

Ｄが芽生えた。 

図１ 

 

問１ 次の文は，被子植物の種子のでき方について書かれたものである。文中の（    ）にあてはまる語句

を，ア～エから１つ選び，その符号を書きなさい。 

めしべの柱頭に花粉がついた後，精細胞と卵細胞の受精が完了すると，子房の中にある（    ）は

種子になる。 

ア 子葉 イ 胚 ウ 胚珠 エ 胞子 

問２ 花弁の細胞の核に含まれる染色体の数をＸ本とする。このとき，卵細胞の核に含まれる染色体の数と，受

精によってつくられる受精卵の核に含まれる染色体の数を，それぞれＸを用いて表しなさい。 

問３ 遺伝子の本体は何という物質か，書きなさい。 

問４ からだをつくる細胞には，花粉の形が丸型になるの

か長型になるのかを決定する遺伝子が存在している２

本（１
つい

対）の染色体がある。図２はＡ，Ｂにおける，こ

の２本の染色体の組み合わせを，模式的に表したもの

である。これについて，次の(1)，(2)に答えなさい。 

図２ 

 

(1) この２本の染色体の組み合わせは，ＣとＤではどのように表されるか，図２を参考にして，それぞれかき

なさい。 

(2) Ｄのつぼみの中からおしべを取り除いた後，Ｃの花粉をＤの柱頭につけたところ，種子が 2000個できた，

この種子の中で，図２のＡと染色体の組み合わせが同じになるものはおよそ何個であると考えられるか，次

のア～オから最も適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 250個 イ 500個 ウ 750個 エ 1000個 オ 1500個 

問５ ジャガイモはスイートピーと同じく被子植物であり，種子から子である新しい個体をつくることができ

るが，いもから子である新しい個体をつくることもできる。いもからつくった場合，子に現れる形質は親の

形質と比較してどうなるか，書きなさい。また，そう判断した理由を，「親の染色体を」という書き出しに

続けて，「遺伝子」という語句を用いて書きなさい。 
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問１   

問２ 
卵細胞   本 

受精卵   本 

問３   

問４ 
(1) 

スイートピーＣ スイートピーＤ 

  

(2)  

問５ 

比較の結果  

理由 

親の染色体を 

 

 

問１ ウ 

問２ 
卵細胞 

Ｘ

 ２ 
 本 

受精卵 Ｘ 本 

問３ ＤＮＡ（デオキシリボ核酸） 

問４ 
(1) 

スイートピーＣ スイートピーＤ 

  

(2) イ 

問５ 

比較の結果 同じになる。 

理由 

親の染色体を 

子はそのまま受け継ぐため，子と親の遺伝子は同じになるから。 

 

問１ 被子植物では，受精後，子房は成長して果実に，胚珠は成長して種子になる。 

問２ 生殖細胞ができるときには，染色体の数はもとの細胞の
１

 ２ 
になる（減数分裂）。したがって，花弁 

 の細胞の核に含まれる染色体の数をＸ本とすると，精細胞と卵細胞のそれぞれに含まれる染色体の数 

 は
Ｘ

 ２ 
本。受精卵は精細胞と卵細胞のそれぞれに含まれる染色体を受け継ぐので，受精卵の核に含まれ 

 る染色体の数は，
Ｘ

 ２ 
＋

Ｘ

 ２ 
＝Ｘ より，Ｘ本である。 

問３ 遺伝子の本体は，ＤＮＡという物質である。これは，デオキシリボ核酸（Deoxyribonucleic acid）の略称で

ある。 

問４ (1) スイートピーＡの花粉をＢの柱頭に，Ｂの花粉をＡの柱頭につけても，両親の染色体を半分ずつ受け継ぐ
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ので，同じ染色体の組み合わせとなる。 

(2) からだをつくる細胞がもつ染色体の組み合わせを，スイートピーＡではＡＡ，スイートピーＢではＢＢと

すると，スイートピーＣとスイートピーＤでは，ともにＡＢとなる。ＡＢどうしをかけ合わせるので，でき

た種子がもつ染色体の組み合わせは，ＡＡ：ＡＢ：ＢＢ＝１：２：１ の数の割合となる。できた種子は 2000

個なので，ＡＡ：ＡＢ：ＢＢ＝500：1000：500 よって，イとなる。 

問５ ジャガイモは，からだの一部であるいもから新しい個体をつくる無性生殖を行うことができる。無性生殖で

は子は親の染色体をそのまま受け継ぐため，子の遺伝子は親と同じになり，子に現れる形質は親と同じになる。 
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【過去問 17】 

エンドウを用いた遺伝の実験について，あとの問いに答えよ。ただし，丸形の種子をつくる遺伝子をＡ，しわ

形の種子をつくる遺伝子をａとする。 

（福井県 2018 年度） 

〔実験１〕 しわ形の種子をつくる純系の個体の花粉を，①丸形の種子をつくる純系の個体のめしべにつけて交

配すると，できた種子はすべて丸形となった。 

〔実験２〕 実験１で得られた丸形の種子を育て，自家受粉させると，②できた種子の個体数は丸形としわ形が

３：１の比であった。 

問１ エンドウの種子の形のように，ある形質について，同時に現れない形質が２つ存在するとき，これらの形

質を何というか。その名称を書け。 

問２ 実験１の下線部①を，「丸形の種子をつくる純系ではない個体のめしべにつけて交配」として実験をした

とき，できた種子には丸形としわ形がどのような個体数の比で現れるか。最も簡単な整数の比で書け。 

問３ 実験２の下線部②の種子を育て，さらにそれぞれを自家受粉させるとき，丸形としわ形の種子の数がどの

ような比でできるかを考えた。正しくは，丸形：しわ形＝５：３となるが，ある生徒は，図のような方法で，

丸形：しわ形＝７：５と誤って求めた。 

図  

この生徒が誤った原因を説明した次の文の      に適する最も簡単な整数の比を書け。 

「下線部②の種子には，ＡＡとＡａの個体数が，ＡＡ：Ａａ＝      で含まれていることを考慮して

いない。」 

問４ エンドウの種子の形は丸形が優性形質である。この優性形質とはどのような形質か簡潔に書け。 

問５ エンドウの種子の丸形としわ形のように，世代をこえて形質が遺伝するのは，分離の法則に従って遺伝子

が生殖細胞に入るからである。この分離の法則について「遺伝子」，「減数分裂」の２つの語句を用いて，簡

潔に書け。 

 

問１  

問２ 丸型：しわ形 ＝ ： 

問３ ： 

問４  

問５  
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問１ 対立形質 

問２ 丸型：しわ形 ＝ １ ： １ 

問３ １ ： ２ 

問４ 
対立形質のそれぞれについての純系どうしを交配したときに子に現れ

る形質のこと。 

問５ 
対になっている遺伝子が，減数分裂のとき分かれて別々の生殖細胞に

入ること。 

 

問１ エンドウの種子の丸形としわ形のように，同時に現れない２つの形質を対立形質という。 

問２ しわ形の種子をつくる純系の個体の遺伝子の組み合わせはａａ，できる生殖細胞の遺伝子はａのみである。

また，丸形の種子をつくる純系ではない個体の遺伝子の組み合わせはＡａ，できる生殖細胞の遺伝子はＡとａ

が１：１の数の割合である。実験１より，丸形，しわ形では，丸形が優性形質といえる。したがって，できる種

子の遺伝子の組み合わせはＡａ：ａａ＝１：１で，丸形：しわ形＝１：１となる。 

問３ 実験２の下線部②では，遺伝子の組み合わせがＡＡ，Ａａ，ａａの種子が，１：２：１の数の割合ででき，形

質の割合は丸形：しわ形＝３：１である。したがって，問題の図の中央の組み合わせでの受粉（Ａａの自家受

粉）が２倍の頻度で行われるので，丸形：しわ形＝(４＋３×２)：(４＋１×２)＝10：６＝５：３が正しい。

丸形：しわ形＝７：５となったのは，この２倍の頻度となることを考慮していないからである。 

問４ 対立形質のそれぞれについての純系どうしを交配（ＡＡ×ａａ）したとき，子（Ａａ）に現れる形質を優性

形質，現れない形質を劣性形質という。エンドウの種子の形では，丸形が優性形質，しわ形が劣性形質である。 

問５ 分離の法則により，減数分裂するとき，遺伝子が別々の生殖細胞に入る。それぞれの遺伝子の組み合わせをも

つ個体からできる生殖細胞のもつ遺伝子は，ＡＡの個体からはＡかＡ（どちらも同じ），Ａａの個体からはＡかａ，

ａａの個体からはａかａ（どちらも同じ）となる。 
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【過去問 18】 

遺伝について調べるために，次の実験を行った。問１～問５に答えなさい。ただし，エンドウの種子の形を伝

える遺伝子のうち丸い形質をＡ，しわの形質をａで表し，丸い種子をつくる純系のエンドウはＡＡ，しわのある種

子をつくる純系のエンドウはａａという遺伝子の組み合わせで表すものとする。 

（山梨県 2018 年度） 

〔実験１〕 図１のように，丸い種子をつくる純系のエンド

ウのめしべに，しわのある種子をつくる純系のエ

ンドウの花粉をつけた（他家受粉）。できた種子は

すべて丸い種子であった。 

 

図１ 

 

〔実験２〕 図２のように，〔実験１〕でできた丸い種子をす

べて育て，自家受粉させると，丸い種子としわのあ

る種子ができた。 

 

図２ 

 

問１ エンドウの種子の形は，丸い種子としわのある種子のいずれかしか現れない。この丸としわのように，ど

ちらか一方しか現れない形質どうしを何というか，その名称を書きなさい。 

問２ 〔実験１〕，〔実験２〕でできた種子の遺伝子の組み合わせとして，次のア～キから最も適当なものを一つ

ずつ選び，その記号をそれぞれ書きなさい。 

ア すべてＡＡ イ すべてＡａ ウ すべてａａ エ ＡＡとＡａ 

オ ＡＡとａａ カ Ａａとａａ キ ＡＡとＡａとａａ 

問３ 〔実験２〕でできた種子の中で，しわのある種子は全体のおよそ何％になると考えられるか。次のア～オ

から最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 25％ イ 33％ ウ 50％ エ 66％ オ 75％ 
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問４ 図３のように，〔実験２〕でできた種子の中で，しわの

ある種子をすべて取り除き，丸い種子だけをすべて育て，

自家受粉させると，丸い種子としわのある種子ができた。

このときできた丸い種子の数としわのある種子の数の比

を，最も簡単な整数の比に表すとどのようになると考え

られるか。次のア～オから最も適当なものを一つ選び，そ

の記号を書きなさい。 

ア ２：１ イ ３：１ ウ ４：１ 

エ ５：１ オ ６：１ 

図３ 

 

問５ 現在では遺伝子の研究が進み，遺伝子の本体は染色体に含まれるＤＮＡだと分かっている。また，ＤＮＡ

の研究が進み，研究成果が私たちの日常生活や社会に関わる様々な分野で利用されている。これらの研究成

果が，私たちの生活の中で利用されている例を具体的に一つ書きなさい。 

 

問１   

問２ 
〔実験１〕 

 

 

〔実験２〕 

 

 

問３  

問４  

問５ 

利用されている例 

 

 

問１ 対立形質 

問２ 
〔実験１〕 

 

イ 

〔実験２〕 

 

キ 

問３ ア 

問４ エ 

問５ 

利用されている例 

例 

遺伝子組換え技術により，自然界にない青いバラがつくられている。 

 

問１ 種子の丸，しわのように，どちらか一方しか現れない対立した形質を対立形質といい，このとき現れる形質

を優性の形質，現れない形質を劣性の形質という。 
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問２，問３ ＡＡの遺伝子をもつものとａａの遺伝子をもつものをかけ合わせると，

子の遺伝子はすべてＡａとなる。このＡａの遺伝子をもつものを自家受粉させ

ると，右の表のように遺伝子が組み合わさり，ＡＡ，Ａａ，ａａの遺伝子をも

つ子（種子）ができる。このとき種子の数の比は，ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：

１となり，ＡＡとＡａは丸い種子，ａａはしわのある種子となるので，丸い種

子としわのある種子の数の比は３：１となる。つまり，しわのある種子は全体

の 25％となる。 

 Ａ ａ 

Ａ ＡＡ Ａａ 

ａ Ａａ ａａ 

   

問４ 〔実験２〕でできた丸い種子は，ＡＡまたはＡａの遺伝子をもち，その数の比はＡＡ：Ａａ＝１：２である。

ＡＡの遺伝子をもつものを自家受粉させると，子の遺伝子はすべてＡＡになり，Ａａの遺伝子をもつものを

自家受粉させると，ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１の数の比でそれぞれの遺伝子をもつ子ができる。親の数の

比を考えると，全体では，ＡＡ：Ａａ：ａａ＝（２＋１）：２：１＝３：２：１となり，丸い種子としわのあ

る種子の数の比は，（３＋２）：１＝５：１となる。 

問５ 遺伝子組換え技術は，さまざまな農作物の新しい品種の開発や，医薬品の生産をはじめとする医学の分野な

どで利用されている。 

 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2018 年度 

48 

【過去問 19】 

各問いに答えなさい。 

（長野県 2018 年度） 

問１ はるさんは，自宅の池で，ある生物の卵をいくつか見つけ，飼育をはじめた。 

〔観察〕 ① 卵の１つを観察し，そのようすを表にまとめ

た。図１はその卵を撮影したものである。 

② その後４日間，胚の変化のようすをスケッチし

た。 

③ さらに３日後，卵がふ化し，出てきた生物は水

中を泳ぎ回っていた。図２はそのうちの１匹を撮

影したものである。 

図１ 表 

  

④ 水そう１のように飼育環境を整えて，ふ化した

生物を移し，池から採取したプランクトンを与え

た。 

⑤ ふ化から約２週間後，生物に前あしがはえてい

るのを見つけた。 

図２ 

 

⑥ ふ化から約１ヶ月後，図３のように，生物に後

ろあしがはえているのを見つけた。 

⑦ ふ化から約２ヶ月後，生物は図３から図４のよ

うにからだのようすが変化してきたので，水そう

２のように飼育環境を変えた。 

図３ 

 

⑧ ふ化から約３ヶ月後，この生物は図５の姿にな

った。 

図４ 

 

  

図５ 
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(1) 表のような卵をうむのは，どのグループの生物か，適切なものを次のア～オから２つ選び，記号を書きな

さい。 

ア 魚類 イ 鳥類 ウ ハチュウ類 エ ホニュウ類 オ 両生類 

(2) ②で，胚の変化のようすを観察日時が古い順になるように，次のアをはじめとしてイ～オを左から並べて

記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ オ 

     

(3) ⑦で，飼育環境を変えた理由を，この生物のからだのようすの変化にふれて簡潔に説明しなさい。 

問２ 炭素を含む物質の循環について考えた。 

(1) 図６は，自然界における，二酸化炭素，酸素，有機物の流れを模式的に示したもので，Ｘ～Ｚは生産者，

消費者，分解者のいずれかである。 

図６ 

 

ⅰ 生産者が無機物から有機物をつくり出す活動に使うエネルギーは何エネルギーか，書きなさい。 

ⅱ 図６で，分解者はどれか，図６のＸ～Ｚから１つ選び，記号を書きなさい。 

ⅲ モグラのからだをつくる有機物に含まれている炭素が，モグラが死んでから植物にとり入れられるま

での流れを表す矢印を，図６のア～サからすべて選び，記号を書きなさい。 

(2) 現在，大気中の二酸化炭素濃度は年々上昇する傾向にある。近年では，その上昇を抑制し，将来にわたっ

て利用できる再生可能なエネルギーが注目されている。再生可能なエネルギー資源の１つとして木材やバイ

オエタノールなどのバイオマスがある。炭素を含む物質の流れを，図７は木材をストーブで燃焼させるよう

すについて，図８はトウモロコシなどを原料としたバイオエタノールを燃料の一部として利用するようすに

ついて示したものである。 

ⅰ 再生可能なエネルギー資源を，次のア～オからすべて選び，記号を書きなさい。 

ア 燃料電池 イ 石炭 ウ 地熱 エ 風力 オ 天然ガス 
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ⅱ バイオマスの利用で大気中の二酸化炭素濃度の上昇を抑制で

きる理由をまとめた。次の文章の      に当てはまる適切な

言葉を，図７の中の語句を使って簡潔に書きなさい。 

バイオマスは，植物が空気中の二酸化炭素をとり入れてつ

くった有機物がもとになっている。そして，バイオマスを燃や

したときに出る二酸化炭素の量は，     する二酸化炭素

の量とほぼつり合うと考えられているので，大気中の二酸化

炭素濃度の上昇を抑制できる。 

図７ 

 

ⅲ バイオマスを利用しても，図８の場合では大気中の二

酸化炭素濃度の上昇を抑制しにくい。その理由を図８か

ら読み取れることをもとに，簡潔に説明しなさい。 

図８ 

 

 

問１ 

(1)  

(2) ア →     →     →     → 

(3)  

問２ 

(1) 

ⅰ   エネルギー 

ⅱ   

ⅲ   

(2) 

ⅰ   

ⅱ  

ⅲ  
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問１ 

(1) ア，オ 

(2) (ア →) ウ → オ → イ → エ 

(3) 

例 

 えらが小さくなって，えらによる呼吸が困難になり，水中だけでは生き

られなくなってきたため 

問２ 

(1) 

ⅰ 例  光 エネルギー 

ⅱ Ｚ 

ⅲ コ，エ，イ 

(2) 

ⅰ ウ，エ 

ⅱ 
例 

植物が光合成によって吸収 

ⅲ 

例 

 バイオエタノールを加工したり利用したりする過程などで，化石

燃料の燃焼による二酸化炭素が発生するため 

 

問１ (1) 殻がない卵をうむのは魚類と両生類である。ハチュウ類と鳥類は殻のある卵をうむ。ホニュウ類はふつう

卵をうまず，子は母親の体の中で成長してからうまれてくる。 

(2) アの状態から細胞分裂によってウ，オ，イの順に細胞がふえていき，やがてエのように形やはたらきの違

うさまざまな細胞になっていく。 

(3) 両生類は，成長するとえらが小さくなっていき，おもに肺で呼吸するようになる。このため，えらがある

ときは水中で呼吸するので水そうの水を多く保つが，えらが小さくなったら水を減らし，陸上でも生活でき

るようにしている。 

問２ (1) ⅰ 生産者である植物は，光エネルギーを使って光合成を行い，無機物から有機物をつくり出している。 

ⅱ Ｘは生産者，Ｙは消費者，Ｚは分解者である。 

ⅲ モグラはＹの消費者なので，死ぬとその死がいの炭素はコの矢印によって移動し，Ｚの分解者に分解され，

炭素は気体の二酸化炭素としてエ，イの矢印で移動し，Ｘの生産者（植物）にとり入れられる。 

(2) ⅰ 地熱，風力のほかに再生可能なエネルギー資源としては水力，太陽光，太陽熱などがある。 

ⅱ 植物は，光合成によって大気中の二酸化炭素をとり入れる。このとき吸収する二酸化炭素の量と，燃料

（木材）が燃えるときに発生する二酸化炭素の量は，同じと考えられる。 

ⅲ バイオエタノールを加工する過程や，輸送をする過程で化石燃料を使う場面が多くなると，発生する二

酸化炭素の量は多くなってしまう。 
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【過去問 20】 

動物の生活と生物の変遷および生命の連続性に関する問１～問３に答えなさい。 

（静岡県 2018 年度） 

問１ 図３のように，水槽に水草とメダカを入れ，メダカを観察し

た。 

① 水の中にエサを入れると，メダカはエサを目で見つけて食

べた。メダカがエサを見つけるときの目のように，外界からの

刺激を受けとる体の部分は，一般に何とよばれるか。その名称

を書きなさい。 

図３ 

 

② メダカは，ヒトと同じセキツイ動物のなかまである。ヒトの反応には，「反射」と「意識して起こる反応」

があり，「反射」には，熱いものに手が触れたとき，熱いと意識する前に手を引っこめるという反応がある。

刺激を受けとってから反応するまでの，刺激が伝わる道すじにおいて，熱いものに手が触れたとき，熱いと

意識する前に手を引っこめるという「反射」の道すじは，「意識して起こる反応」の道すじとどのように違

うか。簡単に書きなさい。 

③ 水槽内の水草に注目して考えると，光のあたる昼間は，水中の酸素の量が増え続ける。それに対して，光

のあたらない夜間は，水中の酸素の量が減り続ける。光のあたらない夜間に，水中の酸素の量が水草によっ

て減り続ける理由を，光のあたる昼間との違いが分かるように，簡単に書きなさい。 

問２ 体色が黒色のメダカと黄色のメダカを用

いて，メダカの体色の遺伝について調べた。

表１は，メダカの体色の遺伝について調べる

ために行った実験の結果の一部を示したも

のである。表１において，親Ｘは黒色の体色

を，親Ｙは黄色の体色をもつ純系である。体

色を 

表１ 

 親  の代の形質 

の組み合わせ 

親Ｘ（ＡＡ） 親Ｙ（ａａ） 

黒色 黄色 

 子  の代での形 

質の現れ方 
すべて黒色 

 孫  の代での形 

質の現れ方 
黒色，黄色 

黒色にする遺伝子をＡ，黄色にする遺伝子をａと表したとき，親Ｘ，親Ｙのもつ遺伝子の組み合わせ

は，それぞれＡＡ，ａａで表される。メンデルが発見した遺伝の規則性をもとにして，①～③の問い

に答えなさい。 

① 表１の  子  には， 親  の一方の形質である黒色の体色だけが現れ，黄色の体色は現れなかった。このよう

に，純系の  親  どうしから生まれた  子  に現れる形質は， 子  に現れない形質に対して，一般に何とよばれ

るか。その名称を書きなさい。 

② 次の      の中の文が，多くの動物が新しい個体をふやしていく過程について適切に述べたものとな

るように，文中の（ ○あ ），（ ○い  ）のそれぞれに言葉を補いなさい。 

雌の
らん

卵
そう

巣と雄の精巣で減数分裂という細胞分裂が起こり，雌雄それぞれの（ ○あ  ）細胞がつくられ，

受精によって受精卵ができる。その後，（ ○い  ）分裂という細胞分裂をくり返し，受精卵から胚になる。

さらに，胚の細胞は，形やはたらきの違うさまざまな細胞になり，新しい個体になる。 
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③ 表１の 親  の代を１代目として，ある同じ代の雌雄１匹ずつのメダカを交配させたとき，黒色のメダカと

黄色のメダカが半数ずつ現れた。このことに関するａ，ｂの問いに答えなさい。 

ａ 黒色のメダカと黄色のメダカが半数ずつ現れたときの，両親の遺伝子の組み合わせとして最も適切な

ものを，次のア～エの中から１つ選び，記号で答えなさい。 

ア ＡＡとＡａ イ ＡＡとａａ ウ ＡａとＡａ エ Ａａとａａ 

ｂ 黒色のメダカと黄色のメダカが初めて半数ずつ現れた代は，何代目のときか。その代を答えなさい。た

だし，表１の  親  の代を１代目とする。 

問３ 地球上のすべての生物は，細胞の中に遺伝子をもっている。その遺伝子が子に伝えられ，親と同じ種類の

生物をつくる。しかし，地球上の生物は，長い年月を経て，異なる特徴を持つさまざまな種類の生物へと進

化した。遺伝子が子に伝えられているにもかかわらず，地球上の生物が，長い年月を経て，異なる特徴を持

つさまざまな種類の生物へと進化したのはなぜか。その理由を，遺伝子，形質という２つの言葉を用いて，

簡単に書きなさい。 

 

問１ 

①   

②  

③  

問２ 

①  

② 
○あ   

○い   

③ 
ａ   

ｂ   代目 

問３  
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問１ 

① 感覚器官 

② 脳を通らない。 

③ 光合成を行わず，呼吸をするから。 

問２ 

① 優性形質，又は優性 

② 
○あ 生殖 

○い 体細胞 

③ 
ａ エ 

ｂ ４ 代目 

問３ 遺伝子が変化し，子に伝えられる形質が変わることがあるから。 

 

問１ ① 外界からの刺激を受けとるのは，目，鼻，耳，皮ふなどで，これらを感覚器官という。 

② 熱いものに手が触れたときは，感覚器官で受けとった刺激の信号が感覚神経を通してせきずいに送られ，

脳に行く前にせきずいで命令が出され，運動神経を通して運動器官に送られる。 

③ 水草は常に呼吸を行い，酸素を吸収して二酸化炭素を出している。光があたっているときはそれに加えて

光合成を行い，二酸化炭素を吸収して酸素を出す。この酸素の量が呼吸によって吸収される酸素の量を上回

るため，昼間は水中の酸素の量が増え続けるが，夜間は光合成を行わず，呼吸だけを行うため，酸素の量が

減り続ける。 

問２ ① 純系の親どうしから生まれた子は両方の親の遺伝子をもっているが，形質としては優性のものだけが現れ，

劣性の形質は現れない。 

② 減数分裂によって生殖細胞がつくられ，その生殖細胞が受精して受精卵ができると，受精卵は体細胞分裂

をくり返して成長していく。 

③ ａ ア～エの遺伝子の組み合わせをもつ両親と，その両親から生まれる子の遺伝子の組み合わせと体色は，

次のようになる。 

ア…ＡＡとＡａからはＡＡ，ＡＡ，Ａａ，Ａａとなり，すべて黒色のメダカ。 

イ…ＡＡとａａからはすべてＡａとなり，すべて黒色のメダカ。 

ウ…ＡａとＡａからはＡＡ，Ａａ，Ａａ，ａａとなり，黒色のメダカと黄色のメダカは３：１。 

エ…ＡａとａａからはＡＡ，Ａａ，ａａ，ａａとなり，黒色のメダカと黄色のメダカは１：１。 

 ｂ 表１のそれぞれの代のメダカが持つ遺伝子は，１代目ではＡＡとａａ，２代目ではすべてＡａ，３代目

ではＡＡとＡａとａａになるので，この３代目のＡａとａａを交配させた場合，４代目で黒色のメダカと

黄色のメダカが半数ずつ現れる。 

問３ 長い年月をかけて生物が繁殖している間に遺伝子は変化することがあり，その変化した遺伝子が子に伝えら

れ，形質が変わっていくことで，異なる特徴を持つ生物へと進化していく。 
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【過去問 21】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（愛知県 2018 年度 A） 

問１ 回路における豆電球と発光ダイオードの光の明るさについて調べるため，次の〔実験〕を行った。ただし，

回路Ａ，Ｂ，Ｃでは同じ豆電球と電池を，回路Ｂ，Ｃでは同じ発光ダイオードを用いている。 

〔実験〕① 豆電球，発光ダイオード，電池を導線で接続して図の回路Ａから回路Ｃまでをつくり，豆電球と

発光ダイオードの光を観察した。 

② 次に，回路Ａから回路Ｃまでの電池の正負の向きを図とは逆にして，豆電球と発光ダイオードの光

を観察した。 

図  

〔実験〕の①では，全ての豆電球と発光ダイオードが点灯した。 

 〔実験〕の②では，回路Ａの豆電球が点灯した。このとき，回路Ｂと回路Ｃのそれぞれの豆電球の光の明る

さは，回路Ａの豆電球の明るさと比べるとどうなるか。豆電球が点灯したかどうかも含めて，40字以内で答え

なさい。 

 ただし，「回路Ａ」，「回路Ｂ」，「回路Ｃ」という語を全て用いること。 

（注意）句読点も１字に数えて，１字分のマスを使うこと。 

問２ カエルは有性生殖によって増える。次の図は，アマガエルの精子と卵，それらが合体してできた受精卵，

その受精卵が細胞分裂して２個の細胞となった直後の
はい

胚Ｘ，４個の細胞となった直後の胚Ｙを模式的に表し

たものである。図で示したアマガエルの細胞の染色体の数について説明した下の文章中の（ ① ）と

（ ② ）にあてはまる数の組み合わせとして最も適当なものを，あとのアからケまでの中から選んで，そ

のかな符号を書きなさい。 

図  

図のアマガエルの胚Ｘの細胞１個に含まれる染色体の数は 24 本であった。このとき，アマガエルの精子

に含まれる染色体の数は（ ① ）本，また，胚Ｙの細胞１個に含まれる染色体の数は（ ② ）本である。 

ア ① 12，② 12 イ ① 12，② 24 ウ ① 12，② 48 

エ ① 24，② 12 オ ① 24，② 24 カ ① 24，② 48 

キ ① 48，② 12 ク ① 48，② 24 ケ ① 48，② 48 
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問１ 

          

          

          

          

問２  

 

問１ 

回 路 Ｂ の 豆 電 球 は 点 灯 

せ ず ， 回 路 Ｃ の 豆 電 球 

は 回 路 Ａ と 同 じ 明 る さ 

で 点 灯 し た 。     

問２ イ 

 

問１ 発光ダイオードは電池を決まった向きにつないだときにだけ電流が流れ，点灯する。〔実験〕の①では全ての

豆電球と発光ダイオードが点灯したことから，電池の正負の向きを逆にした②では発光ダイオードには電流が

流れず，点灯しないと考えられる。回路Ｂは直列回路なので，発光ダイオードに電流が流れないと電球にも電

流が流れず点灯しない。回路Ｃは並列回路なので，発光ダイオードに電流が流れない場合，電球にのみ電流が

流れ，その明るさは電球だけを電池につないだ回路Ａと同じになる。 

問２ 生殖細胞である精子や卵に含まれる染色体の数は，体細胞の半分の 12本となる。胚は生殖細胞がむすびつい

て受精卵となり，成長したものなので，細胞１個に含まれる染色体の数は体細胞と同じ 24本である。 
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【過去問 22】 

被子植物であるソラマメの根の成長について調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕① 図１のように，ソラマメＸを水に浸したガーゼの上に数日

間置いたところ，根が１本出た。 

② 根が２㎝程度に伸びたところで，図２のように，根の先端か

ら４㎜間隔となるように，先端に近い方から順にａ，ｂ，ｃの

位置にペンで印をつけた。その後，再び水に浸したガーゼの上

に置いた。 

③ 数日後，根の先端からａ，ｂ，ｃまでの長さを測った。 

表１は，〔実験１〕の③の結果をまとめたものである。 

図１ 

 

表１ 図２ 

 先端からａまで 先端からｂまで 先端からｃまで  

 

 3.1cm 3.5cm 3.9cm  

 
   

 

〔実験２〕① 〔実験１〕の後，図３のように，根を根元から切り取り，約 60℃

にあたためたうすい塩酸に１分間入れた後，水で洗った。ただし，

図３には，〔実験１〕でつけた印ａ，ｂ，ｃは示していない。 

② 図４のように，①の根のⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの部分をそれぞれ切り

取り，別のスライドガラスにのせ，酢酸オルセイン液を１滴落と

した。 

③ 数分後，②のそれぞれにカバーガラスをかけ，その上にろ紙を

かぶせ，指で押しつぶして，プレパラートを作成した。 

図３ 図４ 

  

④ ③のそれぞれのプレパラートを，顕微鏡を同じ倍率にして観察し，視野の中に見えた細胞を数

えた後，いくつかの細胞をスケッチした。 

表２は，〔実験２〕の④で，視野の中に見えた細胞の数をまとめたものである。ただし，いずれのプレパラ

ートでも，視野全体にすき間なく根の細胞が観察された。 

表２ 

根の部分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

細胞の数 150 30 10 10 

〔実験２〕の④では，Ⅰの部分でのみ分裂中の細胞が観察された。図５は，Ⅰの部分で観察された細胞の一

部のスケッチである。 

図５  
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次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2018 年度 B） 

問１ 被子植物はめしべに花粉がつくと，やがて果実ができる。次の図６と図７は，それぞれある被子植物のめ

しべと果実の断面を模式的に表したものである。図１に示したソラマメＸにあたるものは，図６のどの部分

からできるか。また，図７でソラマメＸにあたるのはどの部分か。その組み合わせとして最も適当なものを，

アからカまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

図６  図７  

ア Ｊ，Ｍ イ Ｊ，Ｎ ウ Ｋ，Ｍ エ Ｋ，Ｎ オ Ｌ，Ｍ カ Ｌ，Ｎ 

問２ 〔実験２〕の操作について説明した文として誤っているものを，次のアからオまでの中から１つ選んで，

そのかな符号を書きなさい。 

ア ①で，細胞どうしをはなれやすくするために，あたためたうすい塩酸の中に根を入れる。 

イ ②で，核を染色するために，酢酸オルセイン液を１滴落とす。 

ウ ③で，観察する際に根の細胞が重ならないようにするため，指で押しつぶす。 

エ ④で，顕微鏡のピントを調節するときは，対物レンズがプレパラートから遠ざかる方向へ調節ねじを回す。 

オ ④で，顕微鏡の視野の左上にある細胞を視野の中央に移動させるときは，ステージ上でプレパラートを右

下の方向に動かす。 

問３ 図５のＡからＥまでを，細胞分裂が進む順に，１番目をＡとして全て並べたときに，３番目となるものは

どれか。ＢからＥまでの中から選んで書きなさい。 

問４ 次のⅰからⅵまでの文は，〔実験１〕と〔実験２〕の結果からわかることについて説明したものである。

このうち，正しい内容を説明している文の組み合わせとして最も適当なものを，アからクまでの中から選ん

で，そのかな符号を書きなさい。 

ⅰ：〔実験１〕から，根は先端に近い部分が伸びることがわかる。 

ⅱ：〔実験１〕から，根の全体が均等に伸びることがわかる。 

ⅲ：〔実験２〕から，根の先端近くの細胞は，根元近くの細胞よりも小さいことがわかる。 

ⅳ：〔実験２〕から，根の先端近くの細胞は，根元近くの細胞よりも大きいことがわかる。 

ⅴ：〔実験１〕と〔実験２〕から，根は，その全体の細胞が分裂によって増え続け，分裂後の細胞が大き

くなることによって伸びることがわかる。 

ⅵ：〔実験１〕と〔実験２〕から，根は，先端近くの細胞が分裂によって増え，分裂後の細胞が大きくな

ることによって伸びることがわかる。 

ア ⅰ，ⅲ，ⅴ イ ⅰ，ⅲ，ⅵ ウ ⅰ，ⅳ，ⅴ エ ⅰ，ⅳ，ⅵ 

オ ⅱ，ⅲ，ⅴ カ ⅱ，ⅲ，ⅵ キ ⅱ，ⅳ，ⅴ ク ⅱ，ⅳ，ⅵ 
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問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ウ 

問２ オ 

問３ Ｃ 

問４ イ 

 

問１ ソラマメＸは種子である。被子植物は胚珠が子房に包まれていて，めしべの柱頭に花粉がつくと，胚珠と子

房は成長し，胚珠が種子に，子房が果実になる。図６で，Ｌは子房，その中にあるＫは胚珠である。また，Ｊ

は卵細胞である。図７で，Ｎは果実，その中にあるＭは種子である。 

問２ 根の細胞を顕微鏡で観察するときは，あたためた塩酸の中に根を入れる→染色液を落とす→指で押しつぶす，

などの操作を行い，細胞のようすを見やすくする。 

 顕微鏡では上下左右が逆に見えるので，視野の左上にあるものを中央に移動させるときは，プレパラート

を左上の方向に動かす。 

問３ 細胞分裂の順は，Ａ→Ｄ（染色体が見えるようになる）→Ｃ（染色体が中央に並ぶ）→Ｅ（染色体が両端に移

動する）→Ｂ（中央に仕切りができる）である。 

問４ ⅰ，ⅱ…表１より，先端からａまでは 3.1cm，ａからｂまでは 3.5－3.1＝0.4〔cm〕，ｂからｃまでは 3.9－

3.5＝0.4〔cm〕で，先端に近い部分でよく伸びている。 

ⅲ，ⅳ…〔実験２〕の④の顕微鏡の倍率は同じで，細胞は視野全体にすき間なく観察されたことから，見えた

細胞の数が多い部分ほど，細胞は小さいと考えられる。 

ⅴ，ⅵ…ソラマメの根は，先端近くで細胞分裂が盛んに行われ，分裂によって増えた細胞が大きくなることで

伸びる。 
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【過去問 23】 

太郎さんと花子さんは，植物の葉のはたらきについて調べるために，実験を行いました。後の問１から問５ま

での各問いに答えなさい。 

（滋賀県 2018 年度） 

  

【太郎さんの実験】 

＜方法＞ 

① 図１のように，オランダイチゴの葉の一部をアルミニウムはくでおおい，数日間，日光がよく当た

る場所に置く。 

② 図２のように，数日後，葉の一部をアルミニウムはくでおおっていた葉をとり，ａ熱湯であたため

た液体Ｘにつけて脱色する。 

③ 水で洗い，ヨウ素液につけ，色の変化を調べる。 

図１ 図２ 図３ 
   

＜結果＞ 

アルミニウムはくでおおった部分は色の変化はなかったが，アルミニウムはくでおおっていない部分

は青紫色に変化した。図３は，実験の結果を示したものである。 

問１ オランダイチゴは，種子によってなかまをふやす以外に，図４のように，茎の一部がのびて地面についた

ところから芽や根が出た後，独立して新しい個体ができます。このような親の体の一部からできる新しい

個体について，正しく説明しているのはどれですか。アからエまでの中から１つ選びなさい。 

ア 親から染色体を半分ずつ受けつぎ，形質は親と同じになる。 

イ 親から染色体を半分ずつ受けつぎ，形質は親と異なる。 

ウ 親から染色体をそのまま受けつぎ，形質は親と同じになる。 

エ 親から染色体をそのまま受けつぎ，形質は親と異なる。 

図４ 

 

問２ 太郎さんの実験の下線部ａで，葉を脱色するために使う液体Ｘの名称を書きなさい。 
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問３ 太郎さんの実験の結果から，植物の光合成には光が必要であると考えられます。そのように考えられる理

由を書きなさい。 

【花子さんの実験】 

＜方法＞ 

① 三角フラスコＡ，Ｂ，Ｃを用意し，

三角フラスコＢ，Ｃの中にオランダ

イチゴの葉を同量ずつ入れ，三角フ

ラスコＣは外側をアルミニウムは

くでおおう。 

図５ 図６ 

  

② 図５のように，うすい水酸化ナトリウム水溶液に，フェノールフタレイン溶液を加え赤色の水溶液を

つくり，ろ紙を入れ十分にしみこませる。 

③ 図６のように，②で準備したろ紙を，すべての三角フラスコの上にのせて，明るい室内にしばらく置

き，ろ紙の色の変化を調べる。 

＜結果＞ 

表は，実験の結果をまとめたもので，図７は三角フラスコＣのろ紙の色の変化のようすを示したもので

ある。 

表 

 

図７ 

 

問４ 花子さんの実験で，三角フラスコＡはどのようなことを確かめるために設定しましたか。書きなさい。 

【話し合い】 

太郎さん：花子さんの実験で，ｂ三角フラスコＣのろ紙の色は変化したけれど，三角フラスコＢのろ紙の色

は変化しなかったのは，なぜだろう。 

花子さん：私たちが行った２つの実験の結果をもとに，考えてみよう。 
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問５ 話し合いの下線部ｂについて，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 三角フラスコＣのろ紙の色が変化したのはなぜですか。その理由を，アからエまでの中から１つ選びなさ

い。 

ア 二酸化炭素が，ろ紙にしみこませた水溶液にとけて反応し，水溶液が酸性でなくなったから。 

イ 二酸化炭素が，ろ紙にしみこませた水溶液にとけて反応し，水溶液がアルカリ性でなくなったから。 

ウ 酸素が，ろ紙にしみこませた水溶液にとけて反応し，水溶液が酸性でなくなったから。 

エ 酸素が，ろ紙にしみこませた水溶液にとけて反応し，水溶液がアルカリ性でなくなったから。 

(2) 三角フラスコＢのろ紙の色が変化しなかった理由を，太郎さんの実験と花子さんの実験の結果から考え

て「呼吸」という語を使って書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 

(1)  

(2)  

 

問１ ウ 

問２ エタノール 

問３ 
光が当たった部分にはデンプンができたが，光が当たらなかった部分には

デンプンができなかったから。 

問４ 
オランダイチゴの葉のはたらきによって，ろ紙の色が変化するかどうかを

確かめるため。 

問５ 

(1) イ 

(2) 
三角フラスコＢの葉は光合成も呼吸も行っており，呼吸によって出さ

れた二酸化炭素が，光合成で使われ減少したから。 
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問１ 種子によってなかまをふやすふえ方は，受精を行う有性生殖で，親の染色体を半分ずつ受けつぐ。親の体の

一部から新しい個体をつくる無性生殖(栄養生殖という)は受精を行わず，親から染色体をそのまま受けつぐの

で，形質は親と同じになる。 

問２ ヨウ素液の反応を見やすくするため，葉の緑色をエタノールで脱色する。エタノールは引火しやすいので，

直接加熱しない。 

問３ 光合成では，葉に光が当たるとデンプンなどの養分と酸素がつくられる。デンプンはヨウ素液と反応して青

紫色になる。図３でアルミニウムはくでおおわずに光が当たったところが青紫色に変化し，アルミニウムはく

でおおって光を当てなかったところは色の変化がなかったので，光合成には光が必要であることがわかる。 

問４ オランダイチゴの葉を入れていない三角フラスコＡで色の変化がなかったことから，結果の違いが葉のはた

らきによるものであることが明らかにできる。 

問５ (1) ろ紙の赤色は，うすい水酸化ナトリウム水溶液（アルカリ性）にフェノールフタレイン溶液を加えた状態

の色であるので，アルカリ性ではなくなると，この赤色は消え，無色へと変化する。三角フラスコＣでは外側

をアルミニウムはくでおおったため，葉に光が当たらないので光合成が行われず，呼吸だけが行われる。呼吸

では酸素が使われて二酸化炭素が出される。二酸化炭素は水にとけると酸性を示すので，ろ紙にしみこんだう

すい水酸化ナトリウム水溶液のアルカリ性を打ち消して，三角フラスコＣの口に置いた部分のろ紙は本来の白

色を示すようになった。 

(2) 三角フラスコＢの葉は，光合成と呼吸の両方を行っている。光合成と呼吸は気体の出入りは逆で，呼吸によ

って放出された二酸化炭素が光合成に使われるため，三角フラスコＢのろ紙は変化しなかった。 
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【過去問 24】 

Ｇさんは，被子植物であるホウセンカに興味をもち，観察１～３を行った。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2018 年度） 

【観察１】ホウセンカを赤いインクで着色した水

にさしておいた。赤色の水を吸収させたホ

ウセンカの茎を輪切りにした横断面と，ⓐ

その茎の中心を通り横断面に垂直な面で

茎を縦に切った縦断面とをそれぞれ観察

したところ，いずれにも赤く染まった部分

があった。 

 図Ⅰは，赤色の水を吸収させたホウセ 

図Ⅰ 図Ⅱ 
  

ンカの茎を輪切りにし，赤く染まった部分が輪のようになった横断面をスケッチしたものである。図Ⅱは，

顕微鏡を用いて図Ⅰのスケッチにおける  付近にあたる茎の横断面を 60 倍の倍率で観察したときの

写真であり，Ｐで示した部分の周辺が赤く染まっているようすが観察できた。 

問１ 次のア～エのうち，下線部ⓐの縦断面において赤く染まった部分のようすを表した模式図として最も適

しているものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア イ ウ エ 
    

問２ 次の文は，観察１から考察できる内容について述べたものである。文中の  (ⅰ)  ， (ⅱ)  に入れるの

に適している語をそれぞれ書きなさい。また，文中の(ⅲ)〔    〕，(ⅳ)〔    〕から適切なものを

それぞれ一つずつ選び，記号を○で囲みなさい。 

図Ⅱ中のＰで示した部分の周辺が赤く染まって観察されたのは，Ｐを通った赤色の水がその周辺を染め

たからである。Ｐは根から吸収した水が通る管であり， (ⅰ)  と呼ばれている。Ｐのような根から吸収し

た水が通る管や葉で作られた養分が通る管が集まった部分は  (ⅱ)  と呼ばれている。ホウセンカは  (ⅱ)  

が輪のように並んでいることから，被子植物のうちの(ⅲ)〔ア 双子葉類  イ 単子葉類〕に分類される植

物であり，地中に(ⅳ)〔ウ ひげ根  エ 主根と側根〕を伸ばすことが分かる。 
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【観察２】図Ⅲは，ホウセンカの花の写真である。Ｇさんが複数のホウセンカの花を観察したところ，いずれの

花の中心部にも柱状の突起があり，突起の形は，図Ⅳ，図Ⅴの写真で示したＳまたはＴのうちのいずれか

の形をしていた。突起の形に注目して，花のようすを継続して観察し，記録した。 

図Ⅲ 図Ⅳ 図Ⅴ 

   

【Ｇさんの観察２の記録】 

記録１：１本のホウセンカには複数の花が咲き，いずれの茎にも，Ｓのような先端がとがった形をした

突起をもつ花と，Ｔのような先端がふくらんだ形をした突起をもつ花の両方が咲いていた。 

記録２：開花直後の花の突起は，いずれもＴのような形をしており，突起の先端のふくらんだ部分をル

ーペで観察すると，花粉がたくさん入った袋状のつくりをしていた。 

記録３：開花直後のＴのような形をした突起を縦に切り，その断面をルーペで観察すると，突起の内部

に直径 0.5㎜ほどのⓑ緑色の粒が並んでいるのが観察できた。 

記録４：Ｔのような形をしていた突起は，いずれも開花してから７日ほどたつと，突起の先端のふくら

んだ部分を含む表面部分がとれてなくなっており，Ｓのような形をした突起に変わっていた。 

記録５：Ｓのような形をした突起は，花弁が散った後も，２㎝ほどの長さになるまで成長し，指で触れる

と，はじけて中から直径３㎜ほどの茶色の種子が飛び出した。飛び出した種子は，複数の花の突

起の断面を観察することで，緑色の粒が成長したものであることが分かった。 

問３ 上の文中の下線部ⓑは，種子となる前は何と呼ばれているか，書きなさい。 

問４ Ｇさんの観察２の記録から分かることについて，次の問いに答えなさい。 

① Ｓのような形をした突起がめしべであることは，Ｇさんの観察２の記録のどれから分かるか。次のア～ウ

のうち，最も適しているものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア 記録１ イ 記録４ ウ 記録５ 

② Ｔのような形をした突起にはおしべがあることは，Ｇさんの観察２の記録のどれから分かるか。次のア～

エのうち，最も適しているものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア 記録１ イ 記録２ ウ 記録３ エ 記録４ 

③ 次のア～エのうち，ホウセンカの花の特徴として最も適しているものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア 開花直後はおしべだけをもち，やがてめしべがおしべの中につくられる。 

イ 開花直後はおしべだけをもち，やがてめしべがつくられておしべをおおう。 

ウ 開花直後はおしべがめしべをおおっており，やがておしべがはがれる。 

エ 開花直後はおしべがめしべにおおわれており，やがてめしべがはじけて中からおしべが現れる。 
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【観察３】ホウセンカの花粉を水につけて，花粉の変化するようすを顕微鏡で観察

した。図Ⅵは，ホウセンカの花粉を水につけてから 10 分後のようすを，600

倍の倍率で観察したときの写真である。 

問５ 次の文は，図Ⅵ中のＷで示した部分について述べたものである。文中の  

 (ⅰ)  ， (ⅱ)  に入れるのに適している語をそれぞれ書きなさい。 

 水につけた花粉を顕微鏡で観察していると，図Ⅵ中のＷで示した部分が花粉

から次第に伸びていくようすが確認できた。花粉から伸びてきたＷで示した部

分は  (ⅰ)  と呼ばれている。生殖細胞のうち  (ⅱ) は  (ⅰ)  の中を移動

して卵細胞まで達し， (ⅱ)  の核と卵細胞の核が合体する。 

図Ⅵ 

 

問６ ホウセンカは，種子から育てるほかにさし木でもふやすことができる。一般に，さし木などの栄養生殖で

ふやした子は親と同じ形質を示すが，有性生殖でできた種子から成長した子は，親と同じ形質を示すとは限

らない。その理由を述べた次の文の     に入れるのに適している内容を書きなさい。 

 有性生殖でふやした子はその親と比べて，染色体にある     ため，親と異なる形質を示すことがある。 

 

問１ ア   イ   ウ   エ 

問２ 

(ⅰ)  

(ⅱ)  

(ⅲ) ア   イ (ⅳ) ウ   エ 

問３  

問４ 

① ア   イ   ウ 

② ア   イ   ウ   エ 

③ ア   イ   ウ   エ 

問５ 
(ⅰ)  

(ⅱ)  

問６  
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問１ ○ア    イ   ウ   エ 

問２ 

(ⅰ) 道管 

(ⅱ) 維管束 

(ⅲ) ○ア    イ (ⅳ) ウ   ○エ  

問３ 胚珠 

問４ 

① ア   イ   ○ウ  

② ア   ○イ    ウ   エ 

③ ア   イ   ○ウ    エ 

問５ 
(ⅰ) 花粉管 

(ⅱ) 精細胞 

問６ 遺伝子の組み合わせが異なる 

 

問１ 赤色の水を吸収したホウセンカの茎の横断面は，図Ⅰのような状態になっているので，中心を通る縦断面で

は，アのように表皮に近い部分に縦の赤い線が現れる。 

問２ 根から吸収した水や肥料分が通る管を，道管という。道管と，葉で作られた養分が通る管（師管）が集まっ

た部分を，維管束という。被子植物のうちの双子葉類では，茎の横断面で維管束が輪のように並び，根は主根

と側根からできている。なお，被子植物のうちの単子葉類では，茎の横断面で維管束が散らばっており，根は

ひげ根である。 

問３ 被子植物では，受粉が起こるとやがて胚珠が種子になり，子房が果実になる。 

問４ ① 記録５に，Ｓのような形をした突起が成長し，中から種子が飛び出したことが書かれている。 

② 記録２に，Ｔのような形をした突起の先端のふくらんだ部分に，花粉がたくさん入っていたことが書かれ

ている。 

③ Ｇさんの観察２の記録から，開花直後の花の突起はＴのような形で先端におしべがあること，開花して７

日ほどたつとおしべの部分がとれてＳのような形になること，Ｓのような形をした突起はめしべであるこ

と，の３点がわかる。よって，開花直後はおしべがめしべをおおっており，やがておしべがはがれることが

わかる。 

問５ 花粉から伸びてきたＷで示した部分は，花粉管である。花粉管の中を移動して卵細胞まで達し，卵細胞の核

と合体する（受精する）のは，精細胞である。 

問６ 有性生殖では，減数分裂によってできた二つの生殖細胞が受精するので，両親から遺伝子を半分ずつ受け継

ぐ。よって，細胞の染色体にある遺伝子の組み合わせは，親とは異なっており，親と異なる形質を示すことが

ある。 
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【過去問 25】 

美和さんたちは，「私たちの生活と科学技術」というテーマで課題研究に取り組んだ。次の問１～問３に答え

なさい。 

（和歌山県 2018 年度） 

問１ 次の文は，美和さんが太陽観測に関する科学技術について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(3)に答

えなさい。 

図１は，太陽観測衛星「ひので」が撮影した太陽の画像

の一部です。図１のように，太陽の表面に見られる黒い斑

点を  Ｘ  といいます。図２は，地上の「太陽フレア望

遠鏡」が数日間撮影した太陽の画像を合成して，図１の①

斑点の位置が変化するようすを示したものです。この画

像から，②中央部で円形に見えていた斑点（24日の画像）

が，周辺部では，だ円形に見える（28 日の画像）ことが

確認できます。 

図２ 「太陽フレア望遠鏡」が 2014年 10月 18日か

ら 28 日に撮影した太陽の画像を合成したも

の 

 

図１ 「ひので」が 2014年 10月 24日 

に撮影した太陽の画像の一部 

 

(1) 文中の  Ｘ  にあてはまる適切な語を書きなさい。 

(2) 文中の下線①，②の理由として最も適切なものを，次のア～オの中から１つずつ選んで，その記号を書き

なさい。 

ア 太陽が球形である。 イ 太陽が気体（ガス）のかたまりである。 

ウ 太陽が自転している。 エ 太陽の直径が地球の直径の約 109倍である。 

オ 太陽の表面温度が場所によって異なる。 

(3) 太陽は恒星とよばれる天体の１つであり，惑星や衛星とは異なる特徴がある。恒星の特徴を簡潔に書きな

さい。 
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問２ 次の文は，和夫さんが植物（野菜）工場について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(4)に答えなさい。 

植物工場では，一般的に土を用いずに肥料分（養分）を水に溶かした溶液で栽培する養液栽培が行われて

います。そのため，栽培するための場所を選ばずに，都会のビルの中のような室内でも野菜を栽培すること

ができるという利点があります。また，室内の光や温度などを調節することで， 

      Ｙ       という利点もあります。 

 肥料分の中で欠かせない成分は①窒素，リン，②カリウムです。植物に吸収されたこれらの肥料分は，③

茎や葉，根などをつくるのに使われ，植物の成長を助けます。 

(1) 文中の  Ｙ  にあてはまる植物工場の利点を簡潔に書きなさい。 

(2) 文中の下線①の原子をふくむ物質を，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。また，そ

の化学式を書きなさい。 

ア アンモニア イ 塩化ナトリウム ウ 酸化マグネシウム エ 硫酸 

(3) 文中の下線②は，水溶液中ではイオンとして存在している。カリウムイオンをイオン式で書きなさい。ま

た，カリウムイオンのでき方を説明した文として最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その

記号を書きなさい。 

ア カリウム原子が電子を受けとり，＋（プラス）の電気を帯びる。 

イ カリウム原子が電子を受けとり，－（マイナス）の電気を帯びる。 

ウ カリウム原子が電子を失って，＋（プラス）の電気を帯びる。 

エ カリウム原子が電子を失って，－（マイナス）の電気を帯びる。 

(4) 文中の下線③のように，いくつかの種類の組織が集まって１つのまとまった形をもち，特定のはたらきを

する部分を何というか，書きなさい。 

問３ 次の文は，美紀さんが電磁調理器（ＩＨ調理器）について調べ，まとめた内容の一部である。(1)～(3)に答

えなさい。 

最近は，ガスコンロ以外に電磁調理器もよく使われてい

ます。図３のように，電磁調理器の内部にはコイルがありま

す。このコイルに交流が流れると，コイルのまわりの磁界が

変化します。すると，金属製の鍋の底に誘導電流が流れ，そ

の抵抗によって鍋が発熱します。私が調べた電磁調理器に

は，「100Ｖ－1200Ｗ」と表示されていました。これは，100

Ｖの電圧で使用すると，1200Ｗの電力を消費することを示

しています。 

図３ 電磁調理器 
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(1) 図４は，図３の電磁調理器の断面を模式的に表した

ものである。ある瞬間のコイルのまわりにできる磁界

の向きを磁力線で表した図として最も適切なものを，

次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさ

い。ただし，図中の  は紙面の裏から表に向かって，

 は紙面の表から裏に向かって電流が流れていること

を示している。 

図４ 電磁調理器の断面図 

 

ア  イ  ウ  エ  

(2) 図５は，２つの発光ダイオードＡ，Ｂの向きを逆にして並列に

つないだ装置である。この装置に文中の下線の電流を流し，暗い

部屋の中ですばやく左右に動かした。このときの発光ダイオード

の点灯のようすを表した図として最も適切なものを，次のア～カ

の中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

図５ 発光ダイオードの向きを逆にし 

て並列につないだ装置 

 

 ア イ ウ 

 

   

 エ オ カ 

 

   

(3) 「100Ｖ－1200Ｗ」と表示されている電磁調理器を 100Ｖの電圧で 20分間使用したとき，消費する電力量

は何Ｗｈか，書きなさい。 

 

問１ 

(1)  

(2) ①  ②  

(3)  

問２ 

(1)  

(2) 記号  化学式  

(3) イオン

式 

 記号  

(4)  

問３ 

(1)  

(2)  

(3)   Wh 
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問１ 

(1) 黒点 

(2) ① ウ ② ア 

(3) 自ら光を出している。 

問２ 

(1) １年中栽培することができる 

(2) 記号 ア 化学式 ＮＨ３ 

(3) イオン

式 

Ｋ＋ 記号 ウ 

(4) 器官 

問３ 

(1) ア 

(2) カ 

(3) 400 Wh 

 

問１ (1) 太陽の表面に見られる黒い斑点を黒点といい，まわりより温度が低い。 

(2) ① 黒点の位置が日によって変わって見えるのは，太陽が自転しているからである。 

② 見える黒点の形が，中央部で円形，周辺部でだ円形に変わるのは，太陽が球形をしているからである。 

(3) 太陽などのように，自ら光や熱を出す天体を恒星という。地球などの惑星，月などの衛星は自ら光を出さ

ず，太陽の光を反射して光って見える。 

問２ (1) 種子の発芽には水，空気，適する温度が必要で，植物の成長にはさらに光，肥料が関係している。養液栽

培では，人工的に条件を整えることで，1年中野菜を栽培することができる。 

(2) 各物質の化学式は，窒素Ｎ２，アンモニアＮＨ３，塩化ナトリウムＮａＣｌ，酸化マグネシウムＭｇＯ，硫酸Ｈ２ＳＯ

４である。窒素原子を表す記号Ｎをふくむのは，アンモニアである。 

(3) カリウム原子には電子を失いやすい性質があり，電子を１個失うと，＋の電気を帯びた陽イオンになる。

カリウム原子の記号はＫで，カリウムイオンのイオン式はＫ＋である。 

(4) 多細胞生物では，細胞が集まり組織，組織が集まり器官，器官が集まり個体ができる。たとえば，表皮細

胞が集まって表皮組織，葉肉細胞が集まって葉肉組織ができ，表皮組織，葉肉組織などが集まって葉ができ

る。葉や茎，根は器官であり，これらが集まって植物のからだ（個体）ができる。 

問３ (1) 右ねじの進む向きと電流の向きを合わせたとき，右ねじの回る向きが磁界の向きとなる。磁力線では，矢

印の向きで磁界の向きを表す。図の右と左では，磁界の向きは逆になる。 

(2) 交流とは，向きや大きさが周期的に変わる電流である。発光ダイオードは，一方から電流が流れたときだ

け点灯するので，発光ダイオードＡ，Ｂはどちらも点滅し，Ａが点灯しているときＢは消灯し，Ｂが点灯し

ているときＡは消灯する。 

(3) 電力量〔Wh〕＝電力〔Ｗ〕×時間〔ｈ〕である。20分は
20

 60 
 ＝

１

 ３ 
〔ｈ〕なので，1200〔Ｗ〕×

１

 ３ 
〔ｈ〕＝400〔Wh〕

である。 
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【過去問 26】 

細胞と生物の成長について，次の問１，問２に答えなさい。 

（和歌山県 2018 年度） 

問１ 細胞のつくりと大きさについて，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 植物の細胞には特徴的なつくりがいくつかある。細胞を保護し，植物のからだの形を保つために役立って

いるつくりを何というか，書きなさい。 

(2) 細胞の大きさは，生物の種類やからだの部分によって異なる。次のア～エのうち，最も大きな細胞を１つ

選んで，その記号を書きなさい。 

ア ゾウリムシ イ ヒキガエルの
らん

卵 ウ ヒトの赤血球 エ ミドリムシ 

問２ 生物の成長と細胞の変化について調べるために，タマネギを用いて次の実験を行った。(1)～(5)に答えな

さい。 

実験 

(ⅰ) タマネギの根が生える部分を数 mm削りとり，図１

のように，切り口が水に接するようにビーカーの上

に置いた。数日後，根が１cmほど伸びた。この根に

油性ペンで等間隔に●印を付け，根の上部からａ，

ｂ，ｃ，ｄとした。 

(ⅱ) 根を再び水につけて，根の成長のようすを２日間

観察した。 

図１ タマネギの根の成長のようす 
（１日後，２日後の●印は省略している。） 

 

(ⅲ) ２日後の根を根元で切りとり，うすい塩酸の入った試験管に入れた。この試験管を約 60℃の湯の

入ったビーカーに入れ，１分間温めた。 

(ⅳ) (ⅲ)の試験管から根をピンセットでとり出して水で洗い，ａ～ｄの各●印の部分を切りとった。

それらを別々のスライドガラスにのせ，えつき針でよくほぐした後，染色液を１滴ずつたらした。 

(ⅴ) 数分後，それぞれのスライドガラスにカバーガラスをかけ，その上をろ紙でおおい，親指で根を

押しつぶした。 

(ⅵ) (ⅴ)でつくった４枚のプレパラートを顕微鏡を用いて 400倍で観察した。 

(1) (ⅲ)は,細胞を観察しやすくするための操作である｡この操作での塩酸のはたらきを簡潔に書きなさい｡ 

(2) (ⅳ)で用いた染色液として適切なものを１つ書きなさい。 
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(3) 根の成長のしくみについて，次の①，②に答えなさい。 

① (ⅱ)で観察された２日後の根の●印の位置を表した図として最も適切なものを，次のア～エの中から１

つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

② (ⅵ)で観察されたａ～ｄの部分の細胞の大きさを模式的に表した図として最も適切なものを，次のア～

カの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，図中の○印は核を表している。 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

(4) (ⅵ)のあるプレパラートで，体細胞分裂が行われている細

胞を観察することができた。図２は，そのとき観察した細胞

をスケッチしたものである。図２のＡ～Ｆの細胞を，細胞分

裂の順に並べて，その記号を書きなさい。ただし，Ａをはじ

まりとする。 

 

図２ 細胞のスケッチ 
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(5) 図３は，染色体の数が４本の生物の体細胞分裂における染色体

の受けつがれ方を模式的に表そうとしたものである。 Ｘ  ， 

 Ｙ  にあてはまる図として最も適切なものを，次のア～カの中か

らそれぞれ１つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，同じ記号を

２回使ってもよい。 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

図３ 体細胞分裂における 

染色体の受けつがれ方 

 

 

問１ 
(1)  

(2)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3) ①  ②  

(4) Ａ →  →   →   →   → 

(5) Ｘ  Ｙ  

 

問１ 
(1) 細胞壁 

(2) イ 

問２ 

(1) 細胞を１つ１つ離れやすくする。 

(2) 酢酸オルセイン溶液 

(3) ① イ ② カ 

(4) Ａ → Ｂ → Ｄ → Ｅ → Ｆ → Ｃ 

(5) Ｘ オ Ｙ オ 

 

問１ (1) 植物の細胞には核，細胞膜，細胞壁，葉緑体，液胞などのつくりがある。このうち，細胞を保護し，植物

のからだの形を保つために役立っているつくりは細胞壁である。 

(2) ゾウリムシやミドリムシは単細胞生物であり，大きさはそれぞれ約 0.27mm，約 0.14mm である。ヒキガエ

ルの卵の大きさは約２mm，ヒトの赤血球の大きさは約 0.006mmである。 

問２ (1) 根をうすい塩酸に入れ，温めることで，細胞 1つ 1つが離れやすくなり，観察がしやすくなる。 

(2) 細胞の観察をするときは，酢酸オルセイン溶液（酢酸カーミン溶液，酢酸ダーリア溶液）で核を染色する

と，観察がしやすい。 

(3) ① タマネギの根は，どの部分も同じに伸びるのではなく，先端近くが最もよく伸びる。したがって，ｃ－
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ｄ間の間隔が大きくなっているイが正解である。 

② タマネギの根は，先端近くで体細胞分裂がさかんである。２つに分かれた細胞は，もとの細胞より小

さい。その細胞がしだいに大きくなり，もとの細胞と同じ大きさになっていく。したがって，ｄの部分

の細胞が最も小さくて，ｃ→ｂ→ａとしだいに大きくなっているカが正解である。 

(4) 植物の細胞の体細胞分裂は，Ａ→Ｂ（染色体が見えるようになる）→Ｄ（染色体が中央に並ぶ）→Ｅ（染

色体が両端に移動する）→Ｆ（中央にしきりができる）→Ｃ（２つの別の細胞となる）の順である。 

(5) 体細胞分裂がはじまると，まず，染色体は複製されて同じ染色体が２本ずつできる。分裂によって，２本

ずつできた同じ染色体が１本ずつに分かれて，それぞれの細胞に受けつがれる。したがって，Ｘ，Ｙの細胞

の染色体の数や組み合わせは，分裂前の細胞と同じになる。 
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【過去問 27】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（島根県 2018 年度） 

問１ 次の１～４に答えなさい。 

１ 受精卵が胚になり，個体としてのからだのつくりが完成していく過程を何というか，その名称を答えなさ

い。 

２ 図１のように，てんびんにスチールウール（鉄）をつるしてつり合わせた後，右側のスチールウールに火

をつけると，火をつけた方が下に傾いた。 

図１  

この現象の理由を説明した次の文中の     にあてはまる適当な物質は何か，その名称を答えなさい。 

鉄が     と結びつき，その分だけ質量がふえたためである。 

３ 図２のようにコイルに検流計をつなぎ，棒

磁石のＮ極を真上からコイルの中心に近づけ

ると検流計の針が右に振れた。 

 同じ装置で行った次の動作のうち，検流計

の針が図２と同様に右に振れるものはどれ

か，最も適当なものを，次のア～オから一つ

選び，記号で答えなさい。 

図２ 

 

 ア イ ウ エ オ 

 

  
 

  

４ 島根県の県庁所在地である松江市（北緯 35°）と北海道の道庁所在地である札幌市（北緯 43°）の昼の

長さについて説明した文として，最も適当なものはどれか，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 松江市の昼の長さは，一年中，札幌市より長い。 

イ 松江市の昼の長さは，夏至の頃は札幌市より短いが，冬至の頃は長い。 

ウ 松江市の昼の長さは，夏至の頃は札幌市より長いが，冬至の頃は短い。 

エ 松江市と札幌市の昼の長さは，同じ日であれば，同じ長さである。 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2018 年度 

77 

問２ コウモリの発する音には，ヒトの耳には聞こえない振

動数の多い音（超音波）が含まれている。コウモリの発し

た音をヒトに聞こえるようにする方法のひとつとして，

発した音を録音し，ゆっくりと再生する方法がある。これ

について，次の１，２に答えなさい。 

１ 図３はヒトの耳の断面図である。音の振動が伝えられる

Ａの円内の部分の名称は何か，最も適当なものを，次のア

～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

図３ 

 

ア 鼓膜 イ 耳小骨 ウ うずまき管 エ 感覚神経 

２ コウモリの発した音を録音し，コンピュータにとりこんだ。図４は，通常の速度で再生したときに表示さ

れたコンピュータの画面の模式図で，図５は，ゆっくりと再生したときの画面の模式図である。コウモリの

発した音が，ゆっくりと再生するとヒトに聞こえる音になるのはなぜか，図４，図５から読み取れることに

ふれながら，理由を答えなさい。 

 ただし，図４，図５の上下方向は振動のはばを，左右方向は時間の経過を表している。また，この二つの

図の上端から下端の振動のはばと，左端から右端の経過時間は，それぞれ等しいものとする。 

図４ 通常の速度で再生（ヒトには聞こえない） 図５ ゆっくりと再生（ヒトに聞こえる） 

  

問３ 図６は，９月 12 日 15 時の雲のようすである。これに

ついて，次の１，２に答えなさい。なお，表は，気温と飽

和水蒸気量の関係を表したものである。 

１ 雲は，水蒸気が水滴や氷の結晶に変わることによって

できる。このように，気体が液体や固体に変化することを

何というか，その名称を答えなさい。 

２ このとき，地表の気温は 25℃，湿度は 85％であった。

地表の空気が上昇して雲ができはじめるとき，上昇した

空気はおよそ何℃になっているか，最も適当な温度を，表

中の気温で答えなさい。 

図６ 

 

表 

気温〔℃〕 19 20 21 22 23 24 25 26 

飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕 16.3 17.3 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 
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問１ 

１  

２  

３  

４  

問２ 

１  

２  

問３ 
１  

２   ℃ 

 

問１ 

１ 発生 

２ 酸素 

３ オ 

４ イ 

問２ 

１ ウ 

２ 
ゆっくりと再生することで振動数が少なくなることが読み取れるので，

音が低くなるから。 

問３ 
１ 状態変化 

２ 22 ℃ 

 

問１ １ 受精卵は体細胞分裂をくり返して細胞の数をふやし，だんだんからだのつくりが完成していく。この過程

を発生という。 

２ 鉄が空気中の酸素と化合して酸化鉄になる変化である。化合した酸素の分だけ質量はふえる。 

３ 誘導電流は，磁石の極はそのままで，近づけたときと遠ざけたときでは逆向きになる。また，磁石の極を

入れかえると逆向きになる。アとエでは，コイル内の磁界が変化しないので検流計の針は振れない。 

４ 地球は，太陽のまわりを公転面に垂直な面に対して地軸を約 23.4°傾けた状態で公転している。北半球に

おいて，夏至のころは，北極側を太陽に向けているため，緯度が高いほど昼は長くなる。また，冬至のころ

は，南極側を太陽に向けているため，緯度が低いほど昼は長くなる。 

問２ １ 鼓膜に伝わった音の振動は，耳小骨を通してうずまき管へと伝わる。うずまき管は振動を感覚神経（聴神

経）に伝える。 

２ １秒間あたりの波のくり返しの回数（振動数）が多いほど，音の高さは高くなる。図４と図５を比べると，

人に聞こえる音は，コウモリの発したもとの音よりも振動数が少なく（音が低く）なっていることがわかる。 

問３ １ 水は温度が高くなるにつれて氷（固体）→水（液体）→水蒸気（気体）と変化する。このように物質の状

態が変化することを状態変化という。 

２ この空気１ｍ3に含まれている水蒸気量を xｇ/ｍ3とすると， 

 湿度〔％〕＝
 空気１ｍ３中に含まれている水蒸気量〔ｇ/ｍ３〕

 その温度での飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ３〕
×100 より，

 x〔ｇ/ｍ3〕

 23.1〔ｇ/ｍ3〕
 ×100＝85〔％〕  

 x＝19.635〔ｇ/ｍ3〕 雲ができはじめるのは，その空気が含んでいる水蒸気量がその温度での飽和水蒸気量

になったときなので，表中より，飽和水蒸気量が 19.4ｇ/ｍ3である 22℃であると考えられる。 
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【過去問 28】 

太郎さんのクラスでは，地元の観光地や施設を科学の視点で巡るツアー（サイエンスツアー）を行うことにな

り，班に分かれて企画書を作成した。次は，各班の企画書の一部と，それらに関する班長と先生の会話である。問

１～問８に答えなさい。 

（岡山県 2018 年度） 

 

問１ 下線部 (a) について，図２の天気図で，断面  における大気のようすを

表した模式図と，この断面を含む前線付近によくみられる雲の種類の組み合わ

せとして最も適当なのは，ア～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

図２ 

 
(気象庁Ｗｅｂページから作成) 

 

  ア イ ウ エ  

 
模式図 

    

 

 雲の種類 積乱雲 乱層雲 積乱雲 乱層雲  

問２ 下線部 (b) について，15℃で湿度 75％の空気を５℃まで冷やしたとき，水滴となるのは，空気１ｍ3当たり

何ｇですか。ただし，飽和水蒸気量は，15℃では 12.8ｇ/ｍ3，５℃では 6.8ｇ/ｍ3とする。 

問３  (あ)  ， (い)  に入ることばの組み合わせとして最も適当なのは，ア～エのうちではどれです

か。一つ答えなさい。 

ア  (あ) ：高く， (い) ：大きい イ  (あ) ：高く， (い) ：小さい 

ウ  (あ) ：低く， (い) ：大きい エ  (あ) ：低く， (い) ：小さい 
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問４ 下線部 (c) について，鋳造とは，液体の金属を型に流し込んで成形する加工方法であり，純粋な鉄は，約

1530℃まで加熱すると液体になる。固体がとけて液体になるときの温度を何といいますか。 

問５ 下線部 (d) について，鉄や銅，アルミニウムといった金属に共通する性質として，適当でないのは，次の

ア～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

ア 電気をよく通す。 イ 磁石につく。 

ウ 熱を伝えやすい。 エ みがくと特有の光沢が出る。 

 

問６ 下線部 (e) について，図３のように，うすい硫酸を入れたビーカーに亜鉛

板と銅板を入れて，光電池用モーターにつなぐとモーターは動き出した。こ

のときの電子の流れる向きと，電流の向きの組み合わせとして，最も適当な

のは，ア～エのうちのどれですか。一つ答えなさい。 

図３ 

 

  ア イ ウ エ  

 電子の流れる向き Ａ Ａ Ｂ Ｂ  

 電流の向き Ａ Ｂ Ａ Ｂ  

問７ 下線部 (f) について，植物と動物の細胞のつくりには違いがある。植物の細胞のみにみられるものとして

適当なのは，ア～エのうちではどれですか。すべて答えなさい。 

ア 核 イ 細胞壁 ウ 細胞膜 エ 葉緑体 
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問８ 下線部 (g) について，次は，資料館の展示を見た三郎さんが，屈折式望遠鏡を作成したときのメモの一部

である。(1)，(2)に答えなさい。 

【屈折式望遠鏡について】 

・図４のように，焦点距離の異なる２種類の凸レンズ（対物レンズと接眼

レンズ）からできている。 

・対物レンズによって(h)遠方の物体の実像ができ，２種類のレンズの間の

距離を調節すると，その実像の(i)虚像が接眼レンズによってできるの

で，拡大された物体の像を見ることができる。 

図４ 

 

 

(1) 下線部 (h) について，凸レンズ１枚を通して，遠方にある図５の時計を見たとき，実像の

見え方として最も適当なのは，次のア～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

図５ 

 

(2) 下線部 (i) について，凸レンズを通して図６のように物体の虚

像が見えた。このとき，物体と反対側にある，この凸レンズの焦

点の位置として最も適当なのは，ア～オのうちではどれですか。

一つ答えなさい。 

図６ 

 

 

問１  

問２   ｇ 

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８ (1)  (2)  
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問１ ウ 

問２ 2.8 ｇ 

問３ ア 

問４ 融点 

問５ イ 

問６ ウ 

問７ イ，エ 

問８ (1) ウ (2) エ 

 

問１ 低気圧の西側にある，断面  の前線は寒冷前線である。寒冷前線は模式図ウやエのように，寒気が暖

気を押しながら進む。寒冷前線付近では強い上昇気流が生じ，積乱雲などができやすい。模式図アやイは温暖

前線を表し，温暖前線付近では広範囲に乱層雲や高層雲などができやすい。 

問２ 湿度〔％〕＝
 空気１ｍ3中にふくまれる水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕

 その温度での飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕
×100なので，15℃で湿度 75％の空気に 

 ふくまれる水蒸気量を xｇ/ｍ３とすると，75＝
x

 12.8 
×100，x＝9.6〔ｇ/ｍ3〕。５℃での飽和水蒸気量 

 は 6.8ｇ/ｍ３なので，水滴となるのは 9.6－6.8＝2.8〔ｇ/ｍ３〕 

問３ 気温が同じとき，湿度が高いほど空気１ｍ3 にふくまれる水蒸気は多い。空気１ｍ3 にふくまれる水蒸気量と

昼の気温が同じとき，夜の気温との差が大きいほど，飽和水蒸気量の差も大きくなるので，空気中の水蒸気が

水滴になる割合は大きくなる。 

問４ 固体がとけて液体になるときの温度を融点，液体が沸騰して気体になるときの温度を沸点という。純粋な物

質では，融点，沸点は物質の種類によって決まった値を示す。 

問５ 金属には，電気をよく通す，熱を伝えやすい，みがくと特有の光沢が出る，たたくとうすく広がる， 引き

のばすことができる，という共通の性質がある。鉄は磁石につくが，銅やアルミニウムは磁石につかないので，

イの性質は金属に共通する性質ではない。 

問６ 銅と亜鉛では亜鉛のほうがイオンになりやすいので，図３の電池の－極は亜鉛板，＋極は銅板である。電子

は－極から＋極（亜鉛板から銅板）の向きに流れ，電流の向きは＋極から－極の向きである。 

問７ 植物の細胞には核，細胞膜，細胞壁，葉緑体，液胞などがみられ，このうち動物の細胞にもみられるのは核，

細胞膜である。 

問８ (1) 実像は，実物の上下左右が逆向きになって見えるので，ウが正解。 

(2) ① 図６に，物体の先から凸レンズの軸に平行な線を，凸レンズ側にかく。 

 ② ①でかいた線と凸レンズの中心を通る点線の交点と，虚像の先を通る直線をかく。 

 ③ ②の直線と凸レンズの軸の交点が，この凸レンズの焦点（エ）である。 
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【過去問 29】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（徳島県 2018 年度） 

問１ 被子植物の生殖について，(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 次の文は，被子植物の受粉について述べたものである。正しい文になるように，文中の①・②について，

ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

おしべの①［ア がく  イ やく］から出た花粉が，めしべの②［ア 柱頭  イ 胚珠］につくこ

とを受粉という。 

(b) 受粉後，精細胞と卵細胞の受精により受精卵ができる。受精卵は体細胞分裂を繰り返して，種子の中の何

になるか，書きなさい。 

問２ 図１は，空気に含まれる気体の体積の割合を示したものである。(a)・(b)に

答えなさい。 

(a) 図１のように，空気に最も多く含まれる気体は窒素である。窒素分子の化

学式を書きなさい。 

(b) １種類の物質でできているものを純物質というのに対して，空気のように

複数の物質でできているものを何というか，書きなさい。 

図１ 

 

問３ 銀河系について，(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 銀河系に関する説明として，誤っているものはどれか，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 銀河系には，約 2000億個の恒星がある。 

イ 銀河系の中心部に，太陽系は位置している。 

ウ 銀河系は，地球から見ると地球をとり巻く天の川として見える。 

エ 銀河系の外側にも，銀河系のような恒星の集まりが無数にある。 

(b) 銀河系全体を上から見た形に最も似た天体はどれか，ア～エから選びなさい。 

ア イ ウ エ 
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問４ 図２のような装置のＡを－極，Ｂを＋極に接続し，内部の気圧が低い状態

で非常に大きな電圧を加える実験を行った。(a)・(b)に答えなさい。 

(a) 電気が空間を移動したり，たまっていた電気が流れ出したりする現象を何

というか，書きなさい。 

(b) 次の文は，この実験について述べたものである。正しい文になるように，

文中の①・②について，ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

図２ 

 

電流のもとになるものは，①［ア ＋  イ －］の電気をもった非常に小さな粒子であり，これを電

子という。実験では図２のＣの付近のガラス壁が黄緑色に光り，十字板の影ができたことから，電子は，

②［ア ＋極から出て－極  イ －極から出て＋極］へ移動していることがわかる。 

 

問１ 
(a) ①  ②  

(b)  

問２ 
(a)  

(b)  

問３ 
(a)  

(b)  

問４ 
(a)  

(b) ①  ②  

 

問１ 
(a) ① イ ② ア 

(b) 胚 

問２ 
(a) Ｎ２ 

(b) 混合物 

問３ 
(a) イ 

(b) ア 

問４ 
(a) 放電 

(b) ① イ ② イ 

 

問１ (a) おしべのやくから出た花粉が，めしべの先端の柱頭につくことを，受粉という。 

(b) 受粉後，胚珠が変化して種子となり，受精卵は体細胞分裂を繰り返して，種子の中の胚になる。 

問２ (a) 窒素の原子の記号はＮである。気体のうち，窒素，酸素，水素，塩素などは，同じ種類の原子が２個結び

ついて分子をつくっている。よって，窒素を化学式で表すときはＮ２と書く。 

(b) 水素や酸素といった単体や，水や塩化ナトリウムといった化合物など，１種類の物質でできているものを

純物質（純粋な物質）といい，空気や海水など，複数の物質が混ざり合ってできているものを混合物という。 

問３ (a) 銀河系は，直径が約 10万光年（１光年は約９兆 5000億 km）の恒星などの集まりで，太陽系は，銀河系の

中心部から約２万 8000光年の位置にある。よって，イが誤りである。 

(b) 銀河系は，横から見るとレンズ状で，上から見るとアのようなうずまき状の形をしていると考えられてい



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2018 年度 

85 

る。 

問４ (a) 電気が空間を移動したり，たまっていた電気が流れ出したりする現象を，放電という。気圧が低い状態の

気体の中を電流が流れる現象は真空放電とよばれ，蛍光灯などに利用されている。 

(b) 電流のもとになるものは，－の電気をもつ電子である。電流が流れるとき，電子は－極から＋極の向きに

移動する。なお，電流の向きは＋極から－極と決められており，電子の移動する向きとは逆である。 
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【過去問 30】 

次の問１，問２，問３に答えなさい。 

（香川県 2018 年度） 

問１ 植物の蒸散について調べるために，次の実験をした。 

 葉の大きさと数がほとんど等しいアジサイの枝を４本，水を入れた試験管ａ～ｄ，蒸散を防ぐためのワセ

リンを用意した。試験管ａにはそのままの枝を，試験管ｂにはすべての葉の表側にワセリンをぬった枝を，

試験管ｃにはすべての葉の裏側にワセリンをぬった枝を，そして試験管ｄにはすべての葉の表側と裏側にワ

セリンをぬった枝を入れ，それぞれの試験管の水面に油を注いだ。試験管の全体の質量をそれぞれ電子てん

びんで測定し，明るいところに３時間放置したあと，再び全体の質量をそれぞれ測定した。次の表は，測定

の結果をまとめたものである。これに関して，次の(1)～(4)の問いに答えよ。 

表 

 試験管ａ 試験管ｂ 試験管ｃ 試験管ｄ 

ワセリンをぬった場所 なし 
すべての葉の 

表側 

すべての葉の 

裏側 

すべての葉の 

表側と裏側 

実験前の全体の質量〔ｇ〕 60.0 60.0 60.0 60.0 

３時間後の全体の質量〔ｇ〕 55.5 56.5 58.8 59.8 

(1) 次の文は，双子葉類であるアジサイの根と茎のつくりについて述べようとしたものである。文中の２つの

〔   〕内にあてはまる言葉を，㋐，㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。 

 アジサイの根は〔㋐ 主根と側根 ㋑ ひげ根〕からなっており，茎の断面を観察すると，維管束が〔㋒ 

散らばって ㋓ 輪の形に並んで〕いる。 

(2) 下線部のように，試験管の水面に油を注いだのは，水面からの水の蒸発を防ぐためである。水面からの水

の蒸発を防ぐ理由を 質量 の言葉を用いて簡単に書け。 

(3) 次のア～オのうち，この実験の結果からわかることについて述べたものとして，最も適当なものを一つ選

んで，その記号を書け。 

ア ａとｂの結果から，葉の表側は裏側よりも蒸散がさかんであることがわかる 

イ ａとｃの結果から，葉の表側は裏側よりも蒸散がさかんであることがわかる 

ウ ａとｄの結果から，葉の裏側は表側よりも蒸散がさかんであることがわかる 

エ ｂとｃの結果から，葉の裏側は表側よりも蒸散がさかんであることがわかる 

オ ｂとｄの結果から，葉の表側と裏側では同じぐらい蒸散がおこなわれていることがわかる 
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(4) 試験管ｄの結果で，すべての葉の表側と裏側にワセリンをぬっても全体の質量が減少したことから，アジ

サイは茎から蒸散がおこなわれている，という仮説を立てた。仮説を検証するために，図のように，アジサ

イの枝から葉をすべて取り除き，葉の切り口と茎にワセリンをぬり，水面に油を注いだものを用意し，一定

時間後の全体の質量の変化を測定した。次の㋐～㋓のうち，仮説を検証するために，図のアジサイの枝と比

較するものとして，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

図 ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 

     

問２ 栄養分の消化と，消化を助ける食材について調べるために，太郎さんは，次の実験Ⅰ～Ⅲをした。これに

関して，あとの(1)～(5)の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 図のように，４本の試験管ａ～ｄに同量のデンプン溶液を入れ，試験管ａとｂには水でうすめただ液

１cm3を，試験管ｃとｄには水１cm3を，それぞれ入れ，約 40℃の湯につけた。10 分後，試験管ａ～ｄ

を湯から取り出し，試験管ａとｃにはヨウ素溶液を２滴ずつ加えて色の変化を観察した。試験管ｂとｄ

にはベネジクト溶液を少量加え，十分に加熱したあと，色の変化を観察した。表Ⅰは，そのときの色の

変化をまとめたものである。 

図 表Ⅰ 

 

 加えた溶液 色の変化 

試験管ａ ヨウ素溶液 変化なし 

試験管ｂ ベネジクト溶液 赤褐色になった 

試験管ｃ ヨウ素溶液 青紫色になった 

試験管ｄ ベネジクト溶液 変化なし 

   

(1) 次の㋐～㋓のうち，だ液の中に多く含まれている消化酵素として，最も適当なものを一つ選んで，その記

号を書け。 

㋐ ペプシン ㋑ トリプシン ㋒ アミラーゼ ㋓ リパーゼ 
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(2) 次の文は，実験Ⅰの結果から考えられることを述べようとしたものである。文中のＰ，Ｑの     内に

あてはまる記号の組み合わせとして最も適当なものを，ア～カから一つ選んで，その記号を書け。 

この実験において，試験管ａと試験管  Ｐ  で見られた溶液の色

の変化を比べることによって，だ液のはたらきにより，デンプンがな

くなったことがわかる。また，試験管ｂと試験管  Ｑ  で見られた溶

液の色の変化を比べることによって，だ液のはたらきにより，ブドウ

糖がいくつか結びついたものができたことがわかる。このことから，

だ液のはたらきによって，デンプンが分解されたことがわかる。 

   

 Ｐ Ｑ 

ア ｂ ｃ 

イ ｂ ｄ 

ウ ｃ ａ 

エ ｃ ｄ 

オ ｄ ａ 

カ ｄ ｃ 

   

(3) 太郎さんが，だ液に含まれる消化酵素について，本で調べたところ，次のア～エの性質があることがわか

った。次のア～エのうち，この実験Ⅰからわかる性質として，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書

け。 

ア 水がないとはたらかない イ 体外に出てもはたらく 

ウ 中性で最もよくはたらく エ 高温では，はたらかなくなる 

(4) 次の文は，消化と吸収について述べようとしたものである。文中の〔   〕内にあてはまる言葉を，㋐，

㋑から一つ選んで，その記号を書け。また，文中の     内にあてはまる最も適当な言葉を書け。 

 デンプンは，だ液に含まれている消化酵素によって分解されたあと，〔㋐ 胃 ㋑ すい臓〕や，小腸か

ら分泌される消化酵素によってさらに細かく分解されてブドウ糖になり，小腸のかべにある，ひだの表面の     

と呼ばれる小さな突起から吸収され毛細血管に入る。 

実験Ⅱ ４本の試験管ｅ～ｈに同量のデンプン溶液を入れ，試験管ｅとｆには生の大根おろしのしぼり汁２

cm3を，試験管ｇとｈには水２cm3をそれぞれ入れ，10分後，試験管ｅとｇにはヨウ素溶液を２滴ずつ加

えて色の変化を観察した。試験管ｆとｈにはベネジクト溶液を少量加え，十分に加熱したあと，色の変

化を観察した。表Ⅱは，そのときの色の変化をまとめたものである。 

表Ⅱ 

 加えた溶液 色の変化 

デンプン溶液と生の大根 

おろしのしぼり汁 

試験管ｅ ヨウ素溶液 変化なし 

試験管ｆ ベネジクト溶液 赤褐色になった 

デンプン溶液と水 
試験管ｇ ヨウ素溶液 青紫色になった 

試験管ｈ ベネジクト溶液 変化なし 

実験Ⅲ タンパク質を主成分とするゼラチンのゼリーに，生の大根おろしのしぼり汁，生のパイナップルのし

ぼり汁，水をそれぞれかけて，ゼリーの変化を観察した。表Ⅲは，そのときのゼリーの変化についてま

とめたものである。 

表Ⅲ 

 ゼリーの変化 

生の大根おろしのしぼり汁 とけた 

生のパイナップルのしぼり汁 とけた 

水 変化なし 
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(5) 次のア～エのうち，実験Ⅱ，Ⅲの結果から考えられることを述べたものとして，最も適当なものを一つ選

んで，その記号を書け。 

ア 生の大根おろしのしぼり汁と生のパイナップルのしぼり汁は，どちらもいもの消化を助けない 

イ 生の大根おろしのしぼり汁と生のパイナップルのしぼり汁は，どちらも肉の消化を助ける 

ウ 生の大根おろしのしぼり汁は米の消化を助けないが，生のパイナップルのしぼり汁はとうふの消化を

助ける 

エ 生の大根おろしのしぼり汁はいもの消化を助けるが，生のパイナップルのしぼり汁は肉の消化を助け

ない 

問３ エンドウの種子の形には丸形としわ形があり，丸形の遺伝子をＡ，しわ形の遺伝子をａとする。遺伝子Ａ

は遺伝子ａに対して優性である。この形質がどのように遺伝するかを調べるために，次の実験Ⅰ，Ⅱをした。

これに関して，あとの(1)～(3)の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 丸形の種子を育てた個体どうしをかけ合わせたところ，図Ⅰのように，得られた種子（子にあたる個

体）はすべて丸形になった。 

実験Ⅱ 丸形の種子を育てた個体としわ形の種子を育てた個体をかけ合わせたところ，図Ⅱのように，得られ

た種子（子にあたる個体）は丸形としわ形の割合が約１：１になった。 

(1) 生殖細胞は減数分裂によってつくられる。このとき，
つい

対になってい

る遺伝子は分かれて別々の生殖細胞に入る。この法則は何と呼ばれる

か。その法則名を書け。 

(2) 実験Ⅰでは，どのような遺伝子の組み合わせをもった個体どうしを

かけ合わせたときにこのような結果になるか。次の㋐～㋕のうち，考

えられる親の遺伝子の組み合わせとして正しいものを２つ選んで，そ

の記号を書け。 

図Ⅰ 

 

㋐ どちらの個体もＡＡである 

㋑ どちらの個体もＡａである 

㋒ どちらの個体もａａである 

㋓ 一方の個体はＡＡ，もう一方の個体はＡａである 

㋔ 一方の個体はＡａ，もう一方の個体はａａである 

㋕ 一方の個体はＡＡ，もう一方の個体はａａである 

図Ⅱ 

 

(3) 実験Ⅱで得られた種子を育てた個体をそれぞれ自家受粉させたところ，得られるエンドウの種子（孫にあ

たる個体）は，丸形としわ形がどのように現れると考えられるか。次のア～カから一つ選んで，その記号を

書け。 

ア すべて丸形で現れる 

イ すべてしわ形で現れる 

ウ 丸形としわ形が約１：１の割合で現れる 

エ 丸形としわ形が約３：１の割合で現れる 

オ 丸形としわ形が約３：５の割合で現れる 

カ 丸形としわ形が約５：７の割合で現れる 
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問１ 

(1)  と  

(2) 
 

 を測定するため。 

(3)  

(4)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4) 
記号  

言葉  

(5)  

問３ 

(1)  

(2) と 

(3)  

 

問１ 

(1) ㋐ と ㋓ 

(2) 
例 

植物の蒸散によって減少した水の質量を測定するため。 

(3) エ 

(4) ㋑ 

問２ 

(1) ㋒ 

(2) エ 

(3) イ 

(4) 
記号 ㋑ 

言葉 柔毛 

(5) イ 

問３ 

(1) 分離の法則 

(2) ㋐ と ㋓ 

(3) オ 

 

問１ (1) 双子葉類の根は主根と側根からなり，茎の維管束は輪の形に並んでいる。これに対して単子葉類の根はひ

げ根になっており，茎の維管束は散らばっている。 

(2) 水面から水が蒸発してしまうと，植物の蒸散によって減った水の質量を求めるのが難しくなる。 

(3) ｂは葉の表側以外から蒸散がおこなわれた結果を示しており，ｃは葉の裏側以外から蒸散がおこなわれた

結果を示している。ｂの方が蒸散によって減った水の質量が多いので，葉の表側よりも裏側で蒸散がさかん

におこなわれていることがわかる。 
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(4) 調べたい条件以外は同じになるようにして実験をおこなう。図の試験管の結果と㋑を比較することで，茎

から出ていった水の質量を調べることができる。 

問２ (1) だ液にはアミラーゼという消化酵素が含まれている。ペプシンは胃液，トリプシンとリパーゼはすい液に

含まれる。 

(2) だ液を加えたａでは，ヨウ素溶液が反応しなかったことからデンプンがなくなっているとわかる。これに

対し，だ液を加えていないｃでは，ヨウ素溶液が反応したので，デンプンが残っているとわかる。また，だ

液を加えたｂでは，ベネジクト溶液が反応したことからブドウ糖がいくつか結びついたものができていると

わかる。これに対し，だ液を加えていないｄでは，ベネジクト溶液が反応しなかったことから，ブドウ糖が

いくつか結びついたものはできていないとわかる。 

(3) ここではだ液を体外に出して実験をおこなっており，だ液に含まれる消化酵素がはたらいていることが確

認できている。それ以外の性質は，この実験では確認することができない。 

(4) 胃液に含まれるペプシンはタンパク質を分解する。デンプンが分解されてできたブドウ糖や，タンパク質

が分解されてできたアミノ酸は柔毛から吸収されると毛細血管に入る。脂肪が分解されてできた脂肪酸とモ

ノグリセリドは，柔毛から吸収されたあと，ふたたび脂肪になってリンパ管に入る。 

(5) 表Ⅱより，生の大根おろしのしぼり汁は，デンプンの消化を助けることがわかる。表Ⅲより，生の大根お

ろしのしぼり汁や，生のパイナップルのしぼり汁は，タンパク質の消化を助けることがわかる。いもや米に

はデンプン，肉やとうふにはタンパク質が多く含まれる。 

問３ (1) 体細胞では遺伝子が対になっているが，生殖細胞がつくられるときは分離の法則により，この遺伝子が分

かれて別々の生殖細胞に入る。 

(2) Ａの遺伝子が含まれていれば，種子は丸形になる。親がどちらも丸形であることから，親の遺伝子はＡＡ

かＡａであることがわかる。両方の親がＡａの場合はａａの子ができてしまうので，親は両方ともＡＡか，

あるいは一方がＡＡでもう一方がＡａの組み合わせであると考えられる。 

(3) 実験Ⅱでは，仮に親の丸形の種子がＡＡの遺伝子をもつとすると，子はすべて丸形の種子になってしまう

ので，親の丸形の種子はＡａの遺伝子をもつとわかる。また，しわ形の種子はａａの遺伝子をもつ。この親

から得られた子の種子も，丸形のものはＡａ，しわ形のものはａａの遺伝子をもつ。Ａａの遺伝子をもつ種

子を育てて自家受粉させると，ＡＡ，Ａａ，ａａの遺伝子をもつ孫ができ，その数の比はＡＡ：Ａａ：ａａ

＝１：２：１となる。また，ａａの遺伝子をもつ種子を育てて自家受粉させると，孫はすべてａａの遺伝子

をもつものになる。よって，全体の数の比は，ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：（１＋４）＝１：２：５となり，

丸形としわ形の数の比は，丸形：しわ形＝３：５となる。 
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【過去問 31】 

生命の維持と生物の成長に関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2018 年度） 

問１ ［観察１］バナナが熟すときの細胞の様子を調べるために，バナナの切り口

をスライドガラスにこすりつけ，デンプンを確認する薬品Ｘを１滴落として，

プレパラートをつくり，顕微鏡で観察した。図１の写真Ａ・Ｂは，それぞれ，

バナナが熟す前と熟したあとのいずれかの細胞の様子を表したものであり，ど

ちらも細胞内のデンプンは青紫色に染まった。 

図１ 

 

(1) 次の文の①，②の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，ア～エの記号で書け。 

薬品Ｘは，①｛ア ベネジクト液  イ ヨウ素液｝である。バナナには，ヒトの消化酵素であるアミラ

ーゼと同じはたらきをする物質が含まれており，バナナが熟す過程で，この物質がはたらく。このことから，

図１の写真Ａと写真Ｂのうち，熟したあとのバナナの細胞の様子を表したものは，②｛ウ 写真Ａ  エ 

写真Ｂ｝であると考えられる。 

(2) 図２は，ヒトの小腸にある
じゅう

柔
もう

毛の模式図である。次の文の①，②の｛ ｝の中から，

それぞれ適当なものを一つずつ選び，ア～エの記号で書け。 

デンプンの分解によってできたブドウ糖は，図２で①｛ア 管Ｃ  イ 管Ｄ｝とし

て示されている②｛ウ リンパ管  エ 毛細血管｝に吸収される。 

図２ 

 

(3) ヒトの小腸の内部の表面には，ひだや柔毛があり，効率よく栄養分を吸収することができる。ひだや柔毛

があると，効率よく栄養分を吸収できるのはなぜか。その理由を簡単に書け。 

(4) 次のア～エのうち，生命を維持するための器官のはたらきについて述べたものとして，最も適当なものを

一つ選び，その記号を書け。 

ア 胆のうは，消化酵素は含まないが脂肪の分解を助ける
たん

胆
じゅう

汁を出す。 

イ 肝臓は，吸収されたアミノ酸からグリコーゲンを合成する。 

ウ すい臓は，タンパク質を分解するリパーゼを含むすい液を出す。 

エ じん臓は，細胞内でできた有害なアンモニアを尿素に変える。 

問２ ［観察２］図３のように，水にタマネギをつけておくと，根が伸びてきた。その根をとり出し，図４のＸ

のように，先端から２mm間隔で印を付けた。この根を再び水にもどしたところ，根は２日後に図４のＹのよ

うに伸びていた。図５は，顕微鏡を用いて観察した，図４のａ～ｄの部分の，それぞれの様子を模式的に表

したものであり，図４のａ～ｄのうち，細胞分裂の様子が観察できたのはｄのみであった。 

図３ 図４ 図５ 
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(1) 次の文の①，②の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

プレパラートをつくるとき，タマネギの根をうすい塩酸に入れて細胞どうしを①｛ア はなれやすく  

イ はなれにくく｝したあと，スライドガラスにのせ，酢酸カーミン溶液で染色し，カバーガラスをかけ，

②｛ウ ずらしながら  エ ずらさないように｝指で押す。 

(2) 図５のｐ～ｔは，それぞれ細胞分裂の異なる段階の細胞を示している。ｐ～ｔを細胞分裂が進む順序にし

たがって並べるとどうなるか。ｐに続けてｑ～ｔの記号で書け。 

(3) 次の文の①，②に当てはまる適当な言葉をそれぞれ書け。 

 図５のｓの細胞で観察されたひも状のものを  ①  という。 ①  には，生物の形質を決める  

 ②  があり， ②  の本体はＤＮＡという物質である。 

(4) 観察２の結果をもとに，タマネギの根が伸びるしくみを，細胞の数と大きさに触れながら，解答欄の書き

出しに続けて簡単に書け。 

 

問１ 

(1) ①  ②  

(2) ①  ②  

(3)  

(4)  

問２ 

(1) ①  ②  

(2) ｐ →   →   →   → 

(3) ①  ②  

(4) 

細胞分裂によって 

 

 

問１ 

(1) ① イ ② ウ 

(2) ① ア ② エ 

(3) 小腸の内部の表面積が大きくなるから。 

(4) ア 

問２ 

(1) ① ア ② エ 

(2) ｐ → ｒ → ｓ → ｑ → ｔ 

(3) ① 染色体 ② 遺伝子 

(4) 

細胞分裂によって 

細胞の数が増えるとともに，それらの細胞が大きくなる。 
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問１ (1) デンプンを確認する薬品Ｘはヨウ素液であり，デンプンがあると青紫色に変わる。アミラーゼはデンプン

を分解する消化酵素である。したがって，熟したあとのバナナの細胞では，デンプンが少なくなっている。 

(2) ブドウ糖やアミノ酸は柔毛で吸収されたあと，管Ｃの毛細血管に入る。脂肪酸やモノグリセリドは柔毛で

吸収されたあと，脂肪となって管Ｄのリンパ管に入る。 

(3) 小腸の内部の表面にひだや柔毛があることで，表面積が大きくなる。このため，栄養分と接する面積が大

きくなり，栄養分の吸収が効率よくできる。 

(4) ア…胆汁は肝臓でつくられ，胆のうから出される。消化酵素を含まないが，脂肪の分解を助ける。 

 イ…肝臓は，ブドウ糖からグリコーゲンを合成する。 

 ウ…すい臓から出されるすい液には，脂肪を分解するリパーゼなどが含まれる。 

 エ…アンモニアを尿素に変えるのは肝臓のはたらきである。 

問２ (1) タマネギの根の細胞を観察するときは，うすい塩酸で細胞どうしをはなれやすくして，酢酸カーミン溶液

で核（染色体）を染色したあと，カバーガラスの上からずらさないように垂直に指で押して，細胞の重なりを

少なくする。 

(2) 体細胞分裂では，ｐ→ｒ（染色体が集まって太くなる）→ｓ（染色体が中央に並ぶ）→ｑ（染色体が両端

に移動する）→ｔ（中央にしきりができる） のように細胞分裂が進む。 

(3) 細胞分裂のときにひも状に観察されるものを染色体といい，染色体には生物の形質を決める遺伝子がある。

遺伝子の本体は，ＤＮＡ（デオキシリボ核酸）という物質である。 

(4) 細胞分裂で細胞の数が増え（ｄに見られる細胞になり），増えた細胞が大きくなる（ｃからａやｂに見られ

る細胞になる）ことで生物は成長する。 
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【過去問 32】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（高知県 2018 年度 A） 

問１ 右の図は，固体の氷を加熱したときの状態変化につい

て，温度と加熱した時間の関係を模式的に表したもので

ある。固体の氷を加熱すると液体の水になり，さらに加熱

すると気体の水蒸気になる。このことについて，次の(1)・

(2)の問いに答えよ。 

(1) 図中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの部分のうち，液体の水が存

在するのはどれか。すべて選び，その記号を書け。 

 

(2) 冬季の湖には，その表面に氷が浮いていることがある。これは湖の水が氷に状態変化したためである。氷

が水に浮く理由として正しいものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 水が氷に状態変化すると体積は変化しないが，質量が大きくなるため。 

イ 水が氷に状態変化すると体積は変化しないが，質量が小さくなるため。 

ウ 水が氷に状態変化すると質量は変化しないが，体積が大きくなるため。 

エ 水が氷に状態変化すると質量は変化しないが，体積が小さくなるため。 

問２ エンドウの種子の形が遺伝によってどのような種子の

形で現れるかを調べるため，次の実験を行った。丸い種子

をつくる純系のエンドウと，しわのある種子をつくる純

系のエンドウとを親として受粉させたところ，子として

できた種子はすべて丸い種子であった。次に，子の丸い種

子をまいて育てたエンドウを自家受粉させると，孫とし

て丸い種子としわのある種子の両方ができた。右の図は，

この実験の結果を模式的に表したものである。このこと

について，次の(1)～(3)の問いに答えよ。 
 

(1) 丸い種子の形質を伝える遺伝子をＡ，しわのある種子の形質を伝える遺伝子をａとするとき，図中の①の

丸い種子の形質をもつエンドウの遺伝子の組み合わせと，図中の②のしわのある種子の形質をもつエンドウ

の遺伝子の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア ①―Ａａ  ②―ａａ イ ①―Ａａ  ②―Ａａ 

ウ ①―ＡＡ  ②―ａａ エ ①―ＡＡ  ②―Ａａ 

(2) 図中の③の丸い種子の形質のように，対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせたとき，子に現れる形

質を何というか，書け。 

(3) 図中の【孫】の種子全体の数は 6000個だった。このとき，④のしわのある種子のおよその個数として最

も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア 1500個 イ 2000個 ウ 3000個 エ 4500個 
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問３ 音の大きさと高さを調べるために，右の図のように，コンピュータに

マイクロホンをつなぎ，おんさを使って，次の実験Ⅰ～Ⅲを行った。こ

のことについて，(1)・(2)の問いに答えよ。ただし，実験Ⅰ～Ⅲにおける

マイクロホンとおんさとの距離は変えないものとする。 

 

実験Ⅰ おんさをたたいて，その直後に出た音をマイクロホンを通してコンピュータに入力し，画面に表示さ

れた波形を観察した。 

実験Ⅱ おんさを実験Ⅰよりも強くたたいて，実験Ⅰと同じ方法で波形を観察した。 

実験Ⅲ 実験Ⅰで使ったおんさを，このおんさより高い音の出るおんさに取りかえて，実験Ⅰと同様の実験を

行った。 

(1) 次の文は，この実験でおんさをたたいたときの音の伝わり方について述べたものである。文中の  

 Ｘ  に当てはまる語を書け。 

おんさをたたくと，おんさが振動し，その振動が  Ｘ  を振動させ，音としてマイクロホンに伝わっ

た。 

(2) 右の図は，実験Ⅰにおいてコンピュータの画面に表示された波形である。画

面の横軸は時間，縦軸は振幅を表している。実験Ⅱ，Ⅲにおいて，コンピュー

タの画面に表示された波形として最も適切なものを，それぞれ次のア～エから

一つずつ選び，その記号を書け。ただし，ア～エの画面の目盛りのとり方は，

右の図とすべて同じである。  

 ア イ ウ エ 

 

     

問４ だいすけさんは，高知県のある地点で，時期を変え

て同じ時刻にオリオン座を観察した。右の図は，だいす

けさんが一定期間ごとに観察したオリオン座のようす

を模式的に表したものである。このことについて，次の

(1)・(2)の問いに答えよ。  

(1) 星座を形づくる恒星は，観測者には自分を中心とする見かけ上の大きな球形の天井に沿って移動してい

るように見える。この見かけ上の球形の天井を何というか。 

(2) ある日，だいすけさんがオリオン座を観察すると，21時に真南の位置に見えた。30日後に同じ地点で観

察するとき，オリオン座が真南の位置に見える時刻として最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，そ

の記号を書け。 

ア 19時ごろ イ 20時ごろ ウ 22時ごろ エ 23時ごろ 
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問１ 
(1)  

(2)  

問２ 

(1)  

(2)   形質 

(3)  

問３ 

(1)  

(2) 
実験Ⅱ  

実験Ⅲ  

問４ 
(1)  

(2)  

 

問１ 
(1) Ｂ，Ｃ，Ｄ 

(2) ウ 

問２ 

(1) ウ 

(2) 優性 形質 

(3) ア 

問３ 

(1) 空気 

(2) 
実験Ⅱ エ 

実験Ⅲ イ 

問４ 
(1) 天球 

(2) ア 

 

問１ (1) 固体の氷を加熱すると０℃で固体（氷）から液体（水）に，100℃で液体から気体（水蒸気）に状態変化

し，状態変化しているときは温度の変化がなくなるので，グラフは水平になる。したがって，Ａでは固体，Ｂ

では固体と液体，Ｃでは液体，Ｄでは液体と気体，Ｅでは気体として存在する。 

(2) 水が液体から固体に状態変化すると，質量は変化しないが，体積は大きくなるので，密度は小さくなる。

したがって，密度の関係が「固体の氷＜液体の水」となるため，氷は水に浮く。 

問２ (1) 純系とは，自家受粉によって代を重ねても同じ遺伝子を受けつぐため，形質が同じになるものである。こ

の問いの場合，純系のエンドウの遺伝子の組み合わせはＡＡかａａで，丸い種子の①がＡＡ，しわのある種子

の②がａａである。 

(2) ①からＡ，②からａを受けつぐため，③の遺伝子の組み合わせはＡａである。このとき現れる形質（丸い

種子をつくる）を優性形質，現れない形質（しわのある種子をつくる）を劣性形質という。 

(3) Ａａのエンドウを自家受粉させると，孫の遺伝子の組み合わせはＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１と 

 なり，形質は丸：しわ＝３：１となる。種子全体が 6000個なので，しわのある種子の数は 6000×
１

 ３＋１ 
＝

1500〔個〕である。 

問３ (1) おんさをたたくと，おんさが振動して音が出る。おんさの振動によって空気が振動し，空気の振動がマイ

クロホンに伝わると，電気信号にかえられてコンピュータに波形として表示される。 

(2) 実験Ⅱでは，音は大きくなるが高さは変わらないので，波形は振幅が大きくなるが振動数は変わらないエ

が正解。実験Ⅲでは，音の高さは高くなるが，大きさは変わらないので，波形は振動数が多くなるが振幅は
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変わらないイが正解。 

問４ (1) 星が動いて見える，見かけ上の球形の天井を天球という。 

(2) 星の位置は，地球の公転により，１か月（30日）で 30°西へ移動して見える。また，星の位置は，地球の

自転により，１時間に 15°（２時間に 30°）西へ移動して見える。したがって，30 日後の 21 時には真南

から西へ 30°ずれた位置に見え，その２時間前の 19時に真南に見える。 
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【過去問 33】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（佐賀県 2018 年度 一般） 

問１ 図１のように凸レンズと光源を置く。光源から出た光とレンズの右側にできる像について，(1)，(2)の問い

に答えなさい。ただし，Ｆ１，Ｆ２は，凸レンズの焦点である。 

図１  

(1) 光源の先端から出た光のうち，光軸（凸レンズの軸）に平行に進む光とレンズの中心に向かって進む光は，

レンズを通った後，それぞれどのように進んでいくか。レンズを通った後に進む道すじを，レンズに入る前

の道すじに続けて，それぞれかきなさい。 

  

(2) 図１でレンズの右側に，光軸に対して垂直にスクリーンを置いた。このスクリーンを左右に動かしたとこ

ろ，ある位置でスクリーン上に像ができた。次に光源を図１の位置よりも左側に置いたとき，像ができると

きのスクリーンの位置とそのときの像の大きさは，図１の位置に光源があるときと比べて，それぞれどうな

るか。組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

 像ができるときのスクリーンの位置 像の大きさ 

ア レンズに近くなる 大きくなる 

イ レンズに近くなる 小さくなる 

ウ レンズから遠くなる 大きくなる 

エ レンズから遠くなる 小さくなる 

問２ 遺伝について，(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 遺伝子の本体は何という物質か，書きなさい。 

(2) 分離の法則とはどのようなことか，「減数分裂のとき，」に続けて説明しなさい。ただし，次の三つの語句

を必ず使うこと。 

【 遺伝子  生殖細胞  対になっている 】 
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問３ 物質には固体，液体，気体の三つの状態がある。(1)～(3)について，エタノ

ールの三つの状態における大小関係はそれぞれどうなるか。最も適当なもの

を，ア～オの中からそれぞれ一つ選び，記号を書きなさい。ただし図２は，

液体のエタノールを冷やして固体へ変化させたときのようすを模式的に表

したものである。 

(1) 分子の運動の激しさ 

(2) 同じ体積に含まれる分子の数 

図２ 

 

(3) 同じ質量に含まれる分子の数 

ア 固体＝液体＝気体 イ 固体＞液体＞気体 ウ 気体＞液体＞固体 

エ 気体＞液体＝固体 オ 固体＞液体＝気体 

問４ 水は固体，液体，気体と状態を変えながら，たえず地球上を循環している。図３は，水の循環を模式的に

表したものである。   は水の存在する場所を示しており，   内の数値は，地球全体の降水量を 100と

したときの値である。図３中のＡとＢにあてはまる数値をそれぞれ書きなさい。 

図３  
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問１ 
(1) 

 

(2)  

問２ 

(1)  

(2) 

減数分裂のとき， 

 

問３ 

(1)  

(2)  

(3)  

問４ 
Ａ  

Ｂ  

 

問１ 
(1) 

 

(2) イ 

問２ 

(1) ＤＮＡ 

(2) 
減数分裂のとき， 

対になっている遺伝子が，それぞれ別の生殖細胞に入ること。 

問３ 

(1) ウ 

(2) イ 

(3) ア 

問４ 
Ａ 14 

Ｂ ８ 

 

問１ (1) 光源の先端から出て光軸に平行に進む光は，凸レンズを通過したあと屈折して焦点Ｆ２を通る。また，凸

レンズの中心に向かって進む光は，屈折せずに直進する。 

(2) 図１では，光源は焦点距離の２倍の位置に置かれているので，凸レンズの右側の焦点距離の２倍の位置に，

光源と同じ大きさの像（実像）ができる。この状態から光源をより左側に置き直すと，像のできる位置は凸
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レンズに近くなり，像の大きさは光源を移動する前よりも小さくなる。なお，図１の状態から光源をより右

側に置き直すと，像のできる位置は凸レンズから遠くなり，像の大きさは光源を移動する前よりも大きくな

る。ただし，光源と凸レンズの距離が焦点距離以下になると，スクリーンをどの位置に動かしても実像はで

きなくなる。 

問２ (1) 遺伝子は染色体にあり，その本体はＤＮＡ（デオキシリボ核酸）という物質である。 

(2) 減数分裂のとき，対になっている親の代の遺伝子は２つに分かれ，それぞれ別の生殖細胞に入る。これを

分離の法則という。 

問３ (1) 物質をつくっている粒子（エタノールの場合は分子）はたえず運動しており，運動の激しさは，固体＜液

体＜気体となる。固体では粒子はその場で穏やかに運動しているが，液体になると位置が決まらずに動くよう

になり，気体になると自由に空間を動くようになる。 

(2) 物質の体積は，ふつう，固体＜液体＜気体で，粒子間の距離は，固体よりも液体，液体よりも気体のほう

が大きい。よって，同じ体積に含まれるエタノールの分子の数は，固体＞液体＞気体となる。なお，体積の

大小については水の場合は例外で，固体の水（氷）の体積のほうが液体の水の体積よりも大きい。 

(3) 物質の粒子１つ１つの質量を合わせると，物質全体の質量になる。したがって，物質が固体，液体，気体

のどの状態であっても，同じ質量の物質には同じ数の粒子が含まれている。 

問４ Ａ…図３で，陸地の上空の大気中での水の量の増減を考えると，陸地から蒸発してくる水の量がＡで，海上

から陸上（の上空）へ移動してくる水の量が８，大気から陸地への降水の量が 22 である。よって，水が地

球上を循環することで水の量のつり合いが安定的に保たれているとすると，Ａ＋８＝22 という関係が成り

立っているはずである。これより，Ａは 14である。 

Ｂ…海では，陸地から流れこむ水の量がＢ，大気からの降水の量が 78 で，海から大気へ蒸発する水の量が

86である。よって，Ｂ＋78＝86という関係が成り立つはずで，これよりＢは８である。 
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【過去問 34】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（佐賀県 2018 年度 特色） 

問１ 物体の運動について，(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 36km/ｈの一定の速さで一直線上を走っている自動車が，100ｍの距離を進むのにかかる時間は何秒か，書

きなさい。 

(2) 走っている自動車が急ブレーキをかけると，自動車に乗っている人の体が，進行方向に傾いた。これは，

静止している物体はいつまでも静止し続け，運動している物体はいつまでも等速直線運動を続けようとする

性質を物体がもっているからである。この性質を何というか，書きなさい。 

問２ 細胞のつくりと生物のからだについて，(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 図は，植物の細胞のつくりを模式的に表したもので，この中には動物の細胞では見られないものがある。

このうち，丈夫なつくりによって細胞の形を維持し，植物のからだを支えるのに役立っている部分として最

も適当なものを，図のア～オの中から一つ選び，記号を書きなさい。また，その部分の名称を書きなさい。 

図  

(2) 多細胞生物のからだについて述べた文として最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書

きなさい。 

ア 植物の葉の表皮組織や葉肉組織，動物の小腸の上皮組織や筋組織は，それぞれ形やはたらきが異なる細

胞が集まってできている。 

イ 植物の根や茎，動物の皮ふや心臓など，特定のはたらきを受けもつ部分を器官といい，器官はいくつか

の組織が集まってできている。 

ウ セキツイ動物では，皮ふなどの感覚器官で受けた刺激は信号に変えられ，この信号は，中枢神経を経由

せずに運動神経に伝えられることがある。 

エ 動物も植物も，受精卵から発生するとき減数分裂をくり返し，親と同じような形へと成長していく。 

問３ 日本付近のプレートと火山について，(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 日本では，地震が多く発生し，火山も多い。これは日本付近に，海のプレートが大陸のプレートの下に沈

み込む場所があるためである。プレートが沈み込む場所にある海底の細長くへこんだ地形を何というか，書

きなさい。 
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(2) 火山は，マグマのねばりけの違いによって，平らに広がった形のものや，おわんをふせたようにもり上が

った形のものなどがある。このうち，おわんをふせたようにもり上がった形の火山をつくるマグマについて

述べた文として最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア ねばりけが弱く，冷えて生じる岩石は黒っぽい色になることが多い。 

イ ねばりけが弱く，冷えて生じる岩石は白っぽい色になることが多い。 

ウ ねばりけが強く，冷えて生じる岩石は黒っぽい色になることが多い。 

エ ねばりけが強く，冷えて生じる岩石は白っぽい色になることが多い。 

問４ 表は，質量が異なるマグネシウムに，ある濃度の塩酸Ａをそれぞれ 10mL加えたときに発生した気体の体

積をはかった結果である。(1)，(2)の問いに答えなさい。 

 ただし，体積をはかったときの発生した気体の温度と大気圧は一定であった。 

表 

マグネシウムの質量 〔ｇ〕 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

発生した気体の体積 〔cm3〕 93 186 279 279 279 

(1) 次の化学反応式は，マグネシウムと塩酸の反応を表したものである。化学反応式中の（    ）に適す

る化学式を書きなさい。 

Ｍｇ ＋ ２ＨＣｌ → ＭｇＣｌ２ ＋ （    ） 

(2) 0.5ｇのマグネシウムに塩酸Ａを 20mL 加えた。このとき，発生する気体の体積は何 cm3か，書きなさい。 

 

問１ 
(1)   秒 

(2)  

問２ 
(1) 

記号   

名称   

(2)   

問３ 
(1)  

(2)  

問４ 
(1)  

(2)   cm3 
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問１ 
(1) 10 秒 

(2) 慣性 

問２ 
(1) 

記号 オ 

名称 細胞壁 

(2) イ 

問３ 
(1) 海溝 

(2) エ 

問４ 
(1) Ｈ２ 

(2) 465 cm3 

 

問１ (1) 36km/ｈは 36×1000＝36000〔ｍ/ｈ〕，これを秒速にすると，１時間は（60×60）秒なので，36000÷（60

×60）＝10〔ｍ/ｓ〕となる。距離÷速さ＝時間なので，100〔ｍ〕÷10〔ｍ/ｓ〕＝10〔ｓ〕となる。 

(2) 静止している物体は静止を続け，運動している物体は等速直線運動を続ける性質を慣性という。 

問２ (1) アは液胞，イは核，ウは葉緑体，エは細胞膜，オは細胞壁であり，イ，エは植物の細胞と動物の細胞に共

通に見られる。植物の細胞には細胞膜（エ）の外側に丈夫なつくりの細胞壁（オ）があり，細胞の形を維持し，

植物のからだを支えるのに役立っている。 

(2) 器官は，いくつかの組織が集まってできている。植物の根や茎，動物の皮ふや心臓などは器官である。 

ア…植物の葉の表皮組織や葉肉組織，動物の小腸の上皮組織や筋組織は，それぞれ形やはたらきが同じ細

胞が集まってできた組織である。 

ウ…皮ふなどの感覚器官で受けた刺激の信号は，中枢神経（脳やせきずい）で判断され，反応を命令する

信号は運動神経によって伝えられる。 

エ…受精卵は，体細胞分裂をくり返して成長する。減数分裂は，生殖細胞ができるときに行われる。 

問３ (1) 日本列島の太平洋側沖合いには日本海溝がある。 

(2) マグマのねばりけが強いとおわんをふせたようにもり上がった火山ができ，このマグマが冷えると白っぽ

い色の岩石ができることが多い。また，マグマのねばりけが弱いほど，火山は平らに広がった形になりやす

く，黒っぽい色の岩石ができることが多い。 

問４ (1) マグネシウムと塩酸が反応すると，水素が発生し，塩化マグネシウムができる。 

(2) 表より，マグネシウムの質量が 0.3ｇまでは 0.1ｇふえるごとに発生する気体は 93cm3ずつふえ，その後は

一定になっている。これより，塩酸Ａ10mLは，マグネシウム 0.3ｇと過不足なく反応したといえる。塩酸Ａ

を２倍の 20mLにふやすと，マグネシウムも２倍の 0.6ｇと過不足なく反応するため，0.5ｇのマグネシウム

はすべて反応する。マグネシウム 0.1ｇに対して気体は 93cm3発生するので，0.5ｇでは 93×
0.5

 0.1 
＝465〔cm3〕

発生する。 
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【過去問 35】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2018 年度） 

問１ 
ゆう

優
こ

子さんは，ソラマメの成長と呼吸および光合成との関係について調べる実験を行い，記録をまとめた。

次は，その記録の一部である。 

 ソラマメの成長と呼吸および光合成との関係  

〔実験日〕 

８月27日 

〔目的〕 

発芽したソラマメの成長と呼吸および光合成との関係について調べる。 

〔方法〕 

Ⅰ 透明なポリエチレンの袋Ａ～Ｄを用意し，１図のように，袋Ａには何も入れず，袋Ｂには発芽

後５日目，袋Ｃには発芽後 10 日目，袋Ｄには発芽後 15 日目のソラマメをそれぞれ５株ずつ入

れ，袋の口を輪ゴムでしっかりとめた。 

Ⅱ 袋Ａに小さな穴をあけてストローをさしこみ，息をふきこんだ。次に，気体検知管をさしこ

み，袋Ａの中の二酸化炭素の割合を調べた。その後，小さな穴をセロハンテープでふさいだ。袋

Ｂ～Ｄにも同様の操作を行った。 

Ⅲ 袋Ａ～Ｄを，光が当たる所に４時間置いた。 

Ⅳ 袋Ａの小さな穴に，再び気体検知管をさしこみ，袋Ａの中の二酸化炭素の割合を調べた。袋Ｂ

～Ｄにも同様の操作を行った。 

１図 
 

〔結果〕 

２表のとおり。 

２表 
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(1) ２表から，４時間後に袋の中の二酸化炭素の割合が減少したのは①（ア 袋Ｂ  イ 袋Ｄ）であること

がわかる。この袋の中の二酸化炭素の割合が減少したのは，②（ア 呼吸  イ 光合成）のはたらきによ

るものであり，酸素の割合は③（ア 増加  イ 減少）したと考えられる。 

 ①～③の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

(2) 袋Ｃについて，測定開始時と４時間後で，二酸化炭素の割合が同じであったのはなぜか。その理由を，呼

吸と光合成という二つの語を用いて書きなさい。 

次に優子さんは，ソラマメの根が成長するときの細胞のようすについて調べた。

３図のように，根もとに近い部分をＸ，先端に近い部分をＹとして，５mmずつ切り

取ってそれぞれプレパラートをつくり，顕微鏡で観察した。 

４図は，観察したＸの部分とＹの部分の，いずれか一方の細胞をスケッチしたも

のである。 

 

３図 

 

(3) ４図のア～オは，細胞分裂の過程にお

いて異なる時期の細胞である。染色体が

複製される時期の細胞として適当なも

のを４図のア～オから一つ選び，記号で

答えなさい。 

 

４図 

 

３図のＸの部分とＹの部分を観察した優子さんは，それぞれの細胞のようすから，根の成長について次のよ

うにまとめた。 

ソラマメの根は，先端近くの細胞が分裂して数をふやし，さらにそれらの細胞が体積を大きくすることに

よって成長する。 

(4) 優子さんが根の成長についてこのようにまとめたのは，４図が①（ア Ｘの部分  イ Ｙの部分）の細

胞であり，もう一方の部分では，細胞分裂が行われておらず，４図よりも細胞が②（ア 大きかった  イ 

小さかった）からである。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

問２ 
ひろ

博
き

樹さんは，刺激に対するメダカの反応を調べるため，次の実験Ⅰ～Ⅲを順に行った。 
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実験Ⅰ 円形の水そうにメダカを５匹入れ，泳ぐようすをⒶ観

察した後，水そうの上からメダカに手をかざしたとき，メ

ダカの動きがどのように変化するか調べた。 

実験Ⅱ ５図のように，ガラス棒で矢印の向きに水をかき回し

て水流をつくったとき，メダカの動きがどのように変化

するか調べた。 

実験Ⅲ ６図のように，縦じま模様のある円筒を水そうの外側

に糸でつるし，矢印の向きに回転させたとき，メダカの動

きがどのように変化するか調べた。なお，実験ⅢはⒷ実

験Ⅱの水流が止まり，メダカが水そう の中を自由に泳ぐ

ようになってから行った。 

５図 

 

７表は，実験Ⅰ～Ⅲの結果を示したものである。 

７表 

６図 

 

  メダカの動き  

 実験Ⅰ さっと逃げた。  

 
実験Ⅱ 

水流の向きと逆を向き，流れにさからうよう

に泳いだ。 

 

 
実験Ⅲ 

円筒の回転と同じ向きに，回転の速さに合わ

せて泳いだ。 

 

    

(1) 下線部Ⓐについて，光が博樹さんの目に入ると，①（ア 網膜  イ レンズ）の感覚細胞で受けとった

光の刺激が信号にかえられ，その信号が②（ア 末しょう  イ 中枢）神経である脳に伝えられると，も

のが「見える」という視覚が生じる。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

(2) 下線部Ⓑについて，メダカが自由に泳ぐようになってから実験Ⅲを行うのは何のためか，反応という語を

用いて書きなさい。 

(3) ７表のようにメダカの動きが変化したのは，実験  ①  では主に目で受けとる刺激に反応し，実験  

 ②  では主に体表で受けとる刺激に反応したからである。 

  ①  ， ②  に当てはまる実験の組み合わせとして正しいものを，次のア～カから一つ選び，記号で

答えなさい。 

ア ①：Ⅰ ②：Ⅱ，Ⅲ イ ①：Ⅱ，Ⅲ ②：Ⅰ 

ウ ①：Ⅱ ②：Ⅰ，Ⅲ エ ①：Ⅰ，Ⅲ ②：Ⅱ 

オ ①：Ⅲ ②：Ⅰ，Ⅱ カ ①：Ⅰ，Ⅱ ②：Ⅲ 
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(4) 実験を終えた博樹さんは，実験Ⅱ，Ⅲをもとにして，次の実験Ⅳを計画した。「メダカが水流の向きと逆

を向き，後ずさりをするように泳いだ」という結果が得られる実験になるよう，①，②の（  ）の中から

それぞれ一つずつ選び，記号で答えなさい。 

実験Ⅳ 実験Ⅱと同様にガラス棒でかき回して水流をつくり， 

①（ア 実験Ⅲで用いた円筒を縦じま模様のない白い円筒にかえて 

イ 実験Ⅲで用いた円筒を），水そうの外側に糸でつるし， 

②（ア 水流と同じ向きに  イ 水流と逆の向きに）回転させたとき，メダカの 

動きがどのように変化するか調べる。 

 

問１ 

(1) ①  ②  ③  

(2)  

(3)   

(4) ①  ②  

問２ 

(1) ①  ②  

(2)  

(3)  

(4) ①  ②  

 

問１ 

(1) ① イ ② イ ③ ア 

(2) 
ソラマメの呼吸によって放出された二酸化炭素の量と，光合成によっ

て吸収された二酸化炭素の量が，同じであったから。 

(3)  ウ 

(4) ① イ ② ア 

問２ 

(1) ① ア ② イ 

(2) 
メダカの動きが，実験Ⅲで与えた刺激に対する反応であることをはっ

きりさせるため。 

(3) エ 

(4) ① イ ② ア 

 

問１ (1) 袋Ｄでは呼吸よりも光合成がさかんに行われたため，二酸化炭素が吸収されてその割合が減少し，酸素は

放出されて割合が増加したと考えられる。 

(2) 光合成と呼吸のはたらきがつり合っており，吸収される二酸化炭素と放出される二酸化炭素の量が等しく

なっていれば，二酸化炭素の割合が変化しないことになる。 
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(3) ウの段階で染色体が複製されてから，ウ→ア→イ→エ→オの順に細胞分裂が進む。 

(4) 根の先端近くであるＹの部分では細胞分裂がさかんに行われているために細胞が小さく，Ｘの部分ではＹ

よりも細胞が大きい。 

問２ (1) 光の刺激はレンズを通り，網膜で受けとられる。刺激の信号は末しょう神経を通って中枢神経である脳に

伝えられる。 

(2) 前の実験の影響がなくなってから次の実験を行う。 

(3) ⅠとⅢでは目で受けとる刺激に反応したが，Ⅱでは水流による刺激を体表で受けとって反応した。 

(4) 水流を起こすと，メダカは体表でその刺激を受けとって水流と逆の向きに泳ぐ。一方，円筒を水流と同じ

向きに回転させると，メダカは目でその刺激を受けとって円筒の模様に合わせて動く。 
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【過去問 36】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2018 年度） 

問１ ジャガイモは，有性生殖と無性生殖の両方の生殖を行う。

図１のように，ジャガイモの個体Ａの花粉をジャガイモの

個体Ｂの花に受粉させ，できた種子をまいて育てると，個体

Ｃができた。また，個体Ｂにできたいもを切りはなして植え

ると，個体Ｄができた。ただし，図１では個体Ｃと個体Ｄの

土の中のようすは省略してある。 

１ ジャガイモの花では胚珠が子房の中にある。このように，

胚珠が子房で包まれている植物を何というか。 

２ 有性生殖において，生殖細胞ができるときに行われる特

別な細胞分裂を何というか。 

３ 図２は，個体Ａと個体Ｂのからだの細胞にある染色体の

１対を模式的に表したものである。図２をもとに，個体Ｃと

個体Ｄのからだの細胞の染色体のようすをそれぞれ解答欄

の図にかけ。 

図２  

図１ 

 

４ ジャガイモの新しい品種を開発し，生産することについて述べた次の文中の  ａ  ， ｂ  に「有性」

または「無性」を書け。 

新しい品種を開発するときは， ａ  生殖を利用してさまざまな親の組み合わせから得られた多くの

種子をまき，それぞれの個体の品質などを調べて選抜していく。開発した品種を生産するときは， ｂ  

生殖を利用する。 
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問２ 図１のように，おもてにＡ～Ｇのいずれかの記号，うらにイモリ，ハト，ザリガニ，メダカ，ウサギ，ア

サリ，トカゲのいずれかの動物の名称が書かれたカードがある。 

 先生が動物の特徴をもとにこれらのカードを図２のように分類し，下の①～③のヒントを示した。 

図１  図２  

（先生の示したヒント） 

① カードＡの動物は，トカゲである。 

② カードＢの動物は，移動のための器官としてひれをもち，体表はうろこでおおわれている。 

③ カードＤの動物は，移動のための器官としてあしをもち，子を乳で育てる。 

図２や先生の示したヒントをもとに花子さんと太郎さんは，Ａ～Ｇのカードの動物について考えた。 

１ カードＣとカードＦの動物のように背骨をもたない動物を何というか。 

２ カードＣの動物は何か。 

３ 図２の  Ｘ  にあてはまるものとして，最も適当なものはどれか。 

ア 恒温動物である。 イ 変温動物である。 

ウ 陸上に殻をもつ卵をうむ。 エ 水中に殻のない卵をうむ。 

４ 花子さんと太郎さんは，Ａ～Ｇのカードの動物について考えたあと，始祖鳥の復元図を見ながら始祖鳥

の特徴について話をした。次の会話文中の  ａ  にあてはまるＡ～Ｇの記号を書け。また， 

 ｂ  にあてはまることばを書け。 

花子さん 「始祖鳥には，カード  ａ  の動物のようにつばさがあり，羽毛をもつなど，鳥類の特徴が

あるね。」 

太郎さん 「ほかにも，つばさの中ほどには３本のつめがあり，口には歯があるなど，始祖鳥には， 

 ｂ  類の特徴もあるよ。」 

先生 「二人ともよく気づきましたね。このような鳥類と  ｂ  類の両方の特徴をもつ生物の存在

から，鳥類は  ｂ  類から進化してきたと推測されているのですよ。」 
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問１ 

１  

２  

３ 

  

４ ａ  ｂ  

問２ 

１  

２  

３  

４ 
ａ  

ｂ  

 

問１ 

１ 被子植物 

２ 減数分裂 

３ 

  

４ ａ 有性 ｂ 無性 

問２ 

１ 無セキツイ動物 

２ アサリ 

３ エ 

４ 
ａ Ｅ 

ｂ ハチュウ 

 

問１ １ 胚珠が子房の中にある植物を，被子植物という。 

２ 精細胞や卵細胞などの生殖細胞ができるときには，染色体の数が半分になるような特別な細胞分裂が行わ

れる。これを減数分裂という。 

３ 個体Ｃは，個体Ａの精細胞と個体Ｂの卵細胞が受精して，有性生殖によってできたものである。このとき，

個体Ａの精細胞と個体Ｂの卵細胞では，図２に模式的に示された２本ずつの染色体が減数分裂によって１本

ずつとなっており，これらが受精によって合わさる。 

 これに対して，個体Ｄは，個体Ｂにできたいもからふやしたもので，無性生殖によってできたものである。

無性生殖では受精は行われず，体細胞分裂によって子ができるので，子の染色体は親の染色体がそのまま受

けつがれており，図２の個体Ｂの染色体と同じである。 

４ 有性生殖では，子は受精によって親から染色体を半数ずつ受けついでいる。よって，子の形質には，親と

は異なる形質が現れることがあり，新しい品種を開発するのに役立つ。一方，開発した品種を生産する場合

は，親のもつ優れた形質がそのまま子に現れることが必要で，子が親の染色体をそのまま受けつぐので形質

が変わらないという特徴をもつ無性生殖を利用する。 

問２ 先生の示したヒントで，カードＡの動物はハチュウ類のトカゲであり，カードＢの動物はひれをもち，体表

がうろこでおおわれていることから，魚類のメダカである。また，カードＤの動物は，あしをもち，子を乳



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2018 年度 

114 

で育てることから，ホニュウ類のウサギである。残りのカードＣ，Ｅ，Ｆ，Ｇの動物のうち，図２からＣとＦ

が背骨をもたない無セキツイ動物で，Ｃは外とう膜があるので，Ｃが軟体動物のアサリ，Ｆが節足動物の甲

殻類に分類されるザリガニである。カードＥとＧの動物については，両生類のイモリか鳥類のハトのどちら

かで， Ｘ にあてはまるものによって決まる（下の３の解説を参照のこと）。 

１ 背骨をもつ動物をセキツイ動物といい，背骨をもたない動物を無セキツイ動物という。 

２ カードＣの動物は背骨をもたない無セキツイ動物で，外とう膜があるので，軟体動物のアサリである。 

３ カードＥとＧの動物はイモリ（両生類）かハト（鳥類）である。また， Ｘ によって分けられた２つの

グループのうち，「はい」の側にはカードＢの動物であるメダカ（魚類）が，「いいえ」の側にはカードＡと

Ｄの動物であるトカゲ（ハチュウ類）とウサギ（ホニュウ類）が，それぞれ分類されている。変温動物であ

るトカゲと恒温動物であるウサギが同じグループに分けられているので，選択肢のアとイは Ｘ として

適切ではない。また，トカゲは陸上に殻をもつ卵をうむので， Ｘ がウだとすると「いいえ」の側に分類

されているのはおかしい。よって Ｘ はエの「水中に殻のない卵をうむ。」であると考えられ，このよう

にするとＧがイモリでＥがハトとなり，すべて正しく分類される。 

４  ａ は，すぐあとの花子さんの会話文の中につばさや羽毛とあることから，鳥類のハトであるＥがあて

はまる。また始祖鳥には，このような鳥類の特徴のほかに，つばさの中ほどにつめがあり，口に歯があるな

どのハチュウ類の特徴がある。よって，始祖鳥は鳥類とハチュウ類の中間的な生物であり，鳥類がハチュウ

類から進化してきたことの証拠の１つであると推測されている。 
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【過去問 37】 

遺伝の規則性について調べるため，実験Ⅰ～実験Ⅲを行った。次の問いに答えなさい。マツバボタンには赤色

の花を咲かせる個体と白色の花を咲かせる個体がある。ただし，マツバボタンの花の色の遺伝はメンデルの法則に

従うものとし，優性形質になる遺伝子をＡ，劣性形質になる遺伝子をａとする。 

（沖縄県 2018 年度） 

〈実験Ⅰ〉 

赤花の純系がつくる花粉を使って，白花の純系と受粉させてできた子は，すべて赤花であった（図１）。 

〈実験Ⅱ〉 

さらに実験Ⅰでできた子（赤花）を自家受粉させた。自家受粉によってできた種子 8300 個をすべて土にま

いて育てたところ，赤花の個体と白花の個体が確認できた。 

〈実験Ⅲ〉 

遺伝子の組み合わせがわからない赤花（Ｘ）と白花の純系をかけ合わせた。かけ合わせで得られた種子を土

にまいて育てたところ，子の花の色の形質は，赤花と白花の個体の比が１：１となった（図２）。 

図１  図２  

問１ 実験Ⅰについて，親として用いた赤花の純系と白花の純系，かけ合わせによってできた子の遺伝子の組み

合わせとして，もっとも適当なものを次のア～エから１つ選んで記号で答えなさい。 

ア 赤花の純系はａａ，白花の純系はＡａ，そのかけ合わせでできた子はＡａである。 

イ 赤花の純系はａａ，白花の純系はＡＡ，そのかけ合わせでできた子はＡａである。 

ウ 赤花の純系はＡＡ，白花の純系はａａ，そのかけ合わせでできた子はＡＡである。 

エ 赤花の純系はＡＡ，白花の純系はａａ，そのかけ合わせでできた子はＡａである。 

問２ 対になって存在する遺伝子が，減数分裂のときに分かれて別々の生殖細胞に入る。その法則名を答えなさ

い。 

問３ 実験Ⅱで得られた種子 8300個のうち，優性形質の遺伝子Ａを持つ個体の数はおよそ何個体と考えられる

か。もっとも適当なものを次のア～オから１つ選んで記号で答えなさい。 

ア 2075 イ 2767 ウ 4150 エ 6225 オ 8300 

問４ 実験Ⅲの結果を参考にして，赤花（Ｘ）の遺伝子の組み合わせを答えなさい。 

問５ 実験Ⅲで得られた子をすべて自家受粉させた場合，できた孫の赤花と白花の個体数の比はどのようにな

るか。もっとも簡単な整数比で答えなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 赤花：白花 ＝ ： 

 

問１ エ 

問２ 分離の法則 

問３ エ 

問４ Ａａ 

問５ 赤花：白花 ＝ ３ ： ５ 

 

問１ 赤花の形質が優性，白花の形質が劣性なので，赤花の純系はＡＡ，白花の純系はａａである。ＡＡとａａを

かけ合わせた場合，子のこれらの遺伝子の組み合わせはすべてＡａとなり，すべて赤花の個体となる。 

問２ 分離の法則により，対になっていた遺伝子が分かれて別々の生殖細胞に入るため，生殖細胞に含まれる染色

体の数は体細胞の半分となる。 

問３ Ａａの遺伝子の組み合わせを持つ子を自家受粉させると，ＡＡ，Ａａ，ａａの遺伝子の組み合わせを持つ孫

ができ，その数の比はＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１となる。よって，遺伝子Ａを持つ個体 

 は全体の
３

 ４ 
となると考えられるので，8300×

３

 ４ 
＝6225となる。 

問４ 赤花であることから，Ｘは遺伝子Ａを持つＡＡとＡａのいずれかである。ＡＡをａａの白花とかけ合わせる

と，子の遺伝子の組み合わせはすべてＡａとなり，白花の個体が生まれないので，図２と合わない。Ａａをａ

ａの白花とかけ合わせると，その子の遺伝子の組み合わせはＡａまたはａａになり，全体の数の比はＡａ：ａ

ａ＝１：１となる。このとき，赤花と白花の個体の数の比が１：１となる。 

問５ 得られた子のうち，赤花の個体の遺伝子はＡａである。これを自家受粉させたときの孫の数の比はＡＡ：Ａ

ａ：ａａ＝１：２：１となる。また，白花の個体の遺伝子はａａなので，自家受粉させてできた孫はすべてａ

ａとなる。よって，全体ではＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：（１＋４）＝１：２：５となるので，赤花：白花＝３：

５である。 

 

 


